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(東京 大 学 地震 研究 所 内 ) 
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ee 総会 は 委員 長 が 名 集 し 。 少な く と る 年 1 回 開 蛋 する 。 総会 の 成立 は 普通 会 員 178 DLO He HE 
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ae: 2. 委員 の 選挙 は 普通 会 員 に よる 30 名 連 記 の 通信 選挙 に より , 地球 物理 関係 , 地質 関係 地球 化学 


関係 の 各 都 門 問 に 適正 に 配分 され る よう に 考慮 し て 行なわ れる ・ 
3. 会 計 年 度 は 4 月 1 日 に 始 つ て 3 月 末日 に 終る 
4. 会 則 の 変更 は 総会 の 議決 に よる . < 


CFs Hig 8S G 
| 1. WGm 33 年 5 月 の 総会 で 承認 され まし た 会 員 再 登録 を 実施 し て お り ま す が , 本 会 に 問い を 状 た れ 
る 会 員 で まだ 再 登 録 カー ド 未 提出 の 方 は 事務 所 宛 33 送 り 下 さい . 


再 登 録 され な い 方 は 会 員 の 事務 的 取扱 い を 佑 止 され ます か ら 至 急 手続 を お 取り 下さ い . 
の 寄稿 諭 廊 の 図版 が 不 完 全 の 方 が 多い の で す が , ま 印 刷 で きる よう に し て お 出し 下さ い . 
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MBAR HN i — fH + (1869~1960) 


中 村 清 二 先 生 を 悼む 


いつ る お 元気 で , 学士 院 の 例会 は も と より , 物理 学 や 地球 物理 学 の 学会 の 年 会 と よく 御 出 席 
下さ つて いた 中 村 先 生 は , つい に 昭和 35 年 7 月 18 日 に お 逝去 に な つた 。 私 達 は , 中 村 清 一 
先生 に お に か か つた り , お 名 前 を 拝見 する ご と に 必ず 伊豆 大 島 を 思い 出さ ず た に は いら れ な 
い . それ ほど , 中 村 先 生 と 伊豆 大 島 あ る い は 三原 火山 と は 切 つ て も 切れ な い 和 密接 な 関係 に たち あら 
HU 

る ちろ ん , 中 村 先 生 の 御 本 職 は 結晶 物理 学 や 光学 等 の 純粋 実験 物理 学 の 分 野 で ぁ あつ て , その 
方 面 の 研究 と 教育 と に いく 多 の 足 重 な 貢 献 を な さ つ て 来 た の で ある が , それ で る も 私 達 に は 中 村 
先生 と いう ぅ うと 真 先 た 伊豆 大 島 が 思い 浮 ぶ . 先生 は 三原 火山 や 伊豆 大 島 全 体 に いつ を も 非常 な 恋 着 
を も つて お られ た 。 現 在 の 元町 の 南 は ずれ に あつ た 先生 の 別荘 は も うぅ 大 部 前 に 町 の 図書 館 と し 
で 寄附 され て し まつ て , 御 老 齢 の 先生 は 大 島 に いら つ し ゃ る こと と は な か つた が , それ で も 伊豆 
大 島 の こと と な る と 御 人 柄 か ら 静 か な 態度 で は あつ た が 異常 な ほな どの 熱情 を 示さ れる の が 常 で 
DS 

先生 御 自 身 が 三原 火山 の 物理 学 的 研究 に 非常 な 熱意 を 示さ れ , 特に 大 正 噴 火 を 契機 と し て , 
それ 以後 も 三原 火山 の 研究 を 継続 され で , 近代 的 な 火山 物理 学 の 基 を 開か れ た の で ある が か が , 大 
学 を 停 年 で お 退き に な つた 後 も , 後輩 学徒 の 手 に よる 火山 物理 学 の 建設 に は 学問 上 に も ゃ も, また 
完 費 調達 の 上 た に も 大 変 な 骨折 を いた だ いた . 三原 火山 と 浅間 火山 の 地球 物理 学 的 研究 の 現在 
は 全く 先生 の お 骨折 に ょ つて 礎 が 人 築 か れ た と いえ る える. この 意味 で , 中 村 先 生 は 実験 物理 学 の 移 
達 で あぁ られ た と 同時 に た, わが 園 の 火山 物理 学 の 育て の 親 で も あつ た . 
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[FEES LO, PALAP LOPS ORMEAH CX SORTS OWRKLY CTH. SOLE 
HELO, CMPD ELARRADH CK SPRATT RW] EOI RROTCEeLIFLITS 
つ し や ゃ つて いた . そし て , 心から 嬉し そう に 私 達 後輩 学徒 の ささ や か な 研 完 成果 に 隔 を 倒 け て 
RE 

先生 の 御 逝 去 に と つて , 私 達 選 偉 大 な じ か が か し 7 何 で も ゃ きい て 下さ る 祖父 を 失 つ て じ を まつ 
fo. これ か ら は どん な 研究 成果 が 出 て き て も 先生 の お 幕 に 御 報告 する し か 仕方 な い . 
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Chemical Studies of the Volcanic Rocks of Unzen District. 


Takashi YAMAMOTO 
Geological Department, Kyusyu Institute of Technology 


The basement rocks are of Paleogene as well as Neogene beds which are found in the 
southern half of Shimabara peninsula. Volcanic activity has begun in Pliocene epoch in the 
form of mesa or aspite of basalt and pyroxene andesite, both of which are seen only in the 
southern part of the peninsula. 

The main activities were played from Pleistocene to recent, having formed many tho- 

"loid type volcanoes —Volcano Unzen— in the northern part of the peninsula. 

Volcano Unzen is entirely made of hornblende ‘andesite, which belongs to the hypers- 
thenic rock series, and often includes many hornblende dolerite xenolith. 

The chemical analyses show that the lavas are in general rich in MgO, Na,O and K,O 
and poor in CaO and. total (FeO+Fe,0;). The diagrams MgO-(FeO-+Fe,0;)-(Na,0+K;,0) 
and norm An-Ab-Or are discussed. 

The hornblende lavas from Volcano Unzen were probably influenced by the assimilation 
of the acidic hornblende magma and the basic lava. 
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(KSA A OP MICHE L, ARIEL UCANERIWAR SE ORS NSD 
OVW HCSROWRALEAT ST LILA LIEK CS 4%. 

(I KUOMELCHE CHAKA, 本 間 不 二男 , KAGE, COMMACHHA® に 
よ つ て な され て いる が , 筆者 は 1957 年 お よび 1958 年 に 主として 岩 瞭 の 混成 , 同化 作用 に か 
ん する 研究 目的 の た め に , 雲仙 火山 類 岩 を 採集 し , その 顕微 鏡 的 性 質 な ら び に 化学 所 性 質 を 検 
mb, 

本 論 交 で は 主として その 化学 的 特性 に つい て 述べ る こと と する . 
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本 稿 を 草 す る に 当り 草稿 を 親しく 御 校 関 頂 いた 松本 唯一 志士 に 深謝 する . 8 


ooo, a A 

杏 仙 火山 の 活動 の 時 期 は , これ まで の 研 完 資 料 に と よれ ば 第 三 紀 鮮 新 世 後 期 な いし 第 四 紀 更新 
世 初 期 た はじまり , 有史 時 代 ま で 継続 され た も の で , 有 有 史 以後 も 活動 の 記録 が 知ら れ て いる . 

本 火山 の 基盤 岩 を な す も の と し て , 島原 半島 南部 の 日 ノ 津 町 , 加 津 佐 町 お よび 大 江 町 周辺 に 
Her tks KO AEST HEIR TR © oS = ee Spe LTS. 

Zl kowmt, SRABMMB 7 EY MIRCHMORBAK Spa eA < “Ba 
噴出 を る も つて は じ ま り , つい で 導 山 を つく る 煙 石 安山岩 の 噴出 を 経て , RRICAIKUOEK 
LRT SERDOSEO ANAK WAM ORMICLOTROTWS. 

それ ら の うち , BUH HLT SBI KURCKS OMA OUR LARK MS CC 
あぁ あぁ る. 

1) KRM BSARANGEIWA (ASE, RELL) 

2) FRR eRAENBKWA ( 九 千 部 山 , ALL) 

3) か ん らん 石 含 有 黒 桂 母 一 角 際 石 安山岩 (BBE, Si, wh) 

4) 黒雲 母 一 角 際 石 一 石英 安山岩 (aL) 

5) BRES-ANAAW aA (EH) 

Cibo EWE KWUAOW AIL EICS bOSTHULEKBeATA, 圭 仙 火山 全体 と し て 
みた 場合 , 類 岩 の 性 質 は 塩基 性 か ら 中 性 を 経て 酸性 へ と 比較 的 単純 な 成分 変化 を 示し て いる . 

と これら を 久野 久 の 鉄 ・ 苦 士 理 酸 塩 鉱 物 に ょ つて 分 類する と , その 岩 型 は 中 a, Vb, Va, Vie, 
Vila, Wia, Wie SB KO We で あぁ つて , ELA YL RRMARBACETSLOCES. 

ZLGABORKEMD bARREIARA (3~5 mm) LUANG (2~6 mm) OXF 
を 多量 含有 する こと で ある . 

次 に 著しい 逆 昧 帯 構造 を 示す 綱 長 石 斑 呈 が 古 焼 燈 内 そ の 他 に し ば し ば 含有 され る こと る も 見 の 
が すこ と の で き な い 事実 で ある . また 本 燈 岩 類 が か な り 酸 性 の 岩石 な る た に か か わら ず , その 多 
く の 類 岩 中 た か ん らん 石 が し ば し ば 含有 され る こと , BLOKCUNAS LI CMA LOH 
筐 結 品 に 富む こと を も 圭 仙 后 炊 岩 に お ける 重要 な 特徴 で ある . 

捕 @ 岩 

FCM CLS CEIKWAB MO ea iCleBMCZRORBABREAT S. 

捕獲 岩 の 種類 は , 日 ノ 津 町 萬 蒲 田 附 近 に 露出 する 角 関 石 花 岩 中 に 少量 の 両 雲母 花 賠 岩 謝 捕獲 
岩 を 含有 する 以外 , Zils KWL oS < OMRGRUAREASNSSOINELAY 


雲仙 大 山地 域 燈 岩 の 化学 的 研究 a 


DaHA— AK ABN KRA ROBE CHS. これ ら は いずれ る 他 源 の 捕 械 岩 と 考え られ る . 
これ ら の 化学 組成 は 第 1 表 の No. 18, 19 お よび 20 た に 示 した. 
捕獲 結晶 


捕 紅 結晶 と し て は 融 館 さ れ た 石英 お よび 倖 長石 が 含有 きれ る . 


§ 3. 燈 岩 の 化学 的 性 質 
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計 人 仙 火山 話 岩 類 の 総 化 学 成分 お よび ノル ム を 第 IRC, 成分 変化 曲線 を 第 1 図 に 示す -. 

図表 か ら わ か る 通り , 本 燈 岩 類 の 
化学 的 特性 は 次 の 如く で ある . Tie 
bb, SiO. の 範囲 は 48.81 より 
66.11 攻 に わた つて いる が , その う 
ち 59~65 % OAD L OARS H 
越す る . 

主 化学 成分 の な か で は CaO お よ 
び total FeO* た 比較 的 逐 し さく, 


FeO+FeeO: 


NazO+KzeO MgO 
第 2 図 MgO-(FeO+Fe.0;)-(Na,0+K,0) 三角 図 
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第 1 図 成分 変化 曲線 or Pe 


* FeO; は FeO に 換算 し た も の 第 3 図 An-Ab-Or 三角 図 
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第 1 表 URI k Last 


No. 1 2 3 4 5 6 i 8 9 
7a A | OV IVb Ma Vie Via Vila Via Ka | Va 
SiO; A8.81 | 51.42 |. 52.79 | 56-50 | 57.59 | 59.07 | 59.33 | 59.98 || 61,19 
Al,O3 TARGA 55) 15297 17.02 17.05 16.59 16582.) 16228 15.58 
Fe,03 3.32 3.28 4.60 4.09 2.50 4.71 2.89 2.99 PAR EE 
FeO Al. 6.18 5.84 4.06 4.26 1.79 Ball 3.19 3.05 
MgO 9.61 7.66 7.81 3.80 4.48 4.25 3.67 3.79 3.86 
CaO 9.13 9.01 8.97 7.04 (Bs: 6.70 6.43 6.17 6.42 
Na,O Seal: omy, 2.84 3.34 3.38 3.44 Byres ast) 3.70 
K;,0 1.04 ey 0.42 p83 1.70 1.24 Zee 2.01 UO 
H,O(+) 0.51 0.44 0.90 0.91 0.22 iL 20.83 0.86 0.72 0.19 
H,O(—) 0.40 0.48 0.66 0.70 0.08 0.50 0.39 0.57 QO; 17, 
TiO, A153 1.45 1.43 1.05 0.90 0.75 0.90 0.76 R02 
P20; 0.34 0.36 0.18 0.26 0.24 0.17 0.25 0.19 0.21 
MnO 0.20 0.20 0.15 0.16 0.13 0.08 0212 0.13 On 

Total 100.66 | 100.52 | 100.56 | 100.26 | 99.76 | 100.12 | 100.28 | 100.13 | 100.02 


Us 

Q = —| 6.30] 12.06] 9.54/ 15.48] 13.80| 14.76] 14.10 
@ 

Or G12) 78) 2.22 T8100 oe ae aie ML GO DS 
Ab 26.20} 26.72| 24.10} 28.30| 28.82] 28.82/ 28.30] 28.30] 31.44 
An 23.63 | 24.46| 24.19] 27.52} 26.13| 26.41| 25.02] 23.63 | 20.02 
Wo 8.24) 7.66| 8.12} 2.44) 3.36) 2.55| 2.20) 2.55| 4.64 
En 8.10] 11.70| 19.50) 9.50| 11.20) 10.60; 9.20) 9.50] 9.70 
Fs 3.04 | 5.68) 4:75) 251) 4.49) OAS) 2:38) 224 EE 
Fo 11813-e 1283 = = = = = = Le 
Fa 4.79| 0.61 skal oe pe = lh = hy aS a 
Mt 487), 487 6.731~> 6.038 | “3.71 | 3.72 [Pada 4.41 4 
ll ON 2.891 92.74) 4.98) 1.67| 1.67 ET D2 1.87 
Ap 0.67) 0.67] 0.34| 0.67) 0.67| 043) 0.67] 0.34]. 0.84 


. augite-olivine basalt, 長崎 県 南高来 郡 口 ノ 津 町 , BS 

. augite-olivine basalt, 同 Ne ae SI 

. Olivine basalt, 同 283 土 平 崎 
hornblende-hypersthene-bg. augite andesite, Ze, pee vem Pell 
olivine-bg. biotite-hornblende andesite, 新 焼 燈 岩 , Zee emer 
hornblende porphyrite, 長崎 県 南高来 郡 ロ ノ 津 町 , Ae 

. augite-hypersthene-bg. hornblende andesite, te 32 LS 

. augite-bg. hornblende andesite, FSB WKH 

. augite-bg. hornblende andesite, BALL 

. augite-bg. hornblende andesite, -- «#4! 

. hypersthene-bg. hornblende andesite, 4e [R44 
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hypersthene-bg. hornblende andesite, 絹 笠山 燈 岩 


. hypersthene-bg. biotite-hornblende andesite, 妙見 兵 燈 岩 
. hornblende andesite, 雲仙 , 347 WKS 


biotite-hornblende-quartz andesite, 眉山 燈 岩 


_ biotite-hornblende andesite, ELLA 
. two-mica granite (xenolith) in hornblende porphyrite No. 6), UREN 7 


ny ais 


_ augite-bg. hornblende dolerite (xenolith) in hornblende ei: ee HELLY 
. augite-bg. hornblende dolerite (xenolith) in hornblende andesite, 普 賢 后 


FE (IW LI BO (EAM 
及び 皇 獲 岩 の 化 学 組成 及び ノル 
(分 析 者 FE) ; 
A 
10 11 12 13 14 15 tees |= 17 18 19 20 
Vila Vile Xe Vile Vile Vile Vila Vila 
62.28 | 62.29 | 62.60| 63.39} 64.91 | 65.32) 65.83] 66.11 | 64.52 | 52.42| 56.23 
16.32 | 16.81 | 15.86 | 16.77| 15.43] 16.55] 15.85| 15.541 18.94] 17.20]! 17.08 
2.39 2.41 3.62 2.34 4.08 2.35 2.19 1.53 1.68) 4.99] 3.51 
2.80 2.66 1.73 2.29 0.76 1.54 2.13 2.42 0.46 3.51 3.94 
3°08 2.89 2.91 2.60 3.93 1.62 2.28 2.52 1.10 5.51 4.59 
5.52 4.51 5.33 3.76 4.60 4.26 AVP TAGS ED 3A |, 2 9337. 7.30 
3.64 3.35 3.70 3.72 3.21 3.89 3.81 Amo) A S201 3.43 
2.25 2-2 2.17 2.28 2.36 EDA es 2.10 | 3.56 1.30 1.53 
0.17 1.40 0.40} 1.56 0.22 0.83 0.14 0.18 1.80} 0.65] 0.52 
0.28 0.45] 0.18 0.72 0.22 0.99 Om O01 Ost 0592 0.40} 0.20 
0.75 0.70 | °0.85 0.65 0.68 0.75 0.63 | 0.65 | 0.18 1.25 1.13 
0.22 0.19 0.24 0.21 0.19 0.22 0:20 |) (00179) 0.132) ©0329 OO 
0,11 0.3 0.09 0.11 0.09 0.06 0.12 0.08.1. -0.29 | —015-|=- 0.12 
99.81 | 100.00 | 99.68 | 100.40 | 100.68 | 100.62 | 100.44 | 100.38 | 100.40 100.05 | 99.88 
ノレ Ls ; 
16.56 | 19.62| 18.90| E20194 11722.08 E23 10 き 21.78 | 20.46] 18.30] 5.34] 9.30 
= ee as 3.48 = 0.51 | = ree iG eS = 
13.34 | 13.35 | 12.79] 13:34]. 13.90 | 13.34.| 13.90] 12.23] 21.13) 7.78] 8.90 
31.02 | 28.30] 31.44] 31.44] 27.25] 33.01] 31.96 | 35.11 | 37.73| 25.68 | 28.82 
21.41 | 21.68} 20.02] 17.79| 20.57] 19.46 | 19.18] 17.51 | 10.84] 29.47] 26.69 
1.86 = 1.97 ace 0.58 =e 2.51 2.44 Bre  6t30 823.25 
EA) 7.20 7.30 50 9.80 4.10 5.70 6.30| 2.80| 13.80 | 11.50 
2.24 1.98 0.13 1.45 0.13 0.13 1.32 25944) EO OO 2-77. 
3.48 | “3.48 2.78 3.48| 0.46 2.78 3.25 | 2.321 0.93 EAT LO 
15375|5-1.37. 1.67 Wee o2e = 87% 8.37 Ee 1.2271.) 0.30 2.431} 2.13 
0.67 0.34 0.67 0.34) 0.34] 0.67 0.34 | 0.34] 0.34} .0.67 | 0.67 
12. augite-olivine-bg. biotite hornblende andesite, Bina 
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に は むし ろ 少 い . 
Peacock の アル カリ - 石 灰 指 数 は 61.7 で ある . 


$4 成因 if 

いま 票 仙 火山 類 央 の 化学 成分 変化 を 二 , 三 の 図 に と よ つ て 検討 し よう . 

ま づ 第 2 図 の MgO-(FeO 填 Fe:0s)-(NazO 土 Kz0) 三角 図 た に つい て みる に , 前 述 の 化学 的 特性 
を 反映 し て 成分 変化 は 最初 (FeO+Fe:0:)-MgO 辺 の ほぼ 中 央 部 で アル カリ が 約 15 の 点 を 
起点 と し て 同 辺 た 対し て ほとん ど 直 角 を な し て (NasO+K.0) 頂点 た 向 つ て 進化 する . 

次 に 第 3 図 の ノル ム An-Ab-Or 三角 図 た に つい て これ を み ょ よう. 

同 図 か ら 直 ち に わか る こと は , RBBMLEL<S 774 An た に 乏しい こと で ある . 

次 に 注目 すべ きこ と は その 成分 変化 曲線 が Or 頂点 た 対し て 凸 面 を 向け る と いう 事実 で あ 
る . この と と は 冨田 達 " が すでに 指摘 し た よう に マグ マ の 単なる 分 別 結晶 分 化 作 用 の みた に ょ る 
進化 の 場合 と は 全く 異な る も の で ある . すなわち 結論 的 に は 第 2 NB LOR 3 図 の 成分 変化 曲 
線 は マグ マ の 単なる 分 別 結晶 分 化 作 用 の み で な く て 混成 ・ 同 化 作用 を 伴 な つた 分 化 作 用 が 行 な 
われ た こと を 示す も の と 選 わ れる . 

その 根拠 は 前 述 し た 諸事 実 , すなわち 主として 次 の 理由 に も と づく も の で ある . 

1) 岩 型 お よび 構成 鉄 物 に み ら れ る 特徴 

2) Hees LOMA 

3) 化学 成分 上 の 特性 

圭 仙 岳 火 山 岩 類 の 場合 , 上 述 の 諸事 実 お よび 本 間 不 二男 が 指摘 し た よう に 構造 地質 学 上 の 重 
要 な 位置 を 充分 考慮 に お いて 次 の こと が 想像 され る . すなわち 圭 仙 火山 群 の 馬 感 な 活動 期 た お 
いて 本 源 マ グマ か ら 分 化し て 生じ た 酸性 マグ マ と アル カ ヵ カリ 玄武 岩 質 物質 と の 間 に た に 著しい 混成 ・ 
同化 作用 が 行なわ れ た も の で あろ 5. 
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Chemical Composition of Younger Volcanic Rocks 
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Kazuaki NAKAMURA 
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Volcanic products deposited during and after the caldera formation (about 400 A.D.) in 
the Oshima Island are called the younger Oshima group which is divided into twelve unit 
members, each corresponding to a major cycle of eruption (Fig. 1). 

Thirty-seven samples of lavas, bombs and scoria were collected (Fig. 2) from nine 
horizons of the younger Oshima group, and their chemical analyses are given in Table 1~6. 
Although the whole samples are, in a broad sense, similar in chemical composition and almost 
are nearly aphyric basalt, but several differences in chemical composition are recognizable. 

Chemical homogeneity of the lavas in the same horizon has been verified in three 
horizons (Table 1, 3 and 5). There is fairly regular change in composition of the five 
groups of volcanic rocks successively extruded during the last seven hundred years (Fig. 
10). Linear relations between two of the components, SiOz, TiOz, Fe,O3;, MnO, MgO, CaO 
and K,0+Na,O are shown in variation diagrams Figs. 11~14, in spite of the small range of 
their variation. Some of the relations are held good not only within the younger Oshima 
group but, the same trends expand out to the somma and the basement volcanics, the latter 
probably of Pliocene (Fig. 15). Fe/Mg ratio, which was proposed by KATSURA as a good 
measure of magmatic differentiation in his previous paper, increases gradually from the 
base to the top of the younger Oshima group (Table 7). 


ire PAeas 

活 火 山 島 , 伊豆 大 島 は 地質 , 岩石 , 地球 物理 , 地球 化学 の 各 方 面 か ら , 世界 的 に 最も よく 研 
究 さ れ て いる 火山 の 一 つ で あり , ハワイ 諸島 の 火山 と 共に , 大 陸 項 の 存在 し な い 地 域 の 火山 
Bl) と し て 玄武 岩 マ グマ の 研究 に 最良 の 資料 を 提供 で きる と ころ で ある . 

と れ ま で の 研究 の 中 に は 火山 岩 の 化学 的 性 質 を 研究 し た も の を も 多い . 坪井 り は 中 央 火 日 丘 の 
MRICS LC, その 化学 成分 の 特異 性 に 注目 し て 三原 岩 と いう 名 称 を 与 を , COR, Aly”, 
BE, 森本 , DW, 生態 "等 に よ つ て 大 島 火 山 の 基 盤 を な す 旧 火山 体 の 燈 岩 , 大 島 火 出 の 外 
PU, 中 央 火 唱 兵 燈 岩 等 の 化学 組成 が 順次 報告 され て きた の で ある . 
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し か し , 3 グル ー プ 内 で の 時 代 の 新旧 関係 は ほとん ど 明 ら か で な く , DEMICHRAA RO 
燈 岩 に つい て , 1778 FORAGE, 1912 年 の 明治 大 正 の 火山 岩 , 1950 ~ 51 年 の 昭和 改 岩 の 
化学 組成 が 論じ られ て いる に 過ぎ な い . 
ROE? は stratigraphy の 立場 か ら 火 山体 を 調べ , 著しい 不 整 合 を 境 に と つて , ABK 
山 を 構成 する すべ て の 地層 ( 燈 岩 を 含む ) &, 上 部 の 新 期 大 島 層 群 と 下部 の 古 期 大 島 層 群 と に 
区 別 じ た. 新 期 大 島 層 群 は 不 整 合 に よ つ て 上 か ら 湯 場 (Y) 層 , 野 増 (NW) 層 , 差 木 地 (S) 層 に 
三 分 され , さら に , 叶 壌 断面 の 生成 や 軽度 の 不 整 合 な どの 示す 堆積 間隙 に よ ょ つて , Y 層 は 6W 
Bc, IV 層 は 4 部 層 に , S 層 は 2 部 層 に 細分 され る (第 1 図 ). 各部 層 内 に は 時 間 間 隙 は ほ と 
ん ど な く 。 各々 の 部 層 は それ ぞ れ ある 長 さ の 間隙 を お ぉ いた 1 回 の 火山 活動 期 の 細部 を 記録 し て 
いる と 考 を られ る . カル デラ の 形成 は 泥 流 堆積 物 (S2) の 産 状 と M 層 の 降下 堆積 物 が カル デ 
ラ 壁 を 被 う こと か ら , Si 部 層 の 時 代 と 考え られ , 燈 娠 の 分 布 な どか ら , DI LEY: BLUE 
は 中 央 火 日 所 時 代 と 考え を られる. し た が つて 新 期 大 島 層 群 は カル デラ 形成 時 , お よび それ 以後 
の 噴出 物 よ り 成 る 地層 で ある . 島内 各所 か ら 産 出す る 人 類 遺 物 と 噴火 の 記録 か ら 推 定 し た 西 礎 
年 代 と 地層 と の 対応 も 第 1 図 に 示さ れ て いる . 

我 そ は この 新 期 大 島 層 群 の 中 か ら 層 准 の 明らか な 地点 で 新鮮 な 降下 ス ュ コリア, We, 火山 弾 
ZERLTC, COUMFERMRTOR. MB FASY FOV CLHICHATSCLEEL, ご さこ で 
(L7 COOPEOKWS £4 COB EO KUMCOW CRO NKRERERET S. 


§2. 今 ま で の 研究 結果 と の 相 異 点 お よび 資料 採取 の 方 針 

1950 . 年 代 ま で の 研究 と ょ つて , 中 央 火口 丘 燈 内 は その 噴出 の 年 代 に か か わら ず 造 岩 鉄 物 の 
組合 わせ , その 他 の 鏡 下 の 観察 も よく 似 て お り , SHALL ONT, AY IYROMRR 
全く 欠く こと が 特徴 で ある と 考え られ て きた . し か し , 中 村 ” に よれ ば カン ラン 石 斑 曲 は 中 基 
KARR CBASINS Ye 燈 岩 中 に 普通 に 見 出さ れ , また 一 色 直 記 氏 に よれ ば (個人 談話 ) 
Y。 燈 岩 中 に も 残 品 と し て 極 く 稀 に 認め られ る . し か し , COCO MMARBROXRH 
DARI EMCI F, いずれ も よく 似 て いて , BSB (年 代 ) OEM MK 
鏡 観 察 で 区 別 す る こと は 困難 で ある . 

se orarrien 
基礎 を つく つた が , 細部 に つい て は 修正 さる べき 点 も ある . と の 報告 に 関係 の ちる 部 分 に つい 
で 記す と , 坪井 の 地質 図 で は 中 村 9 の Vi, Vo, Vi BH (RAK O RROD) ©} BYE 
に 十 出 し て いる も の は すべ て Somma lava の First type 一 一 苦 鉄 質 鉱 物 の 斑 品 の 少 い こと 
で 特徴 づけ られ る 一 と し て 傘 色 され , V1, Yo, Ys 燈 岩 の 陸上 部 は 大 部 分 安永 燈 岩 と され て 
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WS. た だ し , 坪井 の Somma lava, First type DBAOLZDML, ARAM AOF MIL 


吉 期 大 島 層 群 最 上 部 に 近い も の , LIES OCHHALUIB ECO CO4%DCHE), また 安永 燈 岩 
の 記載 は , この 報告 で の Vi 燈 媒 た つい て それ ぞ れ 行わ れ て お り , 修正 の 必要 は な い . 

一 方 , ff, LA, 小野 , 一 色 2 GABOR LORMBEHMeHEL, 大 島 火 山 の 基 
ik, と くに 岡田 玄武 岩 類 の 層 序 と 岩 右 に つい て 詳し い 結 果 を 示し た . SHRLUB AIC OWT 4 
鏡 を 行い , 野外 で の 関係 か ら 旧 期 お よび 新 期 噴出 物 に 区 分 し て いる . この 外輪山 新 期 噴出 物 の 
中 で , MPAA (c 型 ) と され て いる も の の うち No. 3, 5, 32 は 中 村 の Ys Ma (A 
ル デ ラ 形成 後 の 側 火 日 燈 岩 ) に ; No. 20 は Ys Hea (PRKA EMA) に 相当 する . 

と の よう に , 今 ま で の 研究 結果 と ここ に 報告 する 層 位 的 区 分 に は か な り の 差 が ある . これ は 
中 村 の 細分 が 層 位 的 裏づけ に よる も の で あり , 岩 質 の み に ょ よる 層 位 の 判 守 が ほとん ど 不 可能 で 
ある た め と 考え られ る . も ちろ ん , 層 位 の 決定 に際し て 過 質 を 比較 する こと こと は 好ま し いこ と と で 
は な い . し た が つて , BEORAZCEDILOZOLK4OTCS, 化学 分 株 を 行う 際 に は , その 
精度 に 充分 注意 を 払わ な けれ ば , 化学 成分 間 に た 変化 が バ あ ぁ あつ た と し て も , それ を 量 的 た 朋 ら か に 
する こと は で き な い で あろ う . 幸い , 最近 に な つて ヶ ケイ 酸 塩 の 分 析 は 高 性 能 の 機器 の 出現 た に よ 
OC. 短 時 間 に , し か を ゃ も 精度 よく 行なわ れる よう に な つた . それ で 分 析 精 度 お よび 再現 性 た に つ 
いて 充分 の 検討 を 経た 結果 で あれ ば , 各々 の 分 析 結 果 を 誤差 の 範囲 外 で 比較 する こと こと が で きる 
GCS. 問題 は 分 析 値 の 誤差 が どの 程度 の も の で ある か を 明らか に する こと こと で あろ う . この 


事 に 関し て は 7 岩崎 人 等 タ は 1950-51 HOMES 111 所 で サザ サザン プリ ング し , 分 析 試 料 の 量 , 
分 析 精 慶 お よび 燈 岩 の 化学 組成 の 均一 性 に つい て 報告 し て いる . 今回 の 研究 に 際 し て る 全く 同 
じ 立 場 に た つて 後述 の よう な 分 析 法 の 検討 だ け で な く , 資料 の 含ま れる 層 人 準 が 全く 同一 と 考え 
られ る 燈 岩 流 に つい て も , で きる だ け 多 数 の 試料 を 全体 か ら 採 取 し , その 均一 性 を みる こと と に 
Boi. すなわち 問題 と する 層 進 の 噴出 物 (ELTA) ik “つぎ の よう な 組成 の 部 分 が あ 
る ” と いう の で は な く , この 時 代 の 噴出 物 の “組成 は 一 義 的 に つぎ の よう な も の で ある "とい 
2 化学 的 根拠 が 多く の 層 進 の 噴出 物 に つい て 定め 得 ら れる か る 知れ な いと 考え た か ら で あ る . 
また ,- 各 時 代 の 噴出 物 に つい て 得 ち れ た 値 が , 噴出 孔 は 異 つ て は いる が , 時 間 と 共に どの 位 の 
制 合 で 変化 し て き て いる か を 知 ろ うと 試み た . 

3) 試料 

採取 し た 岩石 の 詳し い 記 載 は 行なわ な い が , すべ て 玄武 岩 質 の も の で ある . その 地点 は 第 2 
図 と 記し て ある . COCELC OR, (各部 層 内 で は 燈 内 は つね に その 最 下部 近く に は さま 
O°) 産 状 そ の 他 若 干 の 説明 を 加 % る と と に する . 
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COMBO LOS OMA CSS. BAEC MUL THC, & 数 mm の 亜 灰 長 石 班 品 
が 点々 と 存 し , 径 1 mm あぁ るい は それ 以下 の 紫 和 菊 煙 石 の 斑 唱 が さら に 小 量 認め ら 愉 る . 灰色 
で 比較 的 級 密 で ある .。 すでに ぁ ふれ た よう に 坪井 0 に よ ょ つて 記載 され た 安永 燈 岩 と 同一 の も の で 
あぁ ある. 

Nos. 574, 575. 波 知 加 麻 神社 の 北 150 m, バス 通り か 
ら 数 m 山手 まで 流れ て き て いる 市 1015m HX 4m 
程度 の 細い 燈 岩 流 (お な が れ ) の 先端 部 の 上 部 と 下部 か ら 
採取 し た . 燈 岩 流 の 断面 た , お よそ の 位置 を 示す (第 3 
図 ). この 場所 で は , 姓 岩 流 の 上 に 乗る 堆積 物 の 薄い こと と, BMHOYNKEL と の 谷 の 斜面 を 作 
る 地層 か ら , こ の lava の 流れ た の は Y 層 の 時 代 た に な つて か ら で あ る 事 し か 判ら ちら ない. Lac, 
この 燈 岩 流 の 上 流 に あたる 部 分 は 外輪 山北 東端 で は 明 上 た に た ア : OR PEDIC ICME HW OWS 
(第 1 図 柱状 図 イ ). また 安永 の 噴火 の 公式 記録 , 大 島 山 火 記 の に よれ ば , 1778 年 12 月 21 日 
三原 の 北東 2 里 , 泉 津 の 工 地 島 で 煙 が 立ち 火 が 燃 出し た と いう . 薬 知 答 は 波 知 加 麻 神社 の あ た 
り に 相当 し , 火炎 は この 話 岩 流 に よる も の で あぁ ろう. さら に 安永 燈 岩 の 分 布 を 示し た 絵図 の か 
ら も , この 試料 が 安永 燈 岩 。 Yi の も の で ある こと は た し か で ある . 

No. 576. 泉 津 の 自然 動物 園 か ら 南 に 新 ら し く 作 られ た 通路 の 切 割 り た 露出 する 燈 皿 流 , こ 
こ で は 新 期 大 島 層 群 の すべ て の 地層 が み ら れ , その 最上 部 の 最 下部 に 和 失 減 する の が 明らか 
に 認め られ る . 露出 は 約 35m ほど つづ く . EPICS, 赤 鉄 鉄 色 の 部 分 を も つ 1 枚 30 cm 
位 の も の が 5 枚 位 重 な つて 全体 で 1.5~2m の 厚 さ を も つて いる . 大 島 山 火 記 に 照ら し て みる 
と 1778 年 11 月 15 A, 北東 に 流れ て 海 に 達し た 燈 岩 流 に 当る と 考え られ る . 

No. 580. 寄生 火山 ・ 上 峰 の 尻 の 北 訪 か ら 泉 津 た 至る 林道 が 巾 25m BOM eH Sb 
2, GROOMED CY: 最 下部 の 降下 ス ュ リア の 直上 に 乗る も の で ある と と が 認め られ る (第 
1 図 柱 状 図 =). 記録 と の 照合 で , 三原 山北 西 工 の 側 火 口 か ら 1 時 流れ て 泉 津 の 東方 に た 達し た 
と いう - 1778 年 4 月 27 日 の 中 野沢 を 流下 し た 燈 岩 流 に 当る も の で は な いか と 思わ れる 。 

No. 693. アリイ か ら 滑 人 台 に 至る 馬 道 が 燈 岩 流 を 横切る と ころ . 含ま れる 地層 は Ys Low 
CCE LAMB ig. し た が つて 同じ く 火 日 原 の 南 部 か ら 流 出し て いる Vo WO ATA DS 
な いわ け で は な い が , BAW OD ARE! CHAO (1778 年 11 月 6 日 ) の 記録 
ED DBAT, Vi MRL BS CLY CRA. 

Y2 


試料 は 5 MHL SHA CHS. Vi WBC e be, どく 僅か 和 倖 長 石 の 斑 品 が 多い よう に 見 を 
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BOs それ 以外 の 点 で は Yi HE & OILED Wil. 1684 年 の 活動 で 流出 し た る の と 
LON, COLSCSRKARCE EL IHRE ERS SDL Bask ete 
と 思わ れる %, 


Nos. 608, 609. これ ら の 試料 は , 先端 部 で は 巾 3m BIC OCU SIREN § 0-C 


ある . No. 608 は 本 流 と の つけ 根 に あたり , No. 609 は 細い N s, 
旗 許 流 が 岩上 で ふつ つり 切れ て いる と とろ (第 4 図 ) で , こ 6 eh 


SCE St より 新しい と と し か お わから な い . し か し No. 608 Se に LE 
Chait Ch OC Lik, MHMICBDHCEM LUNs No 610 SLE 
が , 谷中 を 流下 する 産 状 な どか ら 考 えて . ETE. 第 4 図 fi 
Nos. 698, 699. これ は 上 記 燈 岩 流 の 本 流 で , 今 ま で の 全て の 報告 で 安永 燈 央 と され て いた 
る の の 試料 で ちる. 東海 幸長 根 岬 附近 を 作る 燈 岩 流 の つづ き で , と の 上 に は Ve LEO HERE 
DESIR S CLM CHS, RRMA TIC Vs 以下 が 存在 する と と る 数 カ所 で 見 ら 
1S. KFENEH—-WMSOCHERM 1B, =) RS. 


No. 694. MBWUBHO wv 4 N 
デラ 内 を 北 流す る 燈 岩 で , Ya 上 A 


a RO 4 tC sone spent 2. 
面 が 示す 旧 地 表面 を 流れ て いる GG MN la 
の で Ys の る の と 判定 し た . 分 No 694 Rete yg ox ae 
布 か ら 考 を て 当然 長根 岬 に 達 す No e695 ee 


ee 
° 


ES 
No 696-7° "=: a I fae i 
第 5 図 


SIR MICH Ts 6 LBA bh 

4. MBUBAORMS Sis 

HERR OAT y FM 5 図 に た 示す. 

Ys 

— COMBA bik 3 HORBR LOR. Vi. Yo, VYaEWPTHE LC WCWOSR, HVIEED 
TOICPRAOMBMGSAWOLSCRbNS. EKE 1 mm AHKOvY BHOMEL CLS 
いよ う で ある . また ピ ジ ョ ナ イト の 徴 斑 唱 が 時 と し て 認め られ , 一 色 直 記 氏 の 採取 し た 資料 か 
bf 3mm に お よぶ カン ラン 右 の 斑 品 が 1 個 だ け 見 出さ れ た が , こと こと で 分 析 し た も の に は 認 
る め られ な か つた . 噴出 日 は 明らか で な い が , 燈 岩 流 が カル デラ を うめ た て た 人 後 , 低 所 か ら 滋 れ 
だ し た よう な 分 布 を と つて いる こと と, 同時 期 の 噴出 物 が 三原 出 に た 向 つて 厚く な つて いる こと か 
SPLOPRKO RMA LEZ DVS. 記録 と の 照合 か ら , 1552 年 に 流出 し た も の と 考 % ら 
No. 578. 河 地 橋 の 西方 20m の バス 道路 ぞい の 起 頭 , こと で は Ys 上 半 部 以上 が 雷 出 し , 
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その うぅ うち の Vs の 最 下 部 近く に 燈 岩 流 が 失 減 し 
て 行く の が 肥 瞭 に 観察 され る (第 6 図 ). 

No. 635. 上 泉 津 の 東南 方 約 1.5 km, バス 道 
路 治 い の Ys WAU OILROLOCHS. 

No. 700. 自然 動物 園 入 日 の バス 停留 所 前 
で , MRCIEVLCADRECSHS. No. 635, 
700 (hE ICAO PRIA LC reas, 上 位 に は Ys 以上 が 整合 に 存在 し , この 関係 
は バス 道路 治 い た 1km 以上 も の 間 見 られ る の で , MAORED Yo の 下部 に 当る と こと は 間 違 


いな い . 

y, 

COMED ABUL 8 fA (5 b 1 個 は 本 文中 に 部 分 分 析 値 を 示す の み ) で , その うち 2 個 (No. 
695, 679) が 主 火 日 より 抑 出 され た も の と 考え られ , 他 の 6 個 は 寄生 火 日 か ら の も の で ある . 
少量 で は ある が , 径 1 mm 内 外 の カン ラン 石 の 斑 品 を 常に 含む の が 特長 で , PRAOM AML 
Yi1,Y2, Ys の どれ より る 少 い . この 層 準 は 1421 年 か ら の 噴火 た 対応 する も の と 考え を られ る . 
Ww ule No. 590, 593. #7RHb 
1 DRA ~+ OER IS 
BE SBA (No. 593) と 
それ に 連なる 燈 岩 流 (No. 
590) で ある (第 7 図 ), 8 
脈 の 層 人 汰 は 直接 た 知る こと 
5 は で き な い が , それ に 明 ら 
} Sexi DICH 7s OKRA VL Ys の 
SL. 上面 が 示す 旧 地 表面 を 流れ 

て いる . GEO EAL 
寄生 火口 の explosion breccia が 厚く (最大 15m) 重なり , その 風化 面 の 上 た に Ys MEME 
OC 

No. 639, 645, 647. いずれ る も 差 木 地 北 方 の 寄生 火山 , 策 の 平 の 噴出 物 で No. 639 と No. 
647 IAM tit, No. 645 は 后 の 平 を 構成 する 火山 弾 の 内 部 の 級 密 な 部 分 で ある . ROFL, 
に は Ys 以上 が 風化 面 の 上 に 乗 つ て お り CAH, 厚 さ は 第 1 図 , 柱状 図 ホ と ほぼ 同 じ で ある ) 
Ys の も の と 考え られ る . 山体 を 200m も 離れ る と 同じ スコ リア 層 が 厚 さ lm 程度 に な り , 
Ys の 最 下部 に 位置 する こと が 判る . No. 639 を 採取 し た 地点 (第 1 図 柱状 図 チ ) も その 一 例 


L ~ E ta 


- ~ 
EA I EE 


第 の 図 
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CHS. と これ は その え ヌメ コ リア 層 の 直上 に 整合 に 乗る 燈 岩 で , 上 位 に は Yi 以上 が 重なる . 空中 
FROAROAS, 后 の 平 の 北西 念 より 流出 し た も の と 考え られ る . No. 647 (LACS BED 


3] 
Ee 


ら 流 出し た と 考え られ る も の で ある . No. 645 (BE CLS SM, BUT SLB EhOBIAL 
り 水 が 飛散 する . 空洞 の 周囲 は 変質 し , 淡 緑 色 を お びている . COLS TOKE OFNER 
中 に 極め て 多い . 長浜 !! や 伊万里 や の 玄武 内 と に み ら れ る も の と 同じ 残留 岩上 水 の 可能 性 が あ 
る . この 試料 だ け は 分 析 す る 前 に 粉末 を 110° で 1 時間 葛 燥 し た . 


No. 692. 間 伏 部 落 附 近 で , バス 道路 か ら 200m 程 山側 た 入 つ た と こと ころ. COKRBYIREOL 
に は どこ で を も Ys 以上 が 整合 に の る 事 か ら Yi 最 下部 の 層 誉 を 占め ある も の と 判断 され る . 噴出 
日 は 不明 で ある が , 高度 370 m 附近 で 林道 が 横切る 所 で は 同 層 人 準 に 東西 約 100m の 間 赤 く や 
RE 10 cm 以上 の ス ュ リア が 分 布 す る こと か ら , と の 近く の 側 火 日 か ら の 噴出 物 と 考え ら 
れる . Nit, 同じ 谷 を た ど つ た 外輪 山上 た に は 同 層 準 の 燈 岩 は 存在 し な い . 

No. 695. BUPA, Ye Be No. 694 を 採取 し た の と 同 地 点 で ある (第 5 図 ). Ys OF 
下部 を 占め る 厚 さ 約 170 cm の 降下 スコ リア 層 中 に , 類 質 岩 片 を 核 た 持つ 長径 15 cm 程 の 編 
METZ DKW CS. この 降下 ス ュ リア 層 の 最 下部 に は 径 数 10 cm 以下 の 上 類 質 岩 劉 が 多く 合 
EM, 新 火 日 の 生成 を 示唆 し て いる . 

No. 679. 寄生 火山 峰 の 尻 の 西南 方 約 600m, 林道 が 横切る 巾 25m BOMB. 下位 は 
BML Cw Rw, 上 に は Ys 以上 が 整合 に の る (第 1 図 柱状 図 え ). COMBMOMAMIC ER 
側 た に も ヵ ル デラ 内 を うめ た 後 流出 し た Vi WAS 0, 露出 面積 は 小さ い が , 同様 な 経過 を へ 
CHH Li PR KAEIBHLAZ GS. 

Ys 

COBBORHILARAORI Yi 程度 で ある が , GRARMOMMES<S BEV. No. 
696 以外 は すべ て 御 神火 茶 屋 北 方 数 100 m OSHA ICH kA eh OMMELK DEM CH 
る (CHAE, お よび え ス ュ リア と 呼ぶ ). Vo 部 層 最 上 部 に 産出 する 人 類 遣 物 か ら 1300 年 頃 の 
も の と 考 を を られる". 

No. 696. M5 図 に 示す 横形 山西 方 の 露頭 の 最 下部 を 占 あ る スコ リア で ある . 杜 形 出 の 中 心 
に 向 つ て 高まる よう な 分 布 を し て お り , こと の 寄生 火山 体 を 作る ス ュ コリア で あろ う . 上 位 に は 
Vs 以上 が 雌 合 に 乗 つ て いる の で, Ys の 硫 下 位 の 層 準 を 占め ある も の と 考え られ る . スコ リア 
の 径 は 数 10cm の も の が 多く 表面 の 厚 さ 数 mm は 灰色 , BPHCHSA, 内 部 は 赤 鉄 鉱 色 で 非 
常に 発泡 が よく , 全体 は 極め て 軽い . 

No. 585. 元町 人 状 山 道上 の (高度 460m 附近 ) 径 1m 程 の 火山 弾 . 外側 の 数 cm (LGA 
で 玉ねぎ 状 た 薄く は ば る. 分 析 試 料 は この 部 分 を と つた . 上 に は Ys 最上 部 の =ー ム 層 が の 
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る . 下部 は 露出 し て いな い . 従 つ て と れ だ け で は Ys ERMATH IVE LOLWIBLAY 
Zig). 層 進 は 必 ら ず し も 確か で は な い が , 同時 期 の 噴出 物 の 分 布 等 か ら Ys の も の と 考え ら 
れる . 

No. 587. 上 記 命 山道 と 元町 林道 が 高度 220m 附近 で 合 す る 所 の も の で , 谷中 を 流れ る 燈 
YEO CREEL. 上 位 に は Ys DEDK<KBAICOD, 下位 に は Ms まで 確認 で きる 上 
位 の 降下 堆積 物 の 産 状 か ら Ys MALBATIVW CHAS. 

No. 588. 上 記 登 山道 の 高度 35m 附近 の T SRORM SG, 上 位 に は Y。』 以 上 が 整合 に の 
D, Piercit M まで 確認 で きる J ぱぁ MAILELAWBOL TI EMONTWRWAS, Hie 
Ys MAOMBIC4OCTWSZOT, これ が Ys MA CHSAMILEFHECHS. 

Nos. 682 ~ 685. 元町 燈 媒 の 最 北 の 流れ で , 先端 は 海 た 入 つ て 長根 と よれ ば て いる . つぎ 
の Nos. 687~690 の よう に 分 布 の 連続 を 追う こと は , Y。 以 上 の 堆積 物 た 被 ち われ て いて で き な 
OD, 分 布 が 等 高 線 の 最大 傾斜 の 方 向 に ほぼ 並ぶ の で , 同一 の 族 岩 流 と 考え られ る . 層 進 は い 
ずれ も Vs 部 層 の 最 下部 で ある とこ と が それ ぞ れ の 地点 で , BHO Ys 以上 が あり , Fe 
は Yo 最上 部 まで ある 事 に よ ょ つて 確 め られ る. 農 質 は いずれ る も 全く 区 別 が で き な い . 

No. 682. 元町 検 橋 北 方 300m, 13.3 D=HBRXLICOS DME CHR (EX 2m, 
長き さ .20m) OMMeRE CHUL CH SRA CHES. MHOKEMRRISLOAG Valk 
ANCOW CH 6 図 に 示し た よう に ,』 Ys の 最 下 部 の る の で ある こと が ちか る 

No. 683. その 北方 100m ORMOK SHACHS. 谷 を うめ 立て た よう な 断面 形 で , 
70m 程 海 上 と の びている . 谷 は 上 記 三 角 点 の 方 に つづ く が , その へ リ で No. 682 と 同じ 関係 
が み ら れ る . 

No. 684. 元町 ・ 岡 田 聞 の バス 道路 が ゴリ ン の 沢 を 越え る 点 の 東 70m の 所 で , 道路 工事 の 
た め 地 表 か ら 十 期 大 島 層 群 の 最上 部 まで ほり 下げ られ た 断面 が ある . 試料 は この 断面 中 Y。 の 
RP UNCR RT SBE Ch S. 

No. 685. TUR + BUDE BIA OBE Ht CHR EEM 70m OM AOMA CES. ここ と で 
も 燈 岩 流 が 厚 さ lm 程 の と ところで, Ys RI MOBBS4oSeLpMexns. 

Nos. 687~690. この 4 個 の 試料 は , 先端 が 元町 検 橋 と 達し て いる 同一 燈 岩 流 の も の で あ 
る - 性 内 の 流れ た 谷 ぞ い に 同 燈 岩 流 上 を 歩き , その 連続 を 確認 し つつ 採取 し , Hic, 一 を の 場 
Pt COBRAH DE. 


No. 687. BE 120m, “FALIREEH LCi igton’, >< 2 SIEM 10m HEE Y, 
以上 が 整合 に の つて いる こと と が 観察 され る . 
No. 688. 高度 110 m, 燈 岩 流 が 現地 表面 を つく つて いる た め 上 位 は 不明 だ が 。 下位 た は 
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Ye 以下 が 存在 する . 

No. 689. 高度 70m 附近 , Ys 以上 が 一 帯 た 整合 に の つて いる 。. 

No. 690. 高度 45 m, 誠 岩 流 が 元町 一 岡田 間 の 旧道 を 横 ぎ る 所 の も の で ある . 

; 

No. 691. HAWHHOREKALOMH LEME, 后 の 平 三 角 点 西 方 800m の 地点 の 
も の で ある . 容 滝 に た 断面 が 露出 し て いる . 直下 に は 谷底 を うめ た 堆積 物 が あり , その 下 に 通常 
見 られ る 降下 堆積 物 Vs お よび それ 以下 の も の が ある . 上 位 た に は 附近 一 帯 ど こと で る も M の ほ と 
ん ど 最 下部 か ら 上 の 地層 が の つて お り , M ORTMOBBEEDSZLOCHESOCLERLT 
いる (第 1 図 柱状 図 ホ ). 

Ns 

No. 702. 三原 山南 西 1 
km, ALF TEAR 


NE 


いる 部 分 を 北東 一 南西 に き EE i ia 
SUAOSMORM CHR CLG 

し た (第 8 図 )、 BIE, Ne Mrs es : 
BMORDWERD ARS © oH Nora Cee ee 
pee pe a e.g Sree aos tat ee ee 
中 の 火山 弾 の 級 密 な 部 分 で # 8 wf : 


ある . Ns 部 層 は その 上 部 に 厚 さ lem BEOR ERMA KUREEAL PERCE Te 
DC, 和 容易 に 同定 する 事 が で きる . 

M 

No. 701. No. 702 と 同じ 露頭 の 最 下部 を 占め る 降下 スコ リア 層 中 の 径 1m 程 の 火山 弾 の 
急冷 維 密 部 で ある . カン ラン 石 斑 品 を 含む . 同 層 中 に は 燈 岩 鮮 も 存在 し , 厚 さ は 数 m 以上 で 
全体 が 酸化 され 赤 鉄 鉱 色 と な つて いる . 本 層 を 南西 に 追跡 すれ ば 高度 400m 附近 で 下位 に Si 
HS DERM UC < }. 同じ 関係 は 北西 た 追跡 
し て 592.8m の 三角 点 附 近 で も 見 らち られる. 

Se 

No. 581. 湯 場 東方 100m 程 で バス 道路 
DT FIC SMAROAL te x OMB (第 9 図 ) 
で , FHABRARRLMOM MGS OHARMO 
MATA TRIVIA BED SER Lic. MAO 


‘RHYOLITE ASH 


86 桂 敬 ・ 中 村 一 明 


上 位 に は Ss 部 層 に 属す る 火山 砂層 , VOU DEES ICO OTS. 泥 流 の 風化 面 の 上 に Si 
部 層 の “ ヵ カタ "(火山 豆 右 慣 灰 岩 ) が 露頭 面 で と サン の よう に つき 出し て いる . 


No. 610. 第 4 図 と 示し た Yo MBSR LEOLAUHAD 4 OCHS. bid No. 581 
と 同様 に 火山 砂 , JEM ICB AIC DN SHLKADSOMARC, 苦 鉄 質 鉄 物 の 斑 品 は は 
と ん ど 見 当ら ず , 径 1 mm AHKOMRAMEAAET COATHS: 

4) 分析 法 お よび 分 析 値 の 精度 

既に 記し た よう に 新 期 大 島 層 群 の 火山 岩 は その 岩 質 が 仮 め て 似 て いる . し た が つて , こと これら 
の 化学 組成 の 差異 を 明らか に する た め に は 分 析 値 の 誤差 の 範 図 を で きる だ け 安 全 に 知 つ て お か 
な けれ ば な ら ない. 

化学 分 析 に は 重量 法 , ARE, 比 色 法 , 炎 光 法 を 併用 し た . 主 成分 の 分 析 法 は それ ぞ れ つぎ 
の 方 法 を と つた . な お ーー 々 の 分 析 化 学 的 検討 に つい て は 別に 報告 する . 
重量 法 に よる る も の: SiO2, AlOs, MgO, HO. この うち AlOs は FexOs, 一 部 の SiOz, 
TiO。, P20。 お よび ALO: の 合 量 か ら 比 色 法 に よ つ て SiOz, TiOz, POs ぉ よび FeO: の 量 
BRD, 重量 法 で 求め あら れ た 合 量 か ら こ れ ら を 差引 いて 求め た も の で ある . 

容量 法 に だ ざる も もの": CaO,。 £& FeO, こと これら の うち 」 SRISBHAT < IVA ABDC IO 
た が , 後に た 述べ る 比 色 法 に くら べ て 偶発 的 分 析 誤 差 の 入る こと が ある こと, お よび 操作 に 時 間 
が か か る に こ に と 等 か ら , 大 部 分 の 分 析 は 比 色 法 に よ つ た . 

比 色 法 に よる も の : Se, TiOz, MnO, P40:. これ ら の うぅ うち, 全 鉄 , TiOz, MnO は 充分 
の 検討 を 行 な つ た が , POs の 比 色 に 関し て は 精度 が 少し 落ち る も の と 思わ れる . 

炎 光 法 に よる も の : NazO ぉ ょ び KO. 最近 球 酸 塩 の 分 析 法 どじ て 記す べ て を 比 色 法 で 行 
な う RLF, あぁ あるいは EDTA を 一 部 に 用 いる 操作 が 提案 され て いる . われ われ る ゃ 数 年 来 , これ 
ら の 方 法 を 検討 し て いる が , まだ その 精度 , 再現 性 た に 関し て 充分 の 自信 を 得 て い な い . ここ と で 
採用 し た 方 法 は 幾 分 操作 に 時 間 を 要する が , その 再現 性 に 関し て は 充分 の 検討 を 経た も の で あ 
る . 詳細 な 報告 は 別に 行なう が , 5 ~ 120 回 の 同一 試料 の くり 返し 分 析 に ょ つて つぎ の よう な 
各 成 分 の 相対 誤差 を 見 積 れ ば 充分 に 安全 で ある : 

相対 誤差 1 :SiO2, AleOs, 全 鉄 (Fe.0;*), FeO, MnO, MgO, CaO. 

相対 誤差 2% : Tide. 

相対 誤差 3% :Na,0, K20, P.Os. 

相対 誤差 _5 : HO. 
すなわち , SiO. の 50.0% LF LK LOL, COBO 50.5% mb 49.5%OMICH SLO 
EMIVS. 分 析 的 に は 50.5% 25 49.5% OO 4 OIL TP RAC COBVBDS CLOG 


き な い 場合 が 偶然 的 た 現れ る と いう こと で ある 
の 間 の も の と 充分 安全 に その 差 を 


PMA BBR AO KALE OLE Ape 


が , これ は 単なる 計算 結果 に 過ぎ な い . 
5) 各 試 料 の 化学 組成 


Yi ORF 第 1 表 に Yi BAS 個 の 分 析 結 果 を 示し た . 


No. 693 は 他 の 4 1 


久野 9 


森本 ら ^ り に よれ ば 1778 4 


ACIS CRE REC hb 
RKARAEO KAB 
・ 所 に よる 相違 は 認め あめ られ な い . B 


組成 上 区 別 を つけ る こと が 困難 で あり , 


と これ は 無い 場合 も あぁ る), 
2). が We; Yi | と 森本 , 


FF か ら 東 北方 に 流れ た 燈 


いずれ も 斑 品 


年 灰 長 石 を も ち , BHI CL a v HRA, 
DP, 娠 崎 ら % に た にょ よ ょ つて 研究 され て 
岩 の 化 学 組成 を 較べ て みる と , ある 成分 た 対し て は か な り の 差 を 認め る こと が で きる . 


既に 


で 書く の が 一 般 の 習 | 
字 を 3 桁 と し て 表示 し た 谷 対 は 有効 数 字 5 桁 


また MnO の 0.230% £tk 0.233 み 
認め る と と は 危険 そ ぐ あ る . 
圭 酸 塩 岩石 の 分 析 結 果 の 表示 は 小数 点 2 桁 ま 
が , こと で は 誤差 を 考え に 入れ て 有効 数 


WN 


ee 


FA 
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& 0.227 


ある 


こと これら の うら 
ず か に 疑問 が ある . 第 1 表 か ら 明 ら か な よう に 中 
岩 の 組成 は 分 析 誤 差 以 内 で 極め あて 均一 で あり , 
後 の 欄 に No. 693 を 除く 4 個 の 試料 の 平均 値 を 示し た . 
EO (V1) は それ 以後 の 中 央 火口 


(CARR, 普通 


場 


RD Db Ole & ahi 


HR (CY » ve Ee, 


BIKA, 鉄鉱 , 硝子 を も 
いる 1950~51 E OHA AIG 
titb 


b, BKIGBIC< ODN CHAM SB CLS (FeeOs と し て ) は 15.4 5 14.3 OEM 6% 


第 1 
Y; 
層 x 平 均 
574 575 576 580 693 
SiO, 51.7 51.5 51.7 51.7 52.4 51.7 
TiO. 1.38 1.39 1.39 1.39 1.35 1.39 
Al.Oz 14.5 14.5 14.5 14.5 14.7 14.5 
Fe,03 5.18 7.12 4.37 3.31 3.61 5.00 
FeO} 9.26 7.50 9.95 10.9 10.3 9.41 
MnO 0.238 0.238 0.238 0.238  0.236| 0.238 
MgO 4.98 4.96 4.97 4.98 5.01 4.97 
CaO 9.89 9.84 9.92 9.95 9.60 9.90 
Naz0 1.99 1.99 1.99 1.99 2.03 1.99 
K,0 O4- 0-1 0.41 0.40 0.43 0.41 
H,O— 0.05 0.04 0.03 0.02 0.07 0.04 
H,O+ 0.43 0.40 0.45 0.47 0.42 0.44 
PO; 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 
Total 100.128 100.008 100.038 99.968 100.276 | 100.108 
Fe,03* 15.4 15.4 15.4 15.5 15.1 15.4 
Fe/Mg 3.59 3.59 3.59 3.61 3.50 3.59 
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第 2 表 
= i 
608 609 694 698 699 
SiO, 51.9 52.0 52.4 52.5 52.4 | 5272 
GR eee 1.36 1.35 1.27 1.27 |. (1082 
1,0; 14.6 14.6 14.1 14.0 3 148 
Fe,0; | 3.40 2.93 4.32 3.51 4.34 3.70 
FeO 10.8 11.3 9.88 10.3 9.64 | 10.4 
MnO 0.238 0.2388 0,238 0.236 0.236 | 0.287 
MgO | 4.96 4.97 5.01 5.01 5.07 | 5.00 
COE RO 9.90 9.50 9.83 9.80 9.78 
NaO | 1.98 1.99 2.01 1.99 2.08 | 2.01 
K,0 0.40 0.41 0.44 0.43 0.43 | 0.42 
hem 0.02 0.00 0.12 0.05 0.10 | 0.06 
H,0+ 0.44 0.48 0.51 0.55 0.50 | 0.50 
P20; 0.12 0.12 0.12 0.12 0212. |4.0A2 
Total | 100.088 100.298 99.998 99.796 100.286 100.047 
Fe,O,* | 15.4 15.4 15.3 15.0 15.1 i 
Fe/Mg 3.60 3.59 3.54 3.47 3.45 | "3.52 


の 減少 を 示し , Tide” は 1.38%25 1.28% 24) 1OYORMDR, また MnO® は 0.238% as 
ら 0.229% £4 CORD RRULTWS. 一 方 , Si0。 は 51.7% ab 52.5%" (と の 値 は 未 発 
表 の 岩崎 ら の 値 と よく 似 て いる ) と わずか に 増加 する . その 他 の 成分 た に は 分 析 誤 差 外 の 差 を 認 
め る こと こと は で き な い . な お , さら に 詳し い 比 較 は 岩崎 ら た に ょ つて 別に 報告 され る 予 定 で ある . 

安永 燈 岩 の 化学 組成 に つい て は 三原 山 , 鏡 端 聞 の 砂漠 中 か ら 採 取 し た も の に つい て の 砦 崎 2 
の 結果 が ある に すぎ な い . Carls SiOz が 52.5%°C, No. 693 の 野 増 か ら 採 取 し た われ われ の 
試料 と よく 似 て いる . 

Yi の 試料 Y2 ha, Tied 1684 年 燈 岩 に つい て は 今 ま で 全く 研究 され て いな い . 第 
2 表 に 新しく 分 析 し た Yo WY 5 個 の 分 析 結 果 を 示し た . No. 608 と No. 609, No. 694 it 
東方 に 流れ た 長根 岬 燈 岩 本 流 の も の で あり , No. 698 と No. 699 は その 南 の 支流 の 試料 で あ 
る . と これら を みる と , 組成 上 に 大 き な 変 化 は な いよ う で ある が , 最も 精密 に く や 返 し 分 株 を し 
TiO, 全 鉄 お よび MnO に つい て みる と , とこ の 2 つの 流れ で は わずか な な が ら 相 違 が ある 
と 思わ れる . すなわち 本 流 で は Ti0。 は 1.36 必 で ある の に , 支流 で は 1.W7BL AY, 本 流 に 
LTH 93 必 の 含有 率 で , 約 7 WBDL TWH. さら に 全 鉄 に つい て は 前 者 が 15.4。 後者 
が 15.1 錠 と わずか で は ある が 明らか な 差 が みみ られる. こと の 相 達 が 何 に 基く の か 不明 で ある が 、, 
2 個 づ つの 試料 し か な い の で , さら に 多く の 試料 に つい て 検討 する 必要 が ある う . 長後 の 欄 に 
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平均 値 を 示し た . これ を 安永 燈 岩 と 比較 する と 非常 に よく 似 て いる と と に 気がつく . SBN 
だ け で みる と , 各 成 分 の 差 は 分 析 誤 差 に 入り 有意 の 差 を 認め る と こと は で きき ない. た だ 安永 の る 


の に わずか で は ある が TiOe が 多い . P33 se 
HOR a Vee Heo GS, Sane ens Seas | 
Soke oo ee Me - ae) 
まで 研究 は な され て いな い 計 試料 3 個 ゐ の 578 635 700 
分 析 結 果 は 第 3 表 に 示し た . 第 3 表 か ら SiO, 52.4 52.2 52.2 52.3 
明らか な よう に , COMME BRC L TiO, 1.30 1.33 1.29 1.31 
: Al;O3 14.6 14.5 14.7 14.6 
る 成分 の 達 い を 認め る こと は で き な い . Fe,O3 3.66 3.09 3.73 3.49 
rhe Vi, Yo OEE HBS Se, FeO 10.3 10.8 10.1 10.4 
MnO 0.227 0.227 0.228] 0.227 
MnO を 除い て は 大 き な 差 は 認め られ な MgO 5.00 4.92 4.96 4.96 
was, MnO は Yi, ¥2 の も の で は 0.238 。 0 Ne eee yer =, 
Na,O 1.96 1.96 2.02 1.98 
RDI % CRO, ER 0:227 K,O 0.40 0.40 0.43 0.41 
2 と な り 明 ら か に 差 を 認め る と と が で き H,O— 0.04 0.02 0.08 0.05 
H,O+ 0.47 0.44 0.40 0.44 
る . 後者 は 前 者 の 約 MVICM4TS. P.O; 0.12 0.12 0.12 0.12 


Yi の 試料 Yi の 試料 の 大 部 分 は 前 Total 100.477 100.207 100.458 | 100.387 


% : a= Fe,0,* | 15.1 15.1 14.9 | 15.0 
DOF MER DL OMS Ss Mee, Fe/Mg 3.50 3.56 3.48 | 3.51 
Dee, kK WMetoOmMALevw. 試料 7 

第 4 表 
Ys 
je % eee 
590 593 639 645 647 692 695 
SiO, 52.2 52.2 52.2 52.2 52.6 52.2 52.1 | 52.2 
TiO, 1.24 1.27 1.22 1.28 1.25 1.28 1.23 | 1.25 
Al,O; 14.7 14.6 14.8 14.7 14.2 125 14.7 | 14.6 
Fe,0; 2.84 98.13 3.00 3.93 3.84 2.78. 3.86. | 3.34 
FeO 10.8 10.6 10.7 10.0 10.1 10.8 9.71 | 10.4 
MnO 0.222 0.224 0.226 0.226 0.227 0.230 0.234] 0.227 
MgO 5.13 5.13 5.22 5.20 5.26 5.19 5.24 | 5.20 
CaO 10.1 10.0 10.0 10.1 10.0 9.77 9.85| 9.97 
Na,O 2.00 1.98 1.98 1.98 1.92 1.98 1296-1197 
K,0 0.40 0.41 0.40 0.40 0.38 0.42 0.41 | 0.40 
H,O— 0.10 0.09 0.15 0.07 0.12 0 20.12 | 0.11 
H,O+ 0.49 0.42 0.38 0.27 0.30 0.38 0.47 | 0.39 
P20; 0.12 0.13 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 | 0.12 
Total | 100.342 100.184 100.396 100.476 100.317 99.740 100.004 | 100.177 
Fe,0;*; | 14.9 15.0 14.9 15.0 15.0 14.8 14.7 | 14.9 
Fe/Mg 3.37 3.39 3.31 3.34 3.31 3.31 3.25 | > 3.32 
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個 の 分 析 結 果 は 第 4 表 に 示し た . 最終 拉 た に は 一 応 , 7 個 の 平均 値 を 示す -. 
tv d+ OK No. 590 LAR No. 593 は 全く 同一 の 化学 組成 を 持つ も の と 考え られ る 
OVA & 4b > SHENAE No. 647 と No.639 た つい て る も 大 き な 成 分 間 の 
ZNLD DUCA, 北西 の も の に 僅か た ALOs が 多く な つて いる . MnO た に つい て は 僅か 
で は ある が , イマ サキ の を も の と 后 の 平 の る も の で は 差 が ある よう に 思わ れる . その 他 の 成分 た つ 
いて は , 現在 の 分 析 技 術 か ら , 有意 の 差 が ある と は 考え られ な い . な お No. 679 は 量 の 平 。, 
P< ERED, 中 炭火 日 丘 燈 岩 と 考え られ る が , 部 分 分 析 を 行 な つ た 結果 は つぎ の よう 
CHS: 
Fe.0;* 14.9 % TiO: 1527 K:0 0.41 
MnO 0.229 Naz0 1.91 P.O; 0.13 
これ ら の 値 を みる と , 同時 期 の 側 火 日 か ら の 試料 と の 間 に 大 き な 差 は 認め られ ず , NaO off 
eR L, FOF ORB LIBAPA—CHSCLB DADS. すなわち , 同時 期 の 側 火 日 と 主 火 
の 噴出 物 で は ほとん ど 同 一 組成 の 燈 岩 が 流れ 出し た と いう と と に な る . 
¥s の 試料 Ys 燈 府 は 外輪 山腹 の 側 火 日 か ら 元町 方 面 た 流れ た も の が 大 部 分 で ある 。 BAG 
RAILS 5 表 に 示し た . 試料 を 採取 し た 地点 か ら 考 えて これ ら の 結果 を 3 つた 分 け て 考え る 。. 
まず, Vs Wa vEO ICM ATE ORR CIRM L fe Nos. 585, 587, 588 に つい て 考え る と ょ と, そ 
DEOKEWOICRMRD<. この うち No. 585 (LAO £5 ICAPKICO-ORPT RA Bai, No. 
587 & No. 588 は Ys PHO—MOWN CHSC LICH. Lie, No. 587 oft 
学 組成 を みる と , No. 588 ぉ よび 他 の Y 層 の 燈 岩 た 区 べ て SiOz, NazO, K20 示 多 く , 4 


> 


, MgO, CaO PRC D ics. この 傾向 は No.585 に も 見 られ る . 一 つづ き の 時 間 間隔 の 
全く な い 燈 符 流 で , この よう た な 素 統 的 な 正規 岩澤 進化 の 道 す お を た どる 交 骨 流 は 大 島 で は この 
一 人 多 必 か まだ 上 過 ら れ で いな い . 


TNTATH OHS 25 AGAR D BUSY Nos. 682~690 は 極め て よく 一 致し て お り , 差 を 認め る こ 
こ < は で き な い . HIRD LODO 5 B, No. 588 に その 化学 組成 が 似 て いる . 

No--696 IMME < BAIT, HO Ys MHL, DEORRAR BROTH S. 
酸化 も は げ し く , 化学 組成 か ら 朋 ら か な よう に 多量 の H2O(+) を 含み , 二 次 的 変質 を 受け て 


群 の うち , Nos. 682~690 の 試料 は 最も る 精 籍 に その 選 準 と 連続 を 調査 し だ る の で あ 
D, (e##T% TiOz, FexOs*, MnO, P.O;, NaxO, KxO は 各 2 回 分 析 を 行なっ つっ た. th 
082 ~ 690 MA CEOMROE PWS No. 588 2D Ys Ho 
2 DRSIK TT る 燈 岩 の 平均 化学 組成 を 求め , 最終 欄 に 示し た . No. 587 も 現在 の と こ 
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A, Ys 部 層 の も の と し か 考え を られ な い の で , Ys HEOKRALHORMBOLOL RD, Ke 


第 6 表 く 化 学 組 成 を 異 た する 部 分 が 
= N, Ny N, So 存在 する の で あろ 5. 

Sei) Deal ae 701 581 610 N 層 の 試料 
SiO, 51.9 52.9 51.2 51.6 53.5 M1, Ns, V4 か ら 採 取 し た 
TiO, 1.25 1.28 122° | “1.22 1.18 SUELO FITS LILIS 6 SICH 
ALG? 6 14.3 15-6 14.7 14.3 
FeO, 2.18 4:99 | 30> fe = B80 4.04 Le. BHI SMNK ESIC 
FeO TA 9.34 8.97 11.1 8.77 LH bb D DIL Ni © No. 
MnO 0.225 | 0.227 | 0.226 0.219 0.211 
MgO 5.46 i. 5 5-16 5.28 5.72 5.12 691 FEI CHO, Y RCN 
CaO 10.1 9.67 | 10.0 10.4 9.65 て MgO 24S VO DEBE 
Na,O 1.98 2.04 2.01 1.76 2.01 
K;0 0.41 0.48 0.40 0.41 0.45 る . また 火山 弾 Nos.702, 701 
O008 0.12 0.12 | 0.00 0.05 it FeO. 2B. 
6.04 1 0.35 0.42 0.43 0.40 0.41 
P.O; 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 S 層 の 試料 Sz 部 層 の 2 
Total | 99.755 | 100.237 | 99.876 | 99.749 99.811 個 の 分 本 結果 を 第 6 ICL 
Fe,03* 14.5 14.7 14.3 AS 13.8 た . と れ は 別々 の 寄生 火 日 か 
Fe/Mg | 3.08 3.37 3.14 2.94 3.12 


ら の も の で あり , し か る S& 
Olah Yo 族 岩 の 周辺 お よび その 南部 に る 多量 に 存在 する らし い の で , と の 2 個 の 分 析 結 果 
だ け か ら Sz 燈 岩 全体 の 化学 的 性 質 を 論ずる こと は で き な い が , No. 581 と No. 610 と で は , 
TiOz, HzO, P2Os, AlOs を 除く と , 化学 組成 に か な り の 差 の ある こと は 確か で ある . No. 
581 は MgO が 5.72 で 新 期 大 島 層 群 の 岩石 で 最高 の 含有 量 を 示し , また Naz0 + K20- は 
2.17 と 最低 の 含有 量 を 示す -. 

BLE, こと で は 各層 の 試料 に つい て , ELL THRHORRER UC TS40, BRAAL 
で ある だ け で な さく, 同一 の 燈 岩 流 に 属す る も の の 間 に , どの 程度 の 各 成 分 間 の 差 が 認め あら れる 
か を 述べ て きた . と これら を 要約 する と 次 の よう に な る . 

まず 中 央 火口 丘 の 燈 岩 に つい て は 願 彼 鏡 で は どの 時 代 の も の る も 殆 ん ど 区 別 を つけ る こと と が 困 
MECH ORM, 昭和 燈 岩 を 含め て Y REO SD Yi, Ye MBL Ya 部 層 お よび Yi 部 層 の 
AMERHOICE MT Bo LATE CHS. C LICE CARH (VY) と され て いた 部 
層 の も の は Y ュ 部 層 の も の と か な り 大 き な 差 の ある こと を 明らか に し た . 

この よう な 各部 層 の 燈 府 の 特長 を 明らか に する た め に は , 同一 炊 岩 流 で の 各 成 分 の 均一 履 を 
明和 れ は な なら な いか が CC で は Vi, Vs, Vs RE OLBOSA—KBBMICOWTt 
PIR D, 燈 府 流 が 極め て 均一 で ある と と が 示さ れ た , と と で 間 題 と な る の は , Ys aR 
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RICA SANA AROBZCES. HVS IY SORGPCPELLOMBAMICES LIE 
を られ な い . 分 析 に 供し た 約 58 の 小片 が 他 の る の と 特に 鉄 物 組合 せ の 異な つた 部 分 で あつ た 
の か , また 現在 の 知識 で は 考え られ な い が 層 が 異な る の か と いう 基本 的 な 問題 を 充分 検討 し て 
後 WEG b AMC P< CELT, 組成 の 非常 た 暴 な つた 部 分 が ある と いう こと と 
を 決め な けれ ば な ら な い . 一 連 の 噴火 活動 で あつ て る も, 活動 
中 に 噴出 口 の 位置 が 著しく 変っ た 場合 な ど に は 噴出 物 の 成分 
変化 が 期待 され る? 示 , と の 場合 と は 異な つて いる よう に 思 
われ る . KEL, Sz 部 層 で み ら れ る 2 個 の 試料 の 成分 間 の 
大 き な 違 い は , 同一 時 期 で あつ て る を, 噴出 口 の 位置 が 異な つ 
で いた と い | 色 理由 で 説明 きる で あろ 5 

6) 層 準 (時代) に よる 各 燈 岩 の 化 学 組成 の 祖 異 
DECRRORESIEO KUBO 5b, N Beko S 層 は 
まだ 試料 も 不 充分 で あり , 火山 弾 を も つて 代表 し た も の が あ 
り , その 当 香 は 不明 な の で ,。 と こと で は Y 層 の 各部 層 に つい 
て の 化学 組成 を 比較 し て みる . も ちろ ん , 各部 層 の 均一 性 を 
Bilal, 組成 の 平均 値 を 比較 する こと こと に な る が , 各 平 均 値 の 
変動 率 を 考慮 し て ある . 第 10 MiLB, 縦 軸 に 酸化 
物 の 百分率 を と つた 各部 層 の 化学 成分 の 比較 図 で ある. 便宜 
上 平均 値 を 示す 点 は 点線 で つない で ある . 一 層 汰 で 百 数 十 年 
間 の 間隔 が あり , 約 500 年 間 に , 恐らく 同一 の マグ マ 湾 り か 
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6S MicCbeO CHINE LEBAOILERADBRILERLT ast 0 
WHELBRTCIWCHSS. EMMY より 新しい も の は 中 

Be LIYE & VS 3 意味 で ほぼ 確 央 一連 の も る の で ある . と 
SiO. は 大 体 古 いも の か ら 新 し い も の へ と 僅か な が ら 減 少 ee ote 
する . 3b § 8 5 
TiOz, Fe.Os*, MnO ti-¥i より Vi へ と 増加 の 傾向 を 第 10 図 


I CR A 
ALOs と CaO は 同じ 傾向 た に ちり , いずれ も Vz と Ys の も の は Vi, Vs, Ys より 僅 か に 
Die kb 5 CHS. 

MgO は 他 の 成分 と 異な り , Vi~Ys WCB), Vs, Vs より 僅か に 減少 し て いる . 

アル カリ , P20。 は 分 析 精 鹿 に も よる が , その 差 を 認め る と こと が で き な い , 
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RAD OWA BOER (平均 値 ) を Vs oo Yi まで の 傾向 と 比較 する と , SiOz,AlzOs 
は 増加 に 転 じ し , Fes0s*, MnO, P2Os は 減少 た 転じ て いる . これ は Skaergaard の マグ マ が 
95 有 固化 し て 以後 た 示す 変化 と よく 似 て お り 抽 味 深い . 

7) 2, 3 の 成分 間 の 相互 関係 

分 析 し た 37 個 の うち , Ys CBS No. 696 を 除い た 36 個 と ついて, 各 成 分 間 の 関係 を み 
る こと に する . No. 696 は 前 述 の よう に 多量 の 水 を 含み , 非常 に 酸化 , 変質 し て いる の で 除い 
て 考え る こと に し た . 36 個 の 岩石 は ほとんど 同 程度 の 水 を 令 ん で いる の で , 水 を 除い て 換算 
し た 百分率 に つい て の 関係 を と ら ず , 直接 第 1~6 表 の 値 に つい て 比較 する . SiOz, TiOs, 
Al:O;, FezOs*, MnO, MgO, CaO, (Na20+Kz0) の 8 成分 た つき , 各 2 成分 間 の 関係 は 28 
通り ある が , この 3 うち SiO.-CaO, SiO.-MgO, SiO.(NazO0+K:0), Fe20O;*-TiOz:, FezOs* 
-MnO, CaO-MgO, CaO-(Naz0 + K20) # ょ よび TiOz-MnO 以外 の 組合 せ は 明らか な 関係 が 
見 出さ れ な か つた . 

と れ ら の 玄武 岩 は SiO2 51.2% 2b 54.8% 0 MICS 0, CaO と MgO は 大 体 Si02 く が 多 


Naz0 + K20 REEDS HOTHS.. THIECKL, (NazO + KeO) 1 
SiOe の 増加 と と も に 増加 し て いる (第 11 図 ), 

FezO3* は 13.8% 2.6 15.5 
の 間 に あ り , FesOs* が 増 


3 e Na20+K20 
© emdad 
® 


62 63 54 55 
Sidz 


第 11 図 第 13 図 
$e, TiOz, MnO が 増加 する 傾向 た ある. と これ ら の 関係 は 第 12 図示 し た . 
CaO は 8.82% 265 10.4% OhICH D0, CaO の 増加 に つれ て MgO は 増加 し , 一 方 (NazO 
+ K20) は 減少 する . この 関係 は 第 13 図示 した. 
鉄 の 増加 に た つれ, TiOe, MnO は 増加 する の で , TiO. & MnO 間 の 関係 を みた の が 第 14 
で ある . No. 695 と No. 698 ZER< EX TiO: の 増加 に つれ MnO が 多く な る 傾向 を みる 


新 期 大 島 層 群 中 の 火山 岩 の 化学 組 成 95 


と こと が で きる . COM, 図 に は 示さ な か つた が , (NazO 寺 Kz20) は MgO 増す と 減少 する . 
と の よう な 関係 は 決し て 大 島 火 山 だ け で の 特徴 で は な く , 多く の 他 の 火成岩 に つい て る 得 ら 
れる も の で ある が , と と で 取扱 つた も の は その 成分 の 変化 範 団 が 非常 た 狭く, し か る 取扱 つた 
試料 の 大 部 分 が 恐らく 同一 の マグ マ 泡 か ら の も の で , 大 陸 殻 の 影響 を 受け て いな いと いう こと と 
が 特徴 で ある と 思わ れる . 
と ここ で 人 得 ら れ た 2 成分 間 の 関係 を 今 ま で に 報告 され た 大 島 の 基 自 を も 含め た さら に 古い 時 代 
の 玄武 岩 と 比較 し て みみ よう . ここ で は TiOe, MnO. (Na。0+K20) の 関係 する 比較 は 除外 し て 、. 


0.24 MnO 


eanegp 


9 10 11 12 13 14 


Ti0z 


第 14 図 


Si0:, MgO, CaO 間 の 2 成 
分 の 関係 を みる こと こと に する . 
第 15 pic SiO。-CaO, SiOz 
-MgO % kU CaO-MgO の 
関係 を 示し た . Me, 黒丸 は 
今 ま で に 報告 され た 値 を 示 
L, 半 黒 丸 は , 新しく 得 ら れ 
た 値 の バラ ッ キ を 冠 性 的 に 示 


LKE4L OCHS. 
第 15 図 (3) か ら 朋 ら か な 
48 49 50 51 52 53 54 55 
玉座 a CaO は 大 島 の 火山 岩 —— $i02 
の 全般 と に ち わ た つて SiO: OK 第 b Bf 


少 と し た が つて 増加 し て いる こと と が わか る . また MgO は 一 例 を 除い て SiO2 の 減少 に つれ 増 
iL, CaO の 増加 に つれ て 増加 する 傾向 に ちる . SiO-MgO, ぉ よび CaO-MgO の 関係 で 特 
異な る の は , 大 島 火 山 の 基 盤 を な す 岡 田 玄武 岩 類 の composite autointrusion © filmi (aph- 
yric basalt) の も の で ふ , きわ め て MgO に 富ん で いる 部 分 で ある . 新しい 噴出 物 中 に 大 量 に 
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この 種 の 岩石 は 存在 し な いよ う で ある . 


第 7 表 Fe/Mg {ii = 
ht TO 第 7 表 Fe/Mg 値 説明 
中 1950- 噴 出 物 3.64 岡田 玄武 岩 
3 1912- 噴 出 物 3.56 Nos. 1,7 岡田 玄武 岩 類 中 の 岩 脈 34 
i 崎 岩 次 の 
fon sie Nos.2 ~6 FE /ah=% 
Ke Yo 2 筆 島 玄武岩 H. Ikuma® 
- air eae 3.51) 74 3.48 brie Lae et 
期 Ys 3.32 No. 1 PABROANF FRITS S 
大 Ys 3.45 HE 岩崎 岩 次 の 
ja No. 585 る 1 No. 2 元 村 の 安山岩 質 玄 起 岩 (Ys 
FF TRG D AAELEDS dS) 
587 4.02 ee 
He ae ae K6ichi KANI: Proc. Imp. 
1» : ; Acad., 10, 79 (1934) 
ake ( pee ee eee No. 3 AKIN TU O MEHL A 
Ms, 701 3.14 岩 . 完 品 質 , 斑 品 と し て は 徴 
85, 581 2.92 量 の カン ラン 石 の 他 , calcic 
82, 610 3 12 | eH 8.02 bytownite, labradorite, di- 
HW opsidic augite, magnetite 
期 ( 外 Now ot 3.38 ; ee 
aK 輸 が ある ( 岩 換 , 位置 か ら es 
8 (2 : og lava の 可能 性 が ある ). 
= ae 3.23 坪井 誠太郎 : 地質 雑 , 24, 468 
AD 
- No. 1 2.00 oe 
wa ; ; eed 1912 一 噴出 物 HWA KIER ROBE 4 
«| s 3 2.12 坪井 誠太郎 : HWEME, 24, 469 
we) 武 4 2.24 (1917) 
| 7 5 4.54 1950 一 噴出 物 昭和 25 RA ROK LY 
- 6 3.22 弾 4 ヶ の 平均 値 
Fi 2.29 PAB «pk eo 


つぎ に 鉄 と マグ ネン シ ウム の 比 た と つい て 考え て みよ まう. 鉄 と マグ ネン ウム は 火成岩 中 の 有色 人 鉄 
物 を つく る 成分 で あり , 有色 鉱物 の 組合 わせ お よび 各 固 溶 体 の 分 離 段階 と ょ っ つて 大 きく 変化 す 
SLRS. 筆者 の 一 人 桂 や は さき に 火山 岩 の 微量 成分 の 分 布 型式 に つい て , Fe/Mg #38 
分 化 の 尺度 と し て 考え を た が , ここ で る 同じ 根拠 に た たつ て, こと の 比 の 変化 を みる と と に する . 
Yi, Y2, Ya, Ys MHOWHO Fe/Mg 値 は 各部 層 に つい て は 同じ よう な 値 と な る の で , そ 
れ ぞ れ の 層 の 平均 値 で 代表 させ る . Ys 部 層 で は No. 585 と No. 587 を 除く と , その 他 は ほ 
ぼ 同 一 の 値 と な る の で , それ ら を 平均 し た 値 に つい て 考え る 第 立 表 だ は この て うに し じ し て 得 ら 
れ た 値 と , 今 ま で に 報告 され た 分 析 値 か ら 求 め た 値 を 一 緒 に 示し て ある . 

Y 層 に つい て は Fe/Mg は 3.32 »®S 3.59 の 間 に あ り , PRKO RDO LE Va ~ 
Yi で は 極め あめ て わずか で は ある が Fe/Mg は 増大 し て いる . こと の 傾向 は 1950~51 Howie 
つい て 得 ら れる 値 3.64 を みて も, 古い も の 程 Fe/Mg 値 は 小さ く , BSE E HICBBRA EDS 
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進み , その 一 部 分 づつ が 地表 に 流出 し た の で は な いか と 考え られ そう で ある . こと の 傾向 は Y, 
N, S 層 を 比較 する と も つと 明らか と な り MN 層 の 平均 は 3.20, S 層 は 3.02 と 小さ く な つて 
いる . し か し , Vs ME Cit, きわ め て 特異 な も の が , 量 は わずか で は ある が 流出 し て お り 。 
これ ら は Vs 部 層 の 他 の 多量 の 放 岩 に くら べ 非 常に 分 化 の 進ん だ 部 分 を 示し て いる こと と る 注意 
し な けれ ば な ら ぬ . と れ ら の 値 を , HALO MMs LORRY CONS 2%, REDO 
Fe/Mg 値 が 非常 た 小さ く , 同一 玄武 岩 療 か ら 大 島 の 岩石 が 由来 し た と すれ ば, Mie eesti 
SUA cele ats LOTHAR ( 古 期 大 島 層 群 ) の 岩石 に くら べ 分 化 初 期 の 玄武 岩 が 多い こと 
が わか る (外輪 山 燈 岩 3 個 の うち 2 個 は Ys LU VY。 の も の で ある 可能 性 が あり 確か な 外 
輪 山 燈 娠 の 分 析 値 は 岩崎 や の 1 個 の なみ で ある ). ここ で も No. 5 の よう に segregation vein 
と し て その 量 は きわ め て 少な い が 異 常に 大 きい Fe/Mg 比 を も つも の の ある こと と に 注意 し な け 
れ ば な ら ぬ . 


Fe/Mg の 値 は 上 述 し た よう に 有色 鉱 物 を 対象 と し た と き , それ ら の 有色 鉄 物 の 変化 の 総合 
的 様式 に 関係 する 値 で ある . し か し 火成岩 は 有色 鉄 物 か ら だ け 成 り 立 つも の で は な く , 同時 に 
綱 長 石 の 成分 変化 の 有 様 を も し ら べ な けれ ば な ら な いで あろ 5. HROM BRICK ONMMK 
E HOMILY Sith CaO が が 少な く ア ルカ リ が 多い の で , MRAHO CaO LHHKHO 
も の に 多い こと が 化学 成分 の 比較 か ら も わか る の で ある が , これ ら の と こと に つい て は さら に 多 
KO EMIEEICOW CHET SFE CHS. 


gs tb sv 

筆者 ちら は , 大 島 火 山 を 構成 する 噴出 物 の うち , カル デラ 生成 時 お よび それ 以後 と 考え られ る 
噴火 と ょ つて 撤 出 され た 燈 岩 その 他 に つい て , その 層 誉 と 化学 組成 を 明らか に し , 岩石 学 的 に 
は ほとん ご ど 同一 の 媒 石 の な か で を も 時 間 と と も に その 各々 に わずか で は ある が , 規則 正しい 変化 
の ある こと を 認め た .- ま た 各 成 分 間 の 相互 関係 に つい て 種々 の 組合 せ を 考 を , 2, 3 の 成分 に 
つい て 得 ら れ た 規則 性 は 新 期 大 島 層 群 の 資料 (主として 燈 岩 ) だ け で な く , ABORIRMAIC 
つい て も あて は まる こと と を 示し た . し か し , これ ら の 関係 は さら に 詳細 に 研究 する た め に は , 
新 期 大 島 層 群 に つい て 行 な つ た の と 同じ 精度 で , 寄生 火山 , 外輪 山 , 基 艇 火山 の 噴出 物 に つい 
て 研究 する 必要 が あろ 5. 

終り た のぞみ , 終始 御 軒 達 を いた だ いた 東京 工業 大 学 岩 崎 岩 次 教授 , 東京 大 学 片 山 信 夫 教 授 
CRB ORR OS. 東京 大 学 久 野 久 教授 た に は 研究 に つい て の 種々 の 御 便宜 を いた だ いた . ま 
た 大 島 地 質 調査 委員 会 が 現地 調査 に 与え られ た 御 援助 た 対し 深く 感謝 する . また , 地質 調査 所 
一 色 直 記 氏 は 一 部 の 資料 の 採取 に 同行 され , 人 色々 と 討論 し て 下さ つた . 同 技官 に 感謝 する . 
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Density of pumice — with reference to the mechanism 
of formation of welded tuffs 
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The bulk density of pumice was measured on about 150 samples collected from the 
‘pumice flow deposit of Towada caldera. It varied between 0.211 and 0.777, the average 
being 0.51, and the porosity varied between 67 and 90%. In spite of these wide differences 
in the bulk density, mineralogical as well as chemical compositions of these samples are 
essentially similar, and the true density of homogeneous glasses obtained by melting these 
samples is also similar. Therefore, the difference in the bulk density of pumice is proba- 
bly due to the difference in physical conditions, such as temperature and relief of hydrosta- 
tic pressure. It is apparent that peculiar mode of grain size distribution of pumice flow 
deposit of Towada caldera is not genetically related to the difference in bulk density. 

The results of thermal experiment carried out on these pumice samples at temperatures 
between 700°C and 1370°C, are compared with the natural welded tuffs. The obsidian 
patches in the latter can be correlated to the result obtained at 1200°C, but this gives only 
the upper limit of formation of welded tuffs, because the experiments do not take into 
account the hydrostatic pressure or volatile components, both of which play important roles 
in the formation of welded tuffs. 

As the bulk density of pumice flows is generally estimated to be less than 1.0, they 
are not accumulated firmly on the bottom of the ocean, if they are erupted by submarine 
volcanic activity. Therefore, the welded tuffs may be taken as the feature of terrestrial 
formation. 


ee. oe 

噴火 現象 の 機巧 に 関す る 総合 研究 (1956~58 年 度 ・ 代 表 者 ARPA) の 1 つの プロ ジェ クト 
と し て , われ われ (久野 ・ 八 木 ・ 森 本 ・ 山 崎 ・ 一 色 ・ 生 出 ・ 谷 田 ・ 鎮 西 ・ そ の 他 ) は 十和田 ヵ 
ル デ ラ の 周囲 と 広く 発達 する 軽石 流 堆 積 物 と 降下 軽石 堆積 物 と た に ついて, その 分 布 , BE, 外 
来 岩 片 の 種類 と 粒 径 な ど を 広い 範囲 た わた つて 調査 し た . た と を ば , 1 辺 5km の 正方 形 の 各 
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区 域 に つい て , HEGRORMEOWE (最大 の も の 10 個 の 直径 の 平均 値 ) を 行 つ て みる と , カ 
ル デ ラ の 周囲 で は 軽石 の 粒 径 は むし ろ 小 さく , 中 心 よ り の 距離 と と も に 増大 し , 10 数 km の 


地区 に 粒 径 の 最大 値 が あり , とこ れ を と を る と 再び 減少 し て ゆく と と , いい か を る と , 軽石 の 粒 
径 分 布 は カル デ テ を 中 心 と し た 同心 円 を か か ず , 10 数 km は な れ た 3 APH, それ ぞ れ 極大 
を も つ 不 規則 な 分 布 を 示す と と が わか つた . と れ ら の 詳細 に つい て は , あぁ あらためて 他 に 発表 の 
FETCH. 

一 般 に 降下 軽石 堆積 物 に 
BV Cl, 噴出 地点 より の 
距離 と と も に 粒 径 が 規則 正 
し く 減 少し て ゆく こと と が 知 
bHtWS", ClL+MH 
軽石 流 に 見 られ る この 予想 
に 反し た 竹 径 の 分 布 状態 は 
な で お IO SW 
か . これ は ある い は 軽石 の 
密度 と 何ら か の 関係 が あり 
は し な い だ ろ うか . この 問 
題 を 明らか に する 目的 を も 
つて , われ われ は 十和田 軽 
右 流 の 軽石 と について, 見 か 


Fig. 1. Distribution of Towada pumice flow, and localities け の 和裕 度 を 測定 し た . 
of analyzed samples. に は まで 
A: Aobuna-toge, 78: Locality No. 78, 101: Locality 


に も る, あま り よ くし られ て いな な か つた の で , 和 軽 右 生 成 の 機巧 , ひい て は 火山 噴火 の 本 質 を 明 
か に し て ゆく 上 に , この よう な 研究 も 意義 が ある と 考え た か ら で あ る . 

野外 に お ける 標本 の 採集 は 主として 松山 と 七 崎 が 行い , 実験 , な ら び に 結果 の 考察 は 八木 が 
Tok. 


$2. ME OBE 
十和田 湖東 方 に お いて , 軽石 粒 径 の 分 布 に お いて 極大 値 を 示す 2 つの 区 域 を 中 心 と し , ほぼ 
30 km x30 km の 地域 に た わた る 約 20 ヵ所 の 霞 頭 か ら , で き る だ け 大 き な 軽 石 塊 標本 150 個 
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以上 を 採集 し , CHCOWT RAI ORE (bulk density) を 測定 し た (Fig. 1). も ちろ る ん 和 軽 
右 は 水 に 浮く た め , 水中 に 浸し て 測る こと は で き な い . いる いろ る の 方 法 を 試み た が , 結局 軽石 
を 岩石 切断 欠 で 立方 体 に 切り , その 体積 と 重量 か ら , API ORBLE EDSOR, も つと も 
正確 で ある こと と が わか つた 


§ 3. 軽石 の 見 か め け の 寮 度 

COFFE CHE LHR Table 1 に 示す . 表 に 明か な よう に , RAORDI OF Blige 
小 0.211 (No. 115 地点 ) より 最大 値 0.777 (No. 78 地点 ) と に いた る まで , 広い 範囲 た わた つ 
て 変化 し て いる . すべ て 同一 の 軽石 流 に 属す る に も か か わら ず こ と の よう な 広い 変化 を 示す と と 
は いち じ る し いこ と で ある . さら に 同一 十 頭 より 得 ら れ た いく つか の 軽石 に お いて も, COR 
度 は 広い 変化 を 示し て いる . 

LOBEDWED AM (Fig. 2) か ら う か が われ る よう に , 0.45 へ ~0.55 の 間 の 値 の も の が 最 
も ゃ 多く, その 平均 値 は 0.51 と な る . 


FREQUENCY 

Table 1. Bulk density of pumice 50 

samples from Towada pumice 

flow. 

Numb f = 
: umber o 
Bulk density measurement 
Less than 0.15 0 30 
0.15~0.25 Bs 
0.25~0.35 9 20 
0.35~0.45 38 
0.45~0.55 43 
0.55~0.65 32 10 
0.65~0.75 20 
0.75~0.85 2 
More than 0.85 0 0 O1 02 030.405 0607 0809 10 
149 DENSITY 
Fig. 2. Frequency of bulk density of pumice 


samples of Towada pumice flow. 


つぎ に 軽石 の 容積 と , RPG ORE LOMIC EOL 5 MRM S SEA Jd. た と を は ば No. 
78 地点 ( 沢 日 部 落 ) に つい て みる と , 一 見 軽石 が 大 きく な る ほど 和 密度 が 減少 する か の よう な 
関係 バ う か が われ る (Fig. 3A). し か し 一 方 No. 105 地点 (田代 平 東方 ) の よう に , 両者 の 
間 に ほ と ん ど 関 係 の みとめ られ な いも の も ある (Fig. 3B). そこ で 全部 の 標本 に ついて, その 
容積 と 見 か け の 密 鹿 と の 相関 々 係 を 求め る と , 第 4 図 に 示す よう に , 両者 の 間 に は 有意 の 関係 
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Fig. 3. Relation between bulk density and volume of pumice samples from 


two localities. 
A: Locality No. 78. Sawaguti 
B: Locality No. 105. East of Tasirotai 


は 存在 し な い . titbbRAONEL ADO ORE cit, 互 に 無関係 で ある . し た が つて この 


研究 を は じ め ゐる に いた つた 問題 一 軽石 粒 径 の 分 布 状態 と , CORDITOREBEL OM cls, 別に 
関係 が な いこ と が 明か に され た だ た. だ か ら 和 軽石 粒 径 の 分 布 に 極大 値 の ある 事実 は , 他 に その 原因 


を 求め あな けれ ば な ら な い が , Vk OPTHA Chie». 
bHECONSZMABRICLOT, ご の 軽石 を 370^" に 熱し て 均一 な が ラス に し た る の に つい 
て , MEXIA OOF OLE. 

No. 78 . 2.38 

No. 101 2.39 
tiki bi AtILiS IS RRREOMAN CHR S. CHOW THEAMEELKEWOT, 
真 の 密度 と みな され る . Chad ARK Py (%) は つぎ の 式 か ら 計 算 で きる . 


P, = 100x (1- 2 ) 
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すなわち 孔 隙 率 も また 広い 箇 囲 の 変化 を 示す の で ある . 


§ 4. 軽石 の 岩石 学 的 性 質 

っ つぎ に こと の よう な いち じ る し い 見 か け の 秒 度 の 差 は 何 に よ ょ つて , ひき お こさ れる か を みる た 
DIC, も つと る も 密 庶 の 小さ いも の の 1 つと し て No. 101 CHAIRR AMD) の 軽石 (密度 
0.230) と , も つと る も 密 度 の 大 き な No. 78 (HARASS) の 軽石 ( 密 鹿 0.777) と を を えら 


び , 岩石 学 的 性 質 を 調べ た . 

No. 101, No. 78 と も に , きわ め て 多孔 質 で あり , と こと に No. 101 は や わら か く , 指 頭 で 
お し つぶ ぷす と と が で きる . と も に 斑 唱 と し て は , SROARA (An 44~52) ED RORMM 
% (8 =1.700, En 67), と 普通 煙 石 (z= 1.697) を 含み , 石 基 は 全部 ガサ ラス ( ヵ =1.506~ 
1.512) で , 気泡 に 富む 軽石 組織 が よく みとめ られ る . WPA FACIES LOONEY 
as, No. 78 の 方 が 斑 品 の 量 が や や 多い . 


Table 2. Chemical compositions of pumice samples from Towada 
pumice flow and Towada pumice fall. 


iL 2 3 4 5 

SiO, 70.40 68.47 69.73 64.13 63.51 
TiO, 0.58 0.69 0.39 0.49 0.54 
Al,Og 14.03 15.14 13.59 16.22 16.24 
Fe,03 0.91 1.26 114 1.87 Zao 
FeO 1.67 1.68 1.36 3.56 2202, 
MnO 0.12 0.10 0.08 0.10 0.06 
MgO 0.62 0.73 0.64 1.82 eres 
CaO Sls 3.89 2.81 220 5.24 
Na,O 4.35 4,28 4.13 4.16 4.02 
K,0 0.97 0.92 1.20 1.04 1.03 
H,O+ 2.63 208 4.16 0.86 1.44 
H,O— 0.19 0.05 0.97 0.46 0.49 
P05 0.20 0.12 0.21 0.21 0.16 
Total 99.82 99.64 100.41 100.19 99.77 
Analyst Yagi Yagi Kawano Tanida Tanida 


1, Augite hypersthene dacite pumice, flow, South of Ezohune, Towada-mati, 
Aomori Prefecture. i 

2. Augite hypersthene dacite pumice, pumice flow, Sawaguti, Singo-mura, San- 
nohe, Aomori Prefecture. 

3. Augite hypersthene dacite pumice, pumice flow. Road cut near Aobuna- 
toge, north of Towada lake. 

4 Augite hypersthene andesite pumice, pumice fall, black, obsidian-like welded 
part. Kankodai, eastern calderawall of Towada lake. 

5, Ditto. reddish brown, welded part. 
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つぎ に は た し て 化学 組成 に た 差 が ある か どう か を みる た め に , 両 標本 の 化学 組成 を る と め な た 
(Table 2, 1 と 2). 表 に みる よう に , 両者 は SiO. で ほぼ 2, AlOs CISIE1 SORRY 
D, No. 78 の 方 が わずか に 苦 鉄 質 で ある . し か し こと の 化学 組成 上 の 差 は きわ め て 小さ な る の 
と いう べく , これ を も つて 見 か け の 秒 席 の 差 を 説明 する こと は で き な い . つっき ぎ (STable 20 
3 に は , 十和田 カル デラ の 内 壁 , 青 林 中 付 近 の 軽石 の 化学 組成 を 示し た %. その 値 は , No.78 
と No. 101 の ほぼ ば 中間 で ある . こと これら は いずれ る 同時 に 噴出 し た 同一 の 軽石 流 に 属す る る も の 
CHOOT, ほぼ 近似 し た 値 を 示し て いる が , 化学 組成 に お いて こと の 程度 の 差異 は ある こと と が あわ 
か る . 


§ 5. RAOMMRE 

No’ 78 と No. 101 の 軽石 の 粉末 を , HSWORCAN, 電気 炉 中 で 種々 の 温度 に 加熱 し 
て , その 変化 を 観察 し た . 2 つの 標本 と つい て 得 ら れ た 結果 は ほとん ど 同 一 で ある の で , つぎ 
の Table 3 た に は 両者 を 合せ て 示し た . 

つぎ に この 加熱 実験 を 行 つ た 試料 に つい て , FeO を 害 量 する と , Table 4 の よう に な る . 


Table 3. Thermal experiment of pumice. 


Temperature | Time Result 
Unheated — Pale bluish grey in color. Powder. Pumice structure well 
developed. Glass n=1.506~1.512. 
700°C 48h Almost no change 
800°C 22h No sintering. Only slightly brownish in color. Formation 
of small amount of minute hematite. 
900°C 48h Barely sintered. Slightly brownish in color. Formation of 
more hematite crystals along vesicules. Pumice structure 
remains. 
1000°C 24h Sintered. Reddish brown in color, more hematite crystals 


are formed, with intercalating nearly colorless glass. n= 
1.496. Pumice structure remains. 


1100°C 24h Completely sintered and slightly melted with glistering roun- 
ded surface. Deep reddish brown in color. Formation of 
flaky hematite between colorless glass n=1.494. Phenocrysts 
mains intact. Pumice structure is lost. 


1200°C 24h Completely melted with glassy surface. Pale brownish grey 
in color. Most of hematite is melted, but lots of plagioclase 
and-small amount of minute hypersthene and augite are pre- 
sent in slightly greyish glass. m=1.503. 


1300°C 24h Nearly completely melted into dark grey glass. No hematite, 
but traces of plagioclase and pyroxene are present in pale 
greyish glass. n=1.507. 


1350°C 24h Completely melted into dark grey glass resembling obsidian 
in appearance. Plagioclase and pyroxenes are also melted. 
Homogeneous pale grey glass. 

Glass No. 78 n=1.511 

Glass No. 101 n=1.508 


1370°C 24h Same as the result at 1350°C 
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Table 4. FeO content も ちろ ん 加熱 亡 よ つて 全 鉄 量 た は 変化 は な いか 


ok No. 78 No. 101 ら , FeO が 減少 する こと は ;, 


Unheated 1.68 1.67 4FeO+O: => 2Fez0s 

1,000°C 0.39 0.31 : 

< な る 友 応 に よる も の で ある . と ころ が 完全 に 燈 触 す 
1,370°C | 0.64 0.71 * る 反応 の で 7G ICH 


Hk, Ho FeO DBM -ZCLEPERSUS. = 
れ は 上 と 逆 方 向 の 反応 が お こ な わ れる た めで あつ て , 結局 1300° 前 後 の 液 相 の 存在 する 条件 


の も と で は , 

4FeO+0; 2FezOs 
な る 平衡 が 成立 する も の と 思わ れる . この こと は すでに 著者 の 1 伏 が 計 KIA 7 AOR 
Sd CV CS 0 
MES? は 黒曜石 を 加熱 する と , 900°C 前 後に た お いて , 爆発 的 な 膨 用 を し て , 軽石 と な る こと 
と を 示し た . 最近 佐久 間 ら ふ PPHb? は この 実験 を さら に 詳し く 完 明 し , 黒曜石 を 加熱 する 
LE OMEP, 外圧 の 減少 の 割合 な ど に ょ つて , 気泡 の 発生 率 や 成長 が いち じ る し く 異 な る こと 
te bhi eT 4S. 
すなわち 自然 の 軽石 に お いて を も , その 生成 時 に お ける 物理 的 条件 が 部 分 的 た か な り 異 な つて 
いた た め , その 札 際 率 や 見 か け の 秒 度 に 大 き な 変 化 が ある も の と 考え られ る . た だ われ われ の 
実験 は 軽石 を の も の の 加熱 実験 で ある た め , 軽石 の 生成 条件 に つい て の 具 体 的 な 結論 は を られ 
(EIS OTE, 


§ 6. 燈 結 現象 と の 比較 
和田 カル デラ の 軽石 流 で は , あま り 燈 結 の お こ な わ れ た も の は み ら れ な い が が , HAI 
観 湖 台 付近 に は , 降下 軽石 堆積 物 の 下部 に お いて , か な り 姓 結 作 用 が すす み , 赤褐色 の 地 の 中 
CREO Dy チ が ひき の ば され て いる . こと の 軽石 は 安山岩 質 の も の で , Table 2 (4) 
& (5) た に みる よう に , 以上 の べ て きた 軽石 流 堆積 物 と は か な り 異 な つた 組成 を し めす ?. te 
BCOMRMRRBO うち, 黒色 ペッ チ 状 の 部 分 と , 赤褐色 の 地 と は , 化学 組成 は ほとん ご ど 同 一 
で ある が , た だ FeO: & FeO の 含有 量 の み 真 な つて お り , 黒色 ペッ チ の 部 分 分 は 赤褐色 の 地 
に くら べ て FeO が 多く , Fez0s が 少な い . と の 関係 は Table 4 に 示し た と ころ る と 一 致す る の 
(LEU SDV. ee ee ae ee 

この 東北 方, 宇 構 部 より 1km は ど 東 方 に は Ch PEER BUNT ISI Bw 
RUD EDDC, ZVSK~WAOBAH DEAL, 赤褐色 の 集 塊 岩 状 に 固 結 し た る の が 
み へ られ る . その 見 か け の 秒 度 は 1.61 で ある . 周囲 と ある 白色 の 軽石 は 全然 燈 融 の あと は み ら 
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VS, COBEN 0.70 程度 で ある . LIMOTAHICMRES SIC, 姓 結 作用 の 進行 と 
と も に , ADI OMA 0.7 db 2.15 へ と 増大 する こと と が 明か で ある 。 


さき き に の べた よ 2 に 石英 安山岩 質 の 軽石 流 堆 積 物 の 軽石 に つい て お と な つた 加熱 実験 を , 組 
成 の こと な つ な た 次 山 岩 質 降下 軽石 堆積 物 の 燈 結 作用 と 直 に 比較 する と と は 当 を 得 な い が , RE 
作用 の 大 体 の 傾向 を うか が うこ と は で きよ う . 両者 を 比較 する と , 二 次 的 噴気 孔 の まわ り の 話 
結 作 用 は さき の 加熱 実験 に お ける 1000°C の 結果 に 相当 し , 観 湖 合 の 矯 結 凝 灰 岩 の 赤褐色 部 が 
1100°C, 同じ く 黒 色 ペ パッ チ の 部 分 が 1200°C の 結果 に それ ぞ れ ほぼ 相当 し て いる . 

ゃ ちろ ん 実際 に 降下 軽石 堆積 物 中 で , この よう な 高温 席 が 達せ られ た と は 考え られ ず , これ 
は 可能 な 温度 の 上 限 を 示し た も の に すぎ な い . こと の 加熱 実験 に た お いて は , 圧力 が 1 気圧 で ある 
こと , 軽 右 中 に は じ め 多 量 た に ぁ くま れ て いた 揮発 成分 が すでに 逸 英 し て いる こと な どの た あめ 
に , 燈 結 作用 は 実際 の 場合 より も , か な り 高 い 温 度 で 行わ れ た も の と 推定 され る BEES HI 
発 成 分 と 圧力 を 加 を れ ば , 燈 結 作用 の 温度 は も つと 低く な る で あろ う . 揮発 成分 が 大 き な 役 害 
を 果す こと に つい て は , SFCONRIRBRAOEDY) Ct, 全然 上 方 か ら の 圧力 が か か つ 
て いな い の に も か か わら ず , ガス の た め に か な り 族 融 し て いる と こと か ら る も , うか が うこ と が で 
=. 

これ ら の 点 た つい て は , さら に 圧力 や 揮発 成分 を 加え た 実験 を 必要 と する で ある ろう 5. 


§ 7. BRRRAOLKHM 

DEDE LD DIR RIKA OE MIC, 揮発 成分 の 存在 と , ENOPELREbDSTHET 
ぁ ある こと が わか つた . BROREIDEY 0.50 fr ChSmrb, 水中 に 入れ ば 底 に 堆積 する こ 
と な く , 水面 に 浮 ぶ で あろ う . 一 般 に 軽石 流 は 軽石 の み で な く , BIBS KIUREOX Bk 
Wak POR BH REA CWS. いま その 和 密度 を 2.0 と し , これ が 軽石 の 半分 位 混 じ て い る 
と すれ ば , BARAK E LU CORMIOMEIL1LOMICHES. し か し 実際 は こん な に 多量 の 石 
質 岩 片 を 含む 軽石 流 は まれ で ある か ら , 軽石 流 全 体 の 密度 が 1.0 を こ を る よう な も の は , ご さく 
まれ で あぁ ろう. し た が つて 軽石 流 が 水中 に 流れ こみ , また は 海底 か ら 抽 出 され た と し て る も , E 
に し つか うり と 堆積 する こと は 考え られ な い . さら に この 場合 に は , KCLOCTHAO4 OME 
の の (2 わあ る いす すれ で て $$ TOL Tekh, 4 * 海 諾 だ お いて は 邊 属 
結 凝 灰 媒 が 生成 する こと は 不可 能 で ある . 

た だ 浅い 湖 な ど に 流れ 込み , これ を 埋め つく す よ うな 場合 に は , 燈 結 作用 は 可能 と な ろう . 
東北 日 本 の 背 深 部 に 広く 発達 する いわ ゆる “緑色 凝灰岩 層 ” は 中 新 志 に お ける 火山 活動 の 生成 
the, Kt MORMAA~RUBRORKRABLDROTWHS. し か し こと の 層 か ら は , 従来 
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ACA BiB LE, 新庄 盆地 , その 他 の 地域 な ど に まれ に し か 見 出さ れ て いな い ”. これ 
は その 堆積 の 条件 が , WRARAOL MICAH CH STCLRART S$ OWED TED IEW. 
PARKA, これ に と も な う 多量 の 海 成層 の 存在 か ら も 明か な よう に , 海底 に お ける 火山 
活動 の 生成 物 で ある . し た が つて , は げ し い 爆 発 的 噴火 た に た よ つ て , 多量 の 軽石 が 海底 に 撤 出 さ 
れ て る , 徐々 に 海上 た 浮上 し て ゆく か , また は 浮上 し な いま まで を る, 海底 に 堆積 する こと が で 
きず , また 軽石 の 有する 熱 は 海水 と たよ ょ り 速 か に うば われ る で ある ろう. CORMRECWE KU 
DOME CH OREMKAICIL, 燈 結 涯 灰 岩 が 少 い も の と 思わ れる . し た が つて , WAKA 
は 陸 成 層 の 1 つの 特徴 と 考え る こと が で きる で あろ う . 


§8. 結 語 

十和田 カル デラ の 軽石 流 の 軽石 の 見 か け の 密度 は 0.211 へ ~0.777 の 間 の 広い 範囲 で の 変化 を 
AL, 平均 値 は 0.51 CHS. 同一 の 震 頭 に お いて も か な り 変 化す る . また 孔 隙 率 は 67 Sar 
ら 90 用 に わた つて いる . し た が つて 軽石 流 堆積 物 に お ける 和 粒 径 分 布 は 軽石 の 密 席 と は 相関 
係 は な く , その 原因 は 他 に も と め な けれ ば な ら な い . 1 気圧 の 加熱 実験 に た よれ ば , KROWE 
慣 灰 岩 と ほぼ 同じ 外観 を 呈す る の は , 軽石 粉末 を 約 1200°C た に 加熱 し た と き で ある が , か か る 
高温 鹿 は 天然 の 場合 に は 考え を られ な い . これ は 上 方 より の 静 水 圧 が 加わ ら ぬ こと, 揮発 成分 が 
すでに 逸 表 し て いた こと こと な どの た め に , それ より うり 低い 温 席 で は 燈 結 が が 行 な あ れ な か つた も の で 
あぁ ある. し た が つて , 海 族 火 山 活動 に よ つ て , 多量 の 軽石 が 投 出 され て も , その 浮力 の た めし に, 
海底 に 堆積 せ ず , WRK ALE RS iil. 東北 日 本 の いわ ゆる “緑色 凝灰岩 ” Bai, i 
結 苗 灰 内 が ご く 僅 か し か 見 出さ れ な い の は , これ が 主として 海底 火山 活動 の 産物 だ か ら で あ ろ る 
う . すなわち 和 話 結 浴 灰 岩 は 陸 成 相 の 特徴 と 考え られ る . 

お わり に 実験 を 援助 され た 大 沼 是 助 ・ 山 崎 上 真治 ・ 太 田 茂 志 ・ 青 木藤 一 郎 の 諸氏 に 対し て , 感 
謝 の 意 を 表す る . また 久野 久 ・ 水 上 武 ・ 河 野 義 礼 ・ 石 川 俊夫 ・ 騰 井 義 雄 ・ 山 崎 正 男 ら の 諸氏 に 
は 有益 な 意見 を よせ られ た . この 研究 に 要 し た 費用 は 文部 竹 科 学研 究 費 と にょ よ ょ つ た こと と を 記し て 
ei 
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地質 調査 所 地球 化学 課 AR 一 ・ 高 橋 i 
(昭和 35 年 5 月 12 日 発表 , WAM 35 年 9 月 1 日 受理 ) 


Petrology and Chemistry of the Cenozoic Volcanic Rocks 
in the Western Part of the San-in Region, 
Southwest Japan. 


Hajime Kurasawa and Kiyoshi TAKAHASHI 


Geochemical Research Section, Geological Survey of Japan. 


Volcanic rocks distributed in the western part of the San-in region belong to the so- 
called “Cenozoic alkali suite of Circum-Japan Sea region (TOMITA)”. 

Their distributions can be divided into three districts: Otsu-gun, Abu-gun and Mi-shima 
in Yamaguchi prefecture. The followings have been clarified by chemical analyses of 52 
specimens and microscopic observations of many specimens of these volcanic rocks. 

In the Otsu District, volcanic activities of the tholeiitic rock series took place, followed 
by that of the alkali rock series. As a part of the latter series, the series of iron rich 
type has been found. 

In the Abu District, volcanic activities of the alkali rock series took place, followed by 
the activities of andesites of the calc-alkali rock series, which are formed by successive 
assimilation of the acidic rocks of the basement with alkali-olivine basalt magma. Large 
number of xenolithes of gneissose rocks have been found in a part of these lavas. Quartz 
xenocrysts are found in both of the rock series. 

In the Mi-shima District, activities of the tholeiitic rock series took place, followed by 
that of the alkali rock series. The latter rock series are rich in olivine, and picritic basalt 
is sometimes found. 

Most of these Cenozoic volcanic rocks erupted out after the Pleistocene Age, but some 
(Kasa-yama) in the Recent Age. 

The tholeiitic rock series in the Otsu District show higher Na+K than that in the Izu 
and Hakone Districts. Almost all of the alkali rock series analysed in this study are plotted 
in the field of less Fe than of the Circum-Japan Sea province, on the triangular diagram of 
Fe-Na+K-Mg. Especially, the alkali rock series in the Mi-shima District show high ratio 
of Mg:Fe. 

The calc-alkali rock series in the Abu District have similar chemical compositions 
as of the Chdkai volcanic zone (KATSUI) and the Daisen volcanic zone (KURASAWA and 
TAKAHASHI). 

The results on the minor elements distributions in these rocks will be reported else- 
where. 


$1. 緒 言 
西南 日 本 , 北西 九州 お よび 山陰 た 広く 分 布 す る 火山 岩 類 に つい て , 近年 岩石 学 的 お よび 地球 
人 学 的 研究 が 行わ れる よう に な つた . ここ 数 年 来 筆者 等 は 北西 九州 玄武 岩 類 の 地球 化学 的 研究 


* 本 論文 は 昭和 35 年 火山 学会 春季 大 会 で 発表 し , 掲載 に つい て は 地質 調査 所 長 の 詠 承 を を た. 
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McC, 西南 日本 新生 代 火 山 岩 類 の 岩石 学 的 お よび 地球 化学 的 研究 を 行 つ て いる 

山陰 西部 に 広く 散在 し て いる 火山 岩 類 は , 環 日 本 海 ア ル ヵ リ 岩石 区 や の 一 部 を 占め , それ ら 
は ほとん ど 当 地域 の 東部 , 山口 県 阿武 郡 お よび 西部 の 同 大 津 郡 分布 し , また 萩 市 北 北西 お よ 
そ 45km 海上 の 見 島 に も み ら れ , 3 地区 に 分 けら れる . KRM wy RR 
を 主 と し , 阿武 地区 た に は これ と の 混成 作用 にょ つて 生成 され た と 考え られ る カル ク ・ ア ルカ ヵ カリ 
岩 類 の 活動 も る な み られる. 

本 地域 の 火山 岩 類 と たつ いて の 研究 は , RE © 330 C— MBE SNC SORRY Tt, 
具体 的 な 研究 が 少く , 青 本 篤 夫 % は 地形 学 的 た 萩 市 東方 地域 の 燈 皿 流 お よび 人 台地 を 論じ , また 
移 健 一 の は 鼻 山 を 中 心 と し た 混成 作用 を 論じ て いる . MILT HS FOO LE! PRE, 
20 万 分 の 1 [WA] お よび 50 万 分 の 1 「 福 岡 」 が 地質 調査 所 か ら , また 20 万 分 の 1「 山 ロ 
WSR] が 山 日 県 か ら 発行 され て い る . HERBY IKK AA HOMBRE L 
て , 地質 構造 上 の 問題 を 提起 し て いる .: 雇 地 問 雄 》% ゃ また 当地 域 の 岩石 学 的 研究 を 行 つ て い 
2 


ABCC, お も に 火山 岩 類 の 化学 的 性 質 に つい て の 総括 を 行い , と と に 報 告 す る . な お 分 
析 試 料 は 52 (CS. 微量 化学 成分 分 析 結 果 も ま と ま つ て いる の で , 別に 報告 する . 野外 調 
査 は お も に 1958 年 11~12 月 に 行 つ た . 

こと の 調査 だ あぁ た つて , WAAYNEAR, 山口 県 剛 蔵 成 , 萩 市 役所 杉山 純一 の 各氏 に , BA 
実験 お よび 研究 上 の こと に つい て , 地質 調査 所 一 色 直 記 , NSE, 野沢 保 の 各氏 に 御 世 話 お 
よび 御 指導 を いた だ いた . また , 東北 大 学 河野 義 礼 教授 , 八木 健三 教授 , TREE WARS L 
OR RABBLE SMbDeBt bh, 御 助 言 を いた だ いた . 記し て 感謝 の 意 を 表す . 


§2. 地 質 概 BB 

山陰 西部 地域 の 火山 岩 類 は , その 分 布 か ら , AW, 阿武 お よび 見 島 の 3 地区 に 分 けら れる 
(i 

こと れ ら 新 生 代 火 山 岩 類 は , は じ め に 大 津 地区 お よび 見 島 に お ける 局部 的 な ッ レ イア イト 質 岩 
系 に よる 活動 か ら は しじま つ だ た = 洪 積 志 だ な つて か ら ア ルカ リ 媒 系 玄武 岩 類 が 大 津 お よび 阿武 地 
KIC, それ に 一 部 現世 を 含め あて, カル ク ・ ア ルカ ヵ リ 岩 系 の 次 山 岩 類 が 阿武 地区 に 活動 し た 。 し 
DL, 一 般 に それ ら の 相互 関係 お よび 噴出 順序 は , 局部 的 な も の を 除い て 完全 に は 朋 ら か で な 
WOG, LOX) Licthiee FSi. 


A) 阿武 地 区 
本 地区 の 基盤 岩 類 は , Bos LORE RLOPMICR ONS HAL, 阿 東町 附近 に 見 られ 
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Analyst : Hajime KURASAWA 


No. | | ] = = == = — 2 aes も ne ーー ai 
ss | A Aa ee Nie ee al a 8 | 9 20°) ) aie 221 18 oP” ag Merde 16°} a7 st 18 |. 19. | Bede ene satel oak Wy See oases 
ei alee es i. ls S| he | a -— ~ - - 
eal aM 39 | -23 | San-41 ee ae aie | -3 | -30 | -37 | a | -3 | -s3 | -40 | Se] a3 | «| 2 | 94 | -19 | 23 | -l | 22) a7 | =m 
we | Acme | ae Re | b | es mn | 角島 LWT = |e WEE «| _ | saat ie ca e A 
| | ates | ae aaa | ea | ee | ERT ey SH ea | maccee | Be | came | A | ky | oF | me | PA | | | ae me 
eal assed eee | le 
?) | Byo | Bo | Sheet | Bo | Bo | Bo | TB |B@o| Bo | TBo | TBo | TBo | Bo | Bo | TBo | Bao | Bao | TBao | TBao | TBa | TBo | Bao | Bao,q|Boa,q| Bao | Bo,q 
| Se SS EE | p Ee = ices 
3) | We? mboc? (me | mb | mb | mb? | mb | m? | mb? | mb | mo | mb | mb | mb? | mb | iver | wb | wb? | wb | Xb | mb | wb | vb | Wb | Wh | Mb 
= | = —|—— Se Se pee a ue" |e ees ets Hh ee : ce 
SiO, | 48.92 0.32 | 53.60| 43.06 | 44.36 | 45.64 | 46.40 | 46.52 46.78 48.28 | 48.68 49.40| 49.58 | 49.70| 49°84) 46.40| 46.98 | 47.04| 48.12| 48.88) 49.26 | 49.58| 50.06] 50.50 | 50.50} 50.66 
TiO, | 1.27) 1.99) 0.87] 2.57) 2.35) 1.28] 2.22) 2.36] 2.10| 2.08| 1.96| 2.53] 2.26| 2.31| 2.06] 1.92| 2.01] 2.26] 1.83| 2.15| 2.11] 2.34) 1.72| 2.26] 1.84) 1.90 
ALO, | 17.23 | 17.12| 18.46 | 17.03| 16.46] 17.31] 17.41] 17.03) 16.38| 16.42| 18.20/ 16.10] 16.73| 16.39| 17.18 | 15.30| 16.39] 17.59| 17.05] 17.80] 18.03) 15.56| 15.10| 15.31] 16.61] 17.26 
FeO, | 3.28/ 3.23) 3.70] 5.70] 4.66] 4.92] 3.22) 422| 3.28| 3.10] 3.11) 2.79] 3.50| 1.97] 2.65) 5.25| 3.49| 4.14/ 3.65) 241| 2.84) 4.10] 4.16] 4.18) 3.49] 2.61 
FeO | 5.58] 5.63| 5.67] 8.25| 8.34| 6.98] 6.67) 4.19) 6.51) 7.46| 5.80| 7.72| 4.90| 7.20] 6.00| 5.72| 6.46| 7.35| 7.17| 6.83| 6.37| 5.27| 6.30) 5.80| 5.70| 6.11 
MnO | 0.16| 0.23| 0.09] 0.16] 0.18] 0.15] 0.22| 0.28] 0.21| 0.16| 0.23} 0.08| 0.23} 0.09] 0.20] 0.30/ 0.21) 0.21] 0.20] 0.22] 0.26] 0.23] 0.24| 0.20] 0.18] 0.19 
MgO | 8.63] 6.60) 3.34] 7.98] 8.03| 7.75 8.15) 8.82) 8.42| 8.16| 5-36| 6.98| 6.73| 7.35| 6.42] 9.67] 9.08| 6.72| 6.72| 5.69] 5.02} 7.44) 8.01| 7.09} 5.98) 4.45 
CaO | 9.49] 8.74) 7.12] 8.83] 8.86] 9.01| 8.92] 7.93| 10.12] 7.54] 8.23| 8.02] 8.80} 8.74] 9.53] 9.86] 9.63) 7.87| 8.42] 8.86| 8.68) 9.22| 8.78| 8.50] 8.65| 9.85 
NaO | 2.70) 3.16) 407| 4.20) 3.63) 3.23] 3.12| 3.0| 2.57/ 9.26) 3.49) 3.75] 3.25] 3.25] 3.13/ 2.65| 3.07| 3.69] 9.73] 4.26] 4.m4| 3.31 3.62) 3.52) 3.71) 3.28 
KO | 0.60] 1.13] 0.61] 1.53] 1.61] 1.66] 1.78| 1.38] 1.28] 2.25] 1.77] 2.66| 1.92) 1.41] 1.82/ 1.81| 1.27| 1.67] 1.77| |2.00| 1.56] 1.54] 1.71] 1.55] 1.75] 1.34 
| | 
PO; | 0.23| 0.74| 0.24| 0.50| 0.61| 0.33] 0.56) 0.80| 0.68/ 0.67| 0.76] 0.40| 0.48| 0.66] 0.75| 0.80| 0.42| 0.63] 0.76| 0.43| 0.57] 0.74] 0.37) 0.48] 0.49] 0.46 
| | 
HO+ | 1.31) 0.46) 109| 0.59/ 0.56] 107| 104| 184| 077| 0.48) 133| 0.31) 0.82| 0.43| 0.26] 0.35| 0.44| 0.48) 0:32| 0:40|| 0.71| 0.60] 0.40) 0.53) 0.73| 0.85 
HO- | 1.10] 0.52| 0.75] 0.37| 0.38| 1.11] 0.56| 1.42| 0.68| 0.46| 0.96| 0.35| 0.47| 1.00|o.31| 0.40| 0.54] 0.34| 0.30| 0.93) 0.84] 0.46] 032| 0.52] 0.98] 0.92 
Total | 100.50 | 99.87 | 99.61 | 100.7 | 100.03 | 100.44 | 100.27 | 99.79 | 99.78 | 100.32 99.88 | 100.49 | 99.97| 99.90 | 100.15 | 100.43 | 99.99 | 99.99 | 100.04 | 100.26 | 99.99 | 100.39 | 100.69 | 100.44 | 100.01 | 99.88 
SI | 42.2 | 34.0 | 19.6 | 29.4 | 31.1 | 32.1 | 36.1 | 39.9 | 38.8 | 34.1 | 97.9 | 27.7 | 33.0 | 35.9 | 32.4 | 39.3 | 39.5 | 29.0 | 29.6 | 27.2 | 25.4 | 35.0 | 94.4 | 32.6 | 29.5 | 25.4 


Oo. || 27 28 29 | 30 31 32 33 | 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 | 49 50 51 52 


jaa) man) 千石 馬 | た elma | + ce] mee peat] ela | arse | BB le me] | | we | A | me | a me | | BE | Rie | | eg [sa re 


| a & ’ a 
A | Ayoa,q (Ayoa)| Aa, q | Aa,oq| Ah | Aoah | Ah,q | Ah,q | Aah,q|Aoha,q Ah Ah |TBao, q PBao, ql TBo,q| TBao || TBo || Ah,q 


| 

1) | -5 -10 -12 San-7 -25 -3 -9 | -14 | -15 -16 mice -8 -48 -47 -21 -20 -27 -26 -28 -29 | San-49 -52 -50 -51 | San-46 | San-45 
| if | = 

2) TBoa,q Bao |?Aao,q Byabo,q) Bo, q | Aao, q | Aoay, 


3) Wb | vb? | vib? | Xva ma>d mwasd vasd| a |vasd Vasd| xd | xa | wd | me | wad | wd | md | ma? | we? | we | wb | vb | mb | vb | mb | wa 
SiO, | 50.92| 51.05| 54.48) 49.58| 53.00| 53.14 | 54.04] 54.18 | 55.56 | 53.16 | 55.68 55.90| 56.86| 57.58| 58.30) 58.88 | 58.70| 59.32] 59.62 | 61.60 | 48.12| 48.86| 52.00| 52.10 | 48.50| 53.26 
TiO, 1.52| 2.07| 1.60] 1.29| 1.47] 1.30] 1.46| 1.38] 1.63| 1.78| 1.33| 1.15| 0.62| 0.67| 0.86| 1.02) 1.46/ 1.52] 1.00/ [0.76] 1.39] 1.24] 1.19] 1.03] 1.70] 1.24 


Al,0; 17.06 | 15.00] 15.22 || 15.21| 16.28] 16.12] 16.50) 17.82! 16.22] 16.81] 17.26 | 16.81] 18.96| 17.86] 16.53| 16.44 | 16.82] 17.00) 18.11 | 17.54] 17.09} 16.17| 16.81) 16.11) 17.66 || 17.25 
Fe;,03 3.82 3.69 3.21 3.82 2.81 2.19 2.57 2.30 1.84 2.51 2.16 2.22 2.31 Lied d 2.77 3.51 2.56 3.01 1.92 1.56 3.37 2.66 5.08 4.40 3.10 4.00 
| 5.88 7.28 6.19 5.23 5.32 6.09 5.64 4.49 6.03 5.95 4.90 4.60 5.16 3.55 4.12 3.20 2.84 2.60 3.03 3.21 5.00 4.30 2.68 4.01 7.44 3.86 
0.18 0.13 0.09 0.13 0.12 0.11 0.16 0.10 0.10 0.23 0.20 0.21 0.20 0.11 0.11 0.14 0.12 0.12 0.11 0.20 0.12 
MgO 7.05 6.54 5.69 7.95 5.68 5.89 4.79 3.23 5.38 5.93 4.57 4.32 2.65 3.82 3.46 3.11 2.80 2.40 1.31 1.34 8.97 | 10.86 6.26 7.86 5.88 5.34 


5 

o 
2 
1 
© 
a 
to 
[= 
° 
= 
= 
© 
= 
tw 
© 
= 
Lary 


CaO 7.52 TOL 7.48 8.17 7.90 8.14 7.81 8.62 7.30 7.45 75:1" 7200 6.55 6.02 6.23 5.90 6.58 6.47 5.84 5.69 0.28 8.60 7.75 7.64 8.23 7.96 
Na,O || 3.78 3.55 3.56 2.27 3.64 3.06 3.63 3.12 3.62 3.69 3.01 3.50 3.79 3.68 3.16 4.07 3.33 3.32 3.27 3.48 3.20 3.09 3.52 3.42 4.28 3.45 
K,0 1.92 1.54 1.90 3.60 2.00 2.49 1.60 2.14 1.53 1.59 2,79 2.40 2.23 2.62 2.19 2.32 2.35 2.29 2.54 | 2.60 1.41 1.29 1.88 1.89 1.68 1.53 
P20; 0.31 0.66 0.18 0.46 0.37 0.52 0.32 0.47 0.25 0.28 0.30 0.47 0.15 0.12 0.22 0.20 0.29 0.23 0.19 | 0.21 0.60 0.72 0.51 0.43 0.42 0.38 
H,0+ 0.36 0.36 0.28 1.27 0.66 0.55 0.85 1.30 0.36 0.33 0.60 0.76 0.46 1.22 1.04 0.36 1.14 0.72 1.46 1.03 0.77 0.79 1.37 0.46 0.63 0.81 
H,O— 0.25 0.39 0.30 0.84 0.57 0.23 0.62 0.82 0.22 0.29 0.52 0.63 0.13 0.80 0.78 0.60 0.84 0.86 1.32 1.25 0.39 0.89 0.66 0.51 0.26 0.71 


Total || 100.58 | 100.24 | 100.26 | 99.81 | 99.87] 99.90} 99.96 | 99.96 | 100.07| 99.89| 99.98} 99.92] 99.97| 99.81] 99.89 | 99.81) 99.92] 99.94 | 99.72 | 100.38 | 99.73) 99.59 99.83 | 99.97 99.98 || 99.91 
SI 31.8 29.1 28.1 35.4 26.7 27.0 26.7 20.3 29.6 30.7 28.1 | 25.6 18.7 25.0 22.4 19.6 20.6 18.0 11.0 ew 41.5 | 49.5 33.1 37.2 26.7 30.0 


1) The numbers (San-) same as in Figure 1. 1~ 3: Tholeiitic rock series in the Otsu district 
2) Rock name (ex., Baoyhb: Augite-olivine-hypersthene-hornblende-biotite-basalt) 4~ 6: High iron alkali rock series in the Otsu district 
T: Trachy, q: quartz bearing, A: Andesite, P: Picritic. 7~15: Alkali rock series in the Otsu district 
3) Kuno’s ferromagnesian silicate mineral assemblage. 16~29: Alkali rock series in the Abu district 
SI: Solidification Index (Figure 7). 30~46: Calc-alkali rock series in the Abu district 
Alkali components determined by the Perkin-Elmer’s flame photometer. 47~50: Alkali rock series in the Mi-shima district 


51, 52: Other disticts (Shimonoseki & Chdja ga hara) —" 
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る 中 生 層 , ある い は と れ ら を 買 く 流 紋 岩 類 お よび 石英 班 岩 類 , HSE AEDS Son come 
CHY, KAS PHL S. 

火山 岩 類 に は , 侵 触 され た 河川 の 流 路 に 治 い , 噴石 兵 を 伴 つ て 流下 し た も の と , RAMA 
る い は 和 手 右 合 な ど と 呼ば れ て いる よう な 燈 岩 須 台 地 を つく つて いる も の と が ある %. CHHOK 
山 岩 類 の 噴出 順序 は 局部 的 な も の を 除い て , 一 般 に 完全 に は 明らか で は な い . 

噴石 丘 な ど が あつ て , 現世 の も の と 思わ れる も の は , sit に 5)* BW - st (O), BR 
山 ' に 13) お よび 笠山 (-15, 16) な ど で あ る . RAS LE 10km の 長沢 合 に お いて は , 
73d (-18) OR BRM - TOME LIT (-19) ORE MRS OC 
WS. この よう な 局部 的 な 両 岩 系 の 関係 は 他 に は 見 られ な い が , 全般 的 た に は 当地 区 の 火山 岩 類 
は , アル カリ 将 系 の 活動 に 続い て カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 の 活動 が 行わ れ た と 考え られ る . アル 
カリ 岩 系 の 一 部 (中 小川 な ど ) の や を 変質 し た も の は , 鮮新 世 の も の か も し れ な い が , は つき 
0 Liev. 

萩 市 北西 海上 に 散在 する 島々 お よび , BWLOC SKU, すなわち , RA (8). Br 
4 CPRA-9), FHA (12), Bt C4), Bra (長沢 台 -18), BR C20), 黒川 CB 
Ba-21), Bla (-25) な ど は それ ぞ れ 燈 岩 合 地 を つく り , LAL MAND + TAAVE 
系 で ある . と これ ら の 合 地 燈 岩 の は ほか に , FE C3), FR に の , Bl Cl, 16) mLORBA 
地 ら し きも の と , i に 47) OB AABRE, 七重 に 48) OW BWR, すべ て カル ク ・ ア 
ルカ ヵ カリ 岩 系 で ある . 燈 岩 の 厚 さ は , 玄武 岩 質 の も の で 一 般 に 20m 以下 , KUEHOLO CH 
10m DLP Ce 4. 

B) xk # # KE 

青海 島 の 基盤 岩 類 は , BUCHER, NOEMIEUTIS LOPMORME, そし て 
AL, ERICA DS iL, 全般 的 た 当地 区 に は 東方 か ら 西 方 に 新しい 地層 が 見 ら 
れる . 

と これら の 基盤 岩 類 の 上 に 玄武 岩 類 が 広く 分 布 し て いる . 青海 島 で 海抜 300 m, HERMES 
300m DLE, ELCHE, JM, KE, SOWIE CBIR ONS. 

玄武 岩 類 の 活動 は , SIF に 34), WM Sheet (-32) 3 LOA (-39) に 見 られ る よう な ツ 
EC CE RR 

と の ソレ イア イト 質 畜 武 岩 類 を 除い た すべ て の 玄武 岩 類 は , アル カ ヵ カリ 岩 系 の も の で ある . こ 
れ ら は 浜 積 世 と 思わ れる 旋 層 を 復 つ て いる . COMMAM, 山頂 附近 た 分布 し , 周囲 と 隔て 
られ た 高 所 た みみ られ る の で , と くに その 活動 形式 た 問題 が 残さ れる . 


* 以下 この 番号 は (San-) の 記号 の も の . 
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アル ヵ カリ 岩 系 た に は, 後述 する よう に , と の 地区 の アル カ ヵ カリ 府 の 全般 的 な 性 質 と 比べ た 場合 
と れ ら より “ 鉄 た 富む 系 列 ” が ある . ThE C38), BAW AD BLOAE: 27 
崎 に 44) で あぁ る . 川尻 岬 東 (に 36) ea, 川尻 岬 に 37) 燈 岩 に 前 われ て いる . 

C) 見 & 

ABCOw Cs BLVD S SPDT Bd, 中 新 志 な い し 鮮新 世 の 活 動 と 思わ れる 
ソ ッ レ イア イト 綿 玄 武 岩 と , 洪 積 世 の 活動 の アル カリ 岩 系 の 粗 面 玄武 岩 お よび ピク ライ ト 質 広 武 
内 な どか ら な る . 石 基 鉄 物 組 成 の 概要 を Table 2 cary. 


Table 2. Constituent minerals in groundmass of analysed specimens of the 
western part of the San-in region. 


6, Ut. (8: 9 0 ee 


No. Sans = | sl. 2.03.4 5 14 15 (16) 17 18 
Olivine + + + + + + + + + +.4 + + 
Clinopyroxene si ilies si es ee ees So et Se ae Sie aS 2a ats ae 
Orthopyroxene + 15 + + + 
Allali feldspars) | jem leet Cte ii i ee at pee 
Silica mineral ae 二 ? de 
Phlogopite +4 ae 4H 
Glass oS RS y a a ssh Wa oh te acte aces ck Pd ie 

Opacite* p phlo. P Pp p 

No. San- 19 20_ 21 22) 23) 240 95) 26 227 2 2 Ome le SS Om 06 
Olivine ae Sp 8b 4b Se se Se 5 Sr 
Clinopyroxene + + + + + + + + + + + 4+ 4 4+ 4+ 4+ 
Orthopyroxene eae Se Gas ote tre atk 9 ? 

Alkali feldspars ae og oP SP SP SP Se SP Sp sb SP aie sip 十 + + 
Silica mineral = = AE a Sy he 2 2 
Phlogopite tt jis ar Gir 
Glass en ae ae A Oe a ee ae ae: ee a, ? 

Opacite* Bonne “hy Phhp h h 

No. San- 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 
Olivine a7 SP OSS AB SP or see 35 ae ap Se 
Clinopyroxene ae tee 半生 BO ia ea le 
Orthopyroxene ae be~}43 
Alkali feldspars Sen eG eG ei As en A ic ee Cee ce IE Eel 
Silica mineral de ae a9 i at 
Phlogopite + + aR Pe ae at =e + + 
Glass + + + + + + ae ae 

Opacite* h h 


* replaced from pyroxene (p), phlogopite (phlo.) and hornblende (h). Plagioclase, mag- 
netite, apatite and ilmenite are excepted in this table. 
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§ 3. 岩石 学 的 性 質 概 略 
A) 阿 武 地 区 


i) FADVBSR 


本 地区 アル カリ 岩 系 に は , 分 化 の 進ん だ 酸性 岩 を 見 出せ な い . ie LR ESS oa 
る . この 中 で , 中 小川 CD, EEE C2) SLOGE C4) RACES REESE EHO 
で いる の で , 有 | 一 連 の も の と 考 安 る Ete, Ri Ib (6) BLOBARL に 13) も 同一 の 性 
Feb. wind sa Cl, -2, -4) 3s LOM 5), 別所 C19) の 燈 岩 は 粗 面 玄武 岩 で あ 
る . こと の 他 の 長迫 ・ 北 西 に 6), RAB に 10), 金 拳 Cl), 千石 馬 に 12 も BRL C13), 

ee C17), py (22), ERA に 23) BLU IR 24) OW MIA, 語 基 の テル デリ 
長石 が 前 者 に 比べ て 少 い . 

両者 は 全般 的 に 顕微 鏡 下 で 大 き な 違 い が な い . 粗 面 玄武 岩 類 の 斑 品 終 長 右 は , 自 形 ある い は 
SEC, BRD. 斑 品 の 大 き さ は 一 般 に 3mm 以下 で ある . MHS 5mm 以下 で , し 
ば し ば ピュ タイ ト を 持つ て いる . また イデ イン グ サ イト に 変っ た も の も ある . 煙 右 は 全般 的 に 
FRINGE, RE GD bE EMDOLKEKGERL, 2Vr=—50~45° の も の が お る も で ある . 
Fizz (Table 2 参照 ) は , +2 vie, HBA, 倖 長石 , アル カリ 長石 , アノ ー ソ クレ ス , 磁 
KI, FRADE GRE & DWC SEBS OD, 特に 中 小川 HE ORB AICS. 
KR AAOUM MMS IL LIE LIZA 394 MCRAL CHS. BHKRHRORESRVEEE 
岩 類 は , BEDRARHEERLELD. な お , ガラ ス は 一 般 的 に 多い . 

ii) AVA -THAIVER 

COBRA, ほとん ど 安 山 岩 類 で ある . BIC, MHA St bomb, ARAOADDS 
な る も の まで 多岐 に ら た つて いる . 全般 的 な 傾向 と し て , SSIVAHE OR INT BIC HE tea 
HAMA MILD < 2 OL5 CHS. 鋼 山 に 47) を 除い て , 角 了 関 石 斑 品 は ほぼ オペ サイ ト に 交代 し 
で いい る 
«PEAS 5 mm 以下 , RHEL, RICE MAL DS. HPSS 
る い は 他 形 で あり , イデ イン グ サ イト に 変っ て いる も の が 多い . MB, や や Na に 宮 む 並 
TA LRA CHO, 2mm 以下 が 大 部 分 で ある . LIELISA THA Se OIC Ae 
API SEH LDS S. 角 関 石 は 長径 10mm 以下 で ある . 

GERBER, WMG, KONE, TA DER, アノ ー ツ クレ ス , 磁 鉄 鉄 。 チタ ン 鉄 
gk, DERBI LUD FACES. ガラ ス は 下 質 に な る も の に 多い 傾向 が ある . また ペパー ガサ イ 
ト や 金 圭 母 が 極少 量 認 め ら れる . 


* カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 か も し れ な い . 
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Table 3. Locality of the specimens (San-1~52). 
om hi = Ee 
San -1 58112601 Ly ea Raper RB I sey 北本 500 m 
-2 58112606 7 TEX ° va 
-3 58112609 7 és e pg 500m fe 
-4 58112702» 阿武 町 
-5 58112706b 7 fea ok ae 北 1000 m 
-6 58112802 7 way ye SEA, 北西 2km, 510m 丘 
-7 58112803 7 toAnhHR AWA 
-8 58112804 7 阿武 町 東台 , 北西 側 
-9 58113001 7 RATES 7S, 南 1 km 
-10 58113002 7 阿 東町 蔵 目 喜 , 北西 500m 石切 場 
-11 58120101 7 CP aS 
-12 58120102 7 千石 台 , 北東 側 石 切 場 
-13 58120104 7 LA, Ba 500m fe 
-14 58120106 7 wy eee, 北 1.5km & 
-15 5812030la 7 萩 市 ar LE, 500 m 
-16 58120301b (5812030la より 石英 捕獲 結晶 除去 ) 
-17 58120304 7 #kTH 中 台 i Ye 
-18 58120401 7 阿武 郡 福栄 村 堂 ケ Sa, 北西 400m 岸上 石切 場 
-19 58120402 1» 別所 , 北西 200m 
-20 58120403 » 高坂 
-21 58120405 7» 黒川 , 東北 東 700 m 
-22 58120412 » ヶ 紫雲 山 , Pape 
-23 58120415 » ヶ 仁保 谷 , dé 1:km 崖 
-24 58120418 7 2kiti ie, LIN 
-25 58120502 » 鶴 江 台 , KR 
-26 58120503 山口 県 萩 市 大 島 
-27 58120504 » 松島 海岸 
-28 58120614 7 ea 
-29 58120617 » ye, 東 
~30 58120801 7 大 津 郡 日 置 村 , WZ, Pa 500m 
-31 58120803 » ヶ WZ 
-32 58120804 7 油谷 町 津 黄 , yeh 7 WY: (Sheet) 
-33 58120805 7 gues 南東 329.9m, ZB, 西 600m 
-34 58120811 7 
-35 58120813 7 ee 西南 300m 
-36 58120901 7 油谷 町 川尻 岬 , 南東 1.2km, 海岸 , 下部 
-37 58120903 » 川尻 岬 , 上 部 
-38 58121001 7 tes, RR 
-39 58121002 » AHA 
-40 58121101 7» S ERMC RHEE, Blas 
-41 58121112 7 BT Fi 600 m 
-42 58121203 » 角島 元 山 , 北東 1km ye: 
-43 58121204 7 ° 牧 崎 
-44 58121214 » BE 2 IBS 
-45 59010701¢ » 佐波 郡 長者 ヶ 原 
-46 59032703* ヶ 下関 市 貴船 , Fr SyeRh 
-47 58120411 1» Bay GRE HS eT LL 
-48 58120416 7» $e 七重 
-49 590223-a 7 BB Bs 
-50 590233-b 7 大 久保 
-51 590223-c 7 天女 
-52 590223-d 1 = 


Collector (採集 者 ): 


t Nobuhide MURAKAMI (村上 広 英 ) 
* Koji ONO (小野 晃司 ) 
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iii) 捕獲 岩 類 と っ つい て 
HEA ORL, 堀越 に 5) Js LOWER C2) GS. 産地 は Table 3 た 示し て ある 
PUR ARC Cit, 他 に 阿武 郡 福栄 村 鶴 ケ 谷 に 見 出さ れ , PAREN EU ECHR EOS 2 Se & ac 
Wom, 


eK RRR ATR 600m 崖 上 , 石切 場 跡 . MAE OIE ROLLED 
ら 噴 出し た も の で , 附近 に は 噴石 丘 と お ぼ し きも の お よび , スコ リヤ を 見 る 現世 の 活動 で あ 
ろう . 燈 府 は 暗 灰 色 , BORIC - YMA E (IVb) で , AMEE SS LADD 
指 大 の も の が 多く , 燈 岩 と の 接触 部 は 明 睦 で ある . 

AR WRBGE OY. BAIR, BL CSIRO FRRME - EME i) ears 
“i (Vd) GC, 後述 の ょ うに, Kz20 3.60% 25 BMA Ot S. HEPA ILRI % 
の と 大 差 は な い が , 頭 大 の も の も ある . HUAM LOH L OB MBI LORMCI, HROW 
合 よ り せ * 金 雲母 が 著しく 生成 され て いる . 

CHO ORE ABIL, 著しい 熱 変成 作用 を 受け , 外観 は 多様 で ある が , 比較 的 単純 な 鉱物 組 
成 に な つて いる . AMP OMBHIAE Gs LOWED bind, DRO RED ot. L 
(2 LIMA DE LH LID, 単独 で 存在 し た りす る . 部 分 的 に 緑色 角 関 石 あ る い は 
Meh, 金 雲母 を 含む と こと が ある . 

さき さらに, これ ら の 捕 拭 岩 類 は , 平行 構造 の 認め られ る こと と , 粗 粒 の 長石 が 著しく 多量 で ある 
Ck, 角山 石 様 の 仮 像 の ある こと な どか ら , 原 岩 の 大 部 分 は 花 同 岩 質 あ る い は 角 関 岩 質 の 片 麻 
岩 に 由来 する と 考え られ る *. また 石英 と カリ 長石 の な いこ と, 終 長 石 が ほぼ ラブ ラド ライ ト 
で あぁ あぁ つて, 石灰 質 で ある と こと な ど は 著しい 特徴 で ある . こと の 石灰 質 な と こと の 理由 は , や は り マ 
グマ と の 反応 を 考 を な けれ ば な ら な い が , この 問題 の 解決 は 今後 の 課題 で ある ろう . それ と 同時 
に 上 述 の 捕獲 の 性 質 と マグ マ と の 結び つき は 重要 な 意義 を も つて いる よう で ある *※※, COL 
う な 混成 作用 に た ついては, 2, 3 の 興味 ある 研究 が ある 919. 

B) 大 津 地 区 

Lo V4 TARR 

津 黄 に 見 られ る 岩 床 は , 143m の 厚 さ を も もち , 変質 し て いる . in situ の 分 化 現 象 は み ら 
れ な い . と れ は 分 化 の 進ん だ 玄武 岩 質 岩石 で , MERE CES. 石 基 信 長大 は アン デン シン で あ 
り , カリ 長石 は な い . 鉄 苦 王 鉄 物 は ほとんど 変 質 し て いる . 

今 岬 の も の は , AHA, HALA LORS, 斜 長石 に 逐 し い . 石 基 は ピ ジ オ 


* 野沢 保 の 検 鏡 に よる と , 飛 面 片 麻 岩 類 に 類似 し て いる と いう . 
** 地質 学 雑誌 ・ 短 報 印刷 中 
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VER, BERG, FAVS, VERB bird, ガラ ス は ほとん ど な い . 
本 油谷 の 玄武 岩 燈 岩 は , SEI RIG & RS & O ISR LIE LIZHBYS. し か し アル 
ヵ r リ 藤 石 を 少量 認め る . 

ii) 7 VAIS 


SUKKOT VA VARIES EAL SA CWT. BEIT RE <, ALHEA 


ICZLV. BRIT NV AIVRAKRAS, 粗 面 玄武 岩 質 の も の が ほとん ど で あ る . GERb SH 
的 で ある . また 島 戸 浦 に 41) ぉ よび 角島 ・ 夢 ケ 崎 44) OK PHCAMAMAICEA, さら 
CHO BLORE に 38) 燈 岩 た に は それ ぞ れ 磁 鉄 鉄 が 著しく 濃 集 し て いる . 

C) 見 島 

見 島 玄 武 岩 類 と つい て は 詳し い 記 載 が ある や ふ の で 和 省略 する が , アル カ ヵ カリ 岩 系 の 玄武 岩 類 は ほ 
EA CHMS Ra Ch S. MANICMBISHE ICRA, ピク ライ ト 質 粗 面 玄武 岩 る も る み られ る . 
岳 織 岩 も みとめ られ る . 石 基 は アル カリ 長石 に 富み , 金 枝 母 ま た は 黒雲 母 も し ば し ば 認め られ 
る . この 他 に ソレ イア イト 質 岩 系 も る ある が , ここ とこ で は 試料 を 得 ら れ な か つた . 


以上 の と こと が ら を 総括 する と , 次 の よう に な る . 

阿武 地区 に は ソレ イア イト 質 岩 系 を 認め な い . アル カ ヵ カリ 占 系 た 続い て 一 般 的 と に カル クタ クア ルカ 
リ 岩 系 の 活動 を みる が , MAR, LOD AVI + 7TAAY BRICINTE ERR wee 
の 混成 作用 が 著しく 影響 し て いる . 

大 津 地 区 に は 局部 的 に ソレ アイ ト 質 岩 系 の 活動 を み , アル ヵ カリ 岩 系 が これ に 続い て いる が , 
混成 作用 は み ら れ ず , EK IAVD + TAAVBROWMLEY. アル カリ 岩 系 に は 鉄 の 濃 集 
する 系 列 の も の が ある . PICT vy BE BCS 

見 島 に は ソレ イア イト 質 岩 系 に 続い て , アル カリ 埋 系 が 活動 し て いる . ここ と で 扱っ つた アル カ ヵ 
Jem, と り わ け 林 橋 石 班 品 に 富み , ピク ライ ト 質 岩石 も みとめ られ る . 


$4 化学 的 性 質 

由 陰 西部 新生 代 火 山 岩 類 52 個 の 化学 成分 分 析 値 を Table 1 に , 各 岩 系 別 た 示す . Stee 
号 San-1~52 は Fig. 1 の 分 布 図 た 対比 され る . SLO (-16) は (-15) より 石英 捕 状 結晶 
を 除去 し た も の の 分 析 値 で ある . また , 引用 文献 中 の 笠山 や お よび 雨 を 第 2% の 分 析 値 は ここ で 
(LORS O. 長者 原 (-45) お よび 下関 ・ 貴 船 に 46) は 当地 域 か ら は ずれ て いる 

INT, PatORRie LOC#RTS. 


大 津 地 


阿武 地 


見 
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Yv4A74 }RBR 
KY 7r AVES 

Gre TAY BR* 
TMA VAR 
| 


ANY TNAVER 


島 TUAVAR 


A) 各 岩 系 の 成分 範囲 
EHR OG ROMA Table 4 に 示す . 大 津 地区 ソレ イア イト 質 岩 系 は , 各 岩 系 に 比 


NT SiO: ご や ゃ や 富み アル カリ に に 乏しい. 大津 地 
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KOR: TVA VERE total FeO(FeO 


+Fe20;) 11~14% 6, 当地 域 で 最も 高い 値 を 示し ,SiO。 は 43 へ ~46 で 最も 少 い . 見 島 ア ル ヵ 


VERO MZOILESNEG, と くに ピク ライ ト 質 岩 大 は 10 以上 で ある . 阿武 地区 み ル ルク ・ 
アル カリ 娠 系 は SiO2 53 以 上 で あり , total FeO 5~8 %, MgO 6 以下 そし て CaO 5.5~ 
8.5 な ど は 当地 域 で 最も 少 い 値 で ある . 


Table 4. Range of compositions in the rock series. 


District 


Rock series 


SiO, tot. FeO 


MgO CaO Na,O+K,0 % 
Tholeiitic rock series 49~54 8~9 3.0~ 8.5 7.0~ 9.5 ANS 
Otsu Alkali rock series 46~50 8~10 5.5~ 9.0 7.5~10.0 4.0~6.5 
Alkali rock series* 43~46 11~14 7.5~ 8.0 8.5~ 9.0 5.0~6.0 
Ab Alkali rock series 46~52 8-11 4.0~10.0 7.0~10.0 4.5~6.5 
. Calc-alkali rock series Soo 5~ 8 <6.0 5.5~ 8.5 5.0~7.0 
Mi-shima | Alkali rock series 48~52 7~ 8f >6.0 (TE INS 4.5~5.5 


* iron rich type (high iron) 


+ (~10) 


B) B(EMREICES2°3O08R 


i) Fig. 2 (FeO+Fe:0.-Na2O+K:0-MgO) | 
当地 域 の 火山 岩 類 の 分 布 は , FeO+Fe.0s(as FeO) の 値 が 50 以下 で あり , また NazO+K:O 
は 15 以上 で ある . と これ は 西南 日 本 , と り わ お わけ いわゆる 大 山 火 山 帯 や , 山陰 地域 お よび 北 石 九 
DIC, さら に 東北 日 本 内 牧 火 山 岩 類 9 に み ら れ る 特徴 で ちあ る. と くに , 見 島 ア ルカ リ 岩 系 は 
FeO 填 Fez0』 値 の 低い 径 路 を 示す . 大 津 地 区 の 鉄 ・ ア ルカ リ 岩 系 に は , 鉄 の 濃 集 が み ら れ る 


が , その 他 の 各 ア ルカ リ 岩 系 に は 著しい 濃 集 は み ら れ な い . KA 


の それ より 濃 集 度 が 低い よう で ある . 


* 前 述 の よ 


うぅ うに“ 鉄 に 富む 系 列 ”. 


地 区 アル カリ 媒 系 は 阿武 地区 
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FeO + Fez03 (asFed) 


Naz0 + Ke0 MgO 


QH Aw NH > 
eet oo 
a 
\ 


Fig. 2. Differentiation trends of the rocks, the western 
part of the San-in region, compared with those 
of the Circum-Japan Sea province, etc.. 

Calc-alkali rock series in the Abu district 

Alkali rock series in the Abu district 

Alkali rock series in the Otsu district 

Alkali rock series in the Mi-shima district 

Tholeiitic rock series in the Otsu district 

Parental magma in the Izu and Hakone dist- 

ricts (KUNO, 1954) 

7, Parental magma in Japan and the surrounding 

areas (YAGI, 1959) 
8. Circum-Japan Sea alkali rock province 
(Tomita, 1935) 


re ee ea ig 


いる . 


ァ ル カリ 癌 系 の 径 路 は , 全般 的 
CSR A AYE T VA UBS IEN 
て 鉄 た 乏しい 傾向 を 示し て いる . 

大 津 地区 ッ ツレ イフ アイ ba 
は , 津 黄 の sheet を 除い て 顕著 
な 鉄 の 濃 集 を 示さ な い . 

RHR AV? + TVA VBR 
は , 同 図 た 示し た 伊豆 ・ 箱 根 地 方 
ORR BAR (カル ク ・ ア ル 
A VIBR) (HS OF Hi MK ED 
FeO + Fe:03; 少く , NazO+K20 
に 富む 位置 に た プロ ロット され る . 

ii) Fig. 3 (SiO.-NazO + 

K:0 4) 
横 軸 SiO. の 53% に お いて , 


ANID -FTHAVARIBSH, 
その 右側 に 分 布 す る . AE, 阿武 
両 地 区 アル カリ 岩 系 で は 前 者 は 後 
BLOW bd 7A VOB 
か が, 全般 的 に 両 地 区 アル カリ 娠 系 
は 環 日 本 海 ア ルカ リ 娠 系 に 類似 し 
て は いる も の の , わずか に NazO 
+K.0 に 逐 し い 位 置 に プロット 
され る . また 阿武 地区 の も の は 1 
Sie SiO. に 富む 位置 に ずれ て 


犬 津 地区 ツレ イア イト 質 岩 系 は , PR RA eos VRB AK CRA ART アル カ 
リ 岩 石 区 と の 中 間 よ り い くら か 前 者 寄り に 分 布 す る が , 本 地域 で 最も アル カリ に 逐 し い . 
ER, カル ク ・ ア ルカ リ 府 系 は , 参考 に あげ た 2 つの 岩 系 の 中 間 に た に, と くに 阿武 地区 アル カ 
リ 岩 系 と ほぼ 水平 に 配列 し て 分 布 し , アル カリ 岩 系 の 分 化 径 路 (C) と は 異 つ た 傾向 を 示し て 
いる . SiOz の 増加 に 比べ て NaO+K.0 は あま り 変 化し な いよ う で ある . 
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Siz ie 
Fig. 4. Variation diagram, Si0,-K,0/Na,O. 


iii) Fig. 4 (SiO.-K2O/Na:O 図 ) 

BRB 7 7 Ye RILA ER OAR ED K20/NaO が 低い . ABOT A > BRIT 
阿武 地区 と 大 津 地 区 と の 中 間 的 で ある . ソレ イア イト 質 岩 系 は 低い 位置 た 分 布 す る . カル ク ・ 
TMA V BRIE SiO. の 増加 に 伴い 比 が 大 きく な る . Tes R (-7) WABI §3 で 人 述べ た よう 
iC, ご こと で は 同 比 が 1.59 で 異常 た 高く , 特異 な 岩 質 で 泥 る . 

iv) Fig. 5 (SiO.-MgO/FeO+Fe.0; [%) 

AHA RIL, ほとん どす べ て 環 日 本 海 ア ルカ リ 岩 石 区 より MgO/FeO+Fe.0; Bu. 大 
津 地区 鉄 ・ ア ルカ ヵ カリ 骨 系 は 環 日 本 海 の % も の と ほぼ 同じ 傾向 の 位置 に プロット され る . また 見 島 
DTNVMAV BARI, MLABAS<, bACAATS. 

Mie, AVA + FAAVBRODMBL, Fig. 1 と を 対比 し て みる と , 次 の よう な 傾向 が ある 
よう で ある . BILMOANA + 7TVAVAROKKY, AMOUR » HRILHRMMARARK 
の 曲線 と ほぼ 平行 た 系 統 づ ける と , AUG に 47) て を 最上 列 に し て , (San- の 番号 に て ), 


第 1 列 AT. 
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Fig: 5. Variation pele SiO.-MgO/FeO+Fe,0; (as FeO). 

sO Bil 15 (16), 18, 8 #EU 21, 20, 26, 27 

B37. 3,09, 25, 45, 48 doko" 28 , 29 

第 4 烈 14 
DLICHIAItS. one Fig. 1 の 分 布 に 充当 する と , 鋼 山 を 中 心 た し て 。 い くら か 北東 一 
南西 に 延長 し た 同心 円 状 の 帯状 分 布 と な る . MB, Blas LORE OM Aa HL 
部 に あたる . 換言 すれ ば , Mg に 富む も の が , より 中 心 た みみ られ る . この 原因 は は つき り し な 
い が , 中 園地 方 の 花岡 娠 の 分 布 か ら そ の 花 賠 岩 が 薄い と 考え られ る 思 部 に , 第 四 紀 火山 岩 類 が 

分 布 す る と いう 津屋 の 研究 3 

‘ と , 局 地 的 で は ある が 伺 ら か 

の 関係 が ある か も し れ な い . 

v) Fig. 6 (NazO+K:0 
-CaO &%) 

本 地域 の 各 岩 系 は , BAA 
YET VA VAR LORMHO 
Cyd VHRR O He 
プ ョ ロット され る . FE > AR 


) : 
W220+K20. % WLR BBR (カル ク 


Fig. 6. Variation diagram, Na,O+K,0-CaO. eae, 
OW ars D. S) VE ey 
Thin full line; hypersthenic rock series in the Izu aA) 同 As 


and Hakone districts, Y iG 因 系 と 大 差 は な く , 
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Al 7p e MA y \ 
阿武 地区 の カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 と 異 り , 骨 系 の 本 源 が 大 きく 異 つ て いる と と を 示し て いる . 


vi) Fig. 7 (Solidification Index -Oxides 図 ) 
火山 岩 類 の 分 化 の 尺度 (SD vt, 大 津 地区 の アル カリ 媒 系 と 阿武 地区 の 同 内 系 と は ほぼ 同じ 
MANTA S (40~25) が , わずか に 後者 の 方 が 分 化 が 進ん で いる よう で ある . また , 阿武 地 
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Fig. 7. Variation diagram, Solidification Index-Oxides. 

Calc-alkali rock series in the Abu district 

Alkali rock series in the Abu district 

Alkali rock series in the Otsu district 

Tholeiitic rock series in the Otsu district 

Alkali rock series in the Mi-shima district 

Parental magma in Japan and the surrounging areas (YAGI, 1959) 
Circum-Japan Sea alkali rock province (ToMITA, 1935) 

Pigeonitic rock series in the Izu and Hakone districts (KUNO, 1954) 
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カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 は 中 期 (30~10) を あら わし て いる . 

大 津 地区 アル カリ 岩 系 は 阿武 地区 の アル カリ 賑 系 より SiO. ORMMERHWS DLS Dd, 
低い も の も ある. し か し , 大 津 地区 鉄 ・ ア ルカ リ 媒 系 は と くに それ が 低い . 各 ア ルカ ヵ カリ 央 系 
は , 一 般 に 環 日 本 海 ア ルカ ヵ リ 岩石 区 と 大 津 地区 ソレ イア イト 質 岩 系 お よび 伊豆 ・ 箱 根 地方 選 ジ 
AVG RARER LOMAS ey DANS. アル カリ 媒 系 た に お いて は 阿武 地区 の も の に 石英 捕 
鑑 結晶 が 見 られ る が , その 石英 を 除い て 計算 し て も ほとん ど 変 ら ず 高い 値 を 示す -. 

カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 は 最も 高い 傾向 を あら わ し , SiOz に 過飽和 で ある . これら る 石英 捕 
江 結 曲 を 除去 し て も , その 傾向 は ほとんど 変 ら な い * 

FeO 寺 Fez:0s は 大 津 地 区 鉄 ・ ア ルカ ヵ カリ 謀 系 の 分 化 の 中 期 あ た り に 濃 集 が み ら れ る . アル ヵ カリ 
岩 系 で は 阿武 地区 の も の の 中 期 に ちず か に 渡 集 が み ら れ る が , 分 化 に 伴い 減少 し て いる . 全般 
PCT LDU BRIA AMET UB KE ORY. 大 津 地区 アル カリ 媒 系 は 阿武 地区 の も 
の に 比べ て FeO に 富み , FeO: に 乏しい. また 前 者 は FeO の 渡 集 が 中 期 た に た み ら れる よう で 
ある . FezOs は 鉄 ・ ア ルカ ヵ カリ 媒 系 に 最も 多い . ABT? HD DBRT tot. FEO (FeO +Fez03) 
2LV. 阿武 地区 カル ク ・ ア ルカ リ 替 系 は 最も 低い 値 を 示し て いる . 

CaO SEK ELBRICAGEZCOBRLNIRL, AND + TAA) BRIS EV 
を 示し て いる . 

Na2O+K:0 は 両 地区 アル カリ 岩 系 と も ほとん ど 差 が な い . 見 島 ア ルカ リ 娠 系 は 高い 値 を 示 
す . 大 津 地 区 アル カリ 府 系 は 阿武 地区 の も の ょ より わずか に NaO 少く K.0 が 多い . 両 地区 
アル カリ 媒 系 と も 環 日 本 海 ア ルカ リ 岩 石 区 より Na に や や ゃ 富み, か つ Naz0O 十 K20O る 高い 値 
を 示し , 分 化 の 進行 た と 伴い わずか な 増加 を あらわす が , カル ク ・ ア ルカ リ 器 系 は ほとん ど 増 加 
を 示さ な い . 

TiO: は 大 津 地 区 アル カリ 召 系 に 最も る 高く, 分 化 た と も な い 減 少 す る . カル ク ・ ア ルカ リ 由 
系 は 少 い . 

P20s は すべ て の 岩 系 が 環 日 本 海 ア ルカ リ 岩 石 区 より 少く , 分 化 と と る な い 減 少し , FED 
ルク ・ ア ルカ リ 如 系 は 最も 少 い 系 列 で ある . 

vii) Fig. 8 (ノル ム 長 石 成分 変化 図 ) 

大 津 地区 ツレ イア イト 質 岩 系 は Or RANCEL<, YE Sheet を 除い て 伊豆 ・ 箱 根 地 方 ピ 
VA VME RAR ED Or に 富む . 大 津 地区 アル カリ 岩 系 は 阿武 地区 の も の より 一 般 的 た Ab 
成分 た に 逐 し い が , 鉄 ・ ア ルカ リ 替 系 は Ab 成分 に 富む 径 路 を 示す . 

カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 は ほとん どす べ て が Or CHA, Or 15 必 以上 に 分 布 す る . し か し 等 


* BJM SiO, Oxide の -15, -16 参照 , 
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山 (-15, -16) は Or 15% af 
後 で ある が , Ab RGWEA, 
一 般 的 な 径 路 と 異 つ て いる . を ま 
た 高坂 に 20) お よび 答 江 台 (-25) 
も いく ら か 時 つた 傾向 を 示し て 
いる . 

C) Peacock の アル カリ ー 


石灰 指数 Fig. 8. Normative feldspar diagram. 
The symbols same as Figures 2 and 7. 
RIC EOTRKOL 3 tee y = “< 


RBA BNE. 

KUT Uy VAR, 55~56 

AME 7 A VIAR, 51~52 (~54.5) 

ba RHR 7 AV AR, 52~54 

MRAZ + TrAVBR, 58~60.5 

= DP RDAIIRERAAE CHS. また , NaO+K,0=CaO th7 74) BRM 7.0, カル 
Ze FNAV PRA 6.0 前 後 で ある . 

両 地 区 アル カ ヵ リ 岩 系 た お いて , 大 津 地 区 の も の は 阿武 地区 た 比べ て わずか に 低く , ARBRE 
び 近 傍 地 域 ア ル ヵ リ 岩 (51.6) 9 に 近い 値 を 示す . 阿武 地区 アル カ ヵ カリ 娠 系 は 環 日 本 海 ア ルカ リ 
Me (53.1) 2 た 類似 し て いる . 両 ア ルカ リ 岩 系 と も , 壱岐 島 お よび 東 松 浦 半 島 (51.0)” よ 
り い くら か 高い 値 で ある . 見 島 ア ルカ リ 岩 系 は 今 ま で に 知ら れ て いる どの アル カリ 府 系 より も 
高い 値 を 示す -. 

AVI © FT UAYV BRL 60 前 後 , ある い は それ より 低く , GKRBOT VA) Rae 
ァ グ グマ 起源 カル ク ・ ア ルカ ヵ カリ 岩 系 67.59 よう り 全般 的 に 高い . これ は , 鳥海 火山 帯 (60.0) * 
お よび 大 出火 山 帯 (59.5~62.0) "に 類似 し て いる . 


け 


§ 5. 成因 に 関す る 2・3 の 問題 

A ARV TS 

Kiet, 阿武 両 地 区 アル カ ヵ カリ 岩 系 の 本 源 マ グマ は , 種々 の 変化 図 な どか ら 考 て, CHENE 
も それ に 近い も の を あげ る と , 

天津 地区 , 360) に 35) EE olivine basalt (IIIb?) 

阿武 地区 , 馬 伏 山 に 13) 4 augite-olivine basalt (IVb) 


| 
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と な る が , 阿武 地区 の アル ヵ リ 岩 系 は , 混成 作用 な ど が あり , 斑 品 も 多い の で 適当 で は な い . 


な お , ツレ イア イト 質 岩 系 の 試料 は 少 い が , 本 源 マ グマ に 近い も の と し て , 
大 津 地区 , Zp (-34) ez hypersthene-olivine basalt (Ic?) 
を あげ る こと が で きる . 


B) 


カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 に つい て 


阿武 地区 の カル ク ・ ア ルカ ヵ カリ 媒 系 は , アル カリ 林 橋 石 玄 武 岩 マ グマ と 基 艇 酸性 岩 類 と の 混成 
作用 に よ ょ つて 生成 され た が , こと の 岩 系 に お ける 性 質 の 差 は 少く な い . と ぐに 邊 出 の 煙 石 安山岩 


の 性 質 な ど が , 全般 的 な 傾向 と 多少 異 つ て いる (§4B vil) こと や , Ris LOMB ICE Be 


られ る マグ マ と 捕獲 和田 類 と の 混成 作用 の 関係 な ど 重 要 な 問題 が 残 つ て いる . 

当地 域 カ ルク ・ ア ルカ リ 品 系 の 諸 性 質 は , 本 源 マ グマ の わずか な 差 に よ つ て を ゃ 影響 は ある 
が , 混成 され た 物質 の ちがい と , その 作用 の 程度 に 大 きく 支配 され る も の で あろ う . TORT 
KEL ip VOWEL, 他 の も の に 比べ て , K の 少 い 酸性 岩 類 と の 混成 作用 た にょ つて 生成 され た こ 
と に 原因 し て いる と 考え られ る . な お , SUMMER T va ) ita kbhas< 7s fe 
酸性 岩 類 と の 混成 作用 に ょ り 生 成 さ れ た と する 青木 り の 結論 と 筆者 の 考え は 一 致す る . 
ABIL, さら に 北西 九州 地域 の 新生 代 火 山 岩 類 の 全 貌 が 明らか に され た 上 で , も 3 う 一 度 吟 


味 し た い . 
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1960 年 度 秋季 大 会 プロ グラ ム 


日 時 


1960 年 10 月 24 日 (A), 25 日 (Kk), 16 日 Ck) 


会 場 ZHEAKFRSRILFRSH-RMARS 


火山 噴火 予知 の 基礎 的 研究 
に 関す る シン ポジ ウム 


1. 火山 の 地震 と 噴火 と の 関係 
HART 水 OF 武 
地下 数 十 粧 以上 の 深 さ に 岩 此 が 生成 し EAL 
て , や が て 地表 に 噴出 する 現象 が 火山 の 噴火 で ある 
が , GEOAM, bAITHOTHOLI EAA 
われ る で あろ ID, 

1) ここ とこ で は 噴火 現象 に 関係 し て 現われ る 地震 を 
一 般 の 地震 な ら び に それ に 伴 つ た 地殻 変 動 と 比較 し 
て , それ ぞ れ の 著しい 特徴 を 述べ た . 

2) 火山 に 発生 する 地震 を , その 震源 の 位置 半 よ 
び 噴 火 現象 と の 関連 に ょ つて , 4 種類 に 分 類 し た . 
同時 に と 2, 3 の 火山 に つい て , 震源 位置 の 分 布 の 実 
例 を 示 し た . 

3) 安山岩 質 火 山 (BRILL) CHET S BAK 
地震 と , ダル カノ 式 噴 火 の 発生 と の 関係 を 調べ , B 
型 火 山地 震 の 頻度 か ら , 噴火 発生 の 危険 率 を 推定 す 
る こと と の 可能 な る こと を 述べ た . 

4) 各種 の 火山 地震 に ついて, その 大 き さ と 頻度 
と の 関係 に た つい て の 概略 を 述べ た . 

5) B 型 火山 地震 と 爆発 地震 に つい て , 次 の 諸点 
か ら . 爆発 地震 は B 型 火山 地震 の 特別 な 場合 で ある 
CLe hin Lic. 

a, 震源 の 位置 が ほぼ 一 致す る こと . 

b. 石本 ・ 飯 田 の 係数 の 値 が と も に 3 一 4 を 示す 
os 

c. B 型 火山 地震 の 上 限 と 爆発 地震 の 下限 と が ほ 
W—-RTSCE, 

d. 地震 動 の 性 質 が 類似 する こと . 

以上 の 理由 で , ある 程度 以上 大 きい B 型 火山 地震 
の 発生 と こよ ょ つて 爆発 的 噴火 が 発生 する こと を 意味 す 
4, 


2. 火山 性 脈動 と 噴火 と の 関係 
RAH ARS = 章 

火山 動脈 (微動 ) に つい て の 定義 は 確 然 と し て い 
な い 現 状 で ある が , 今日 まで の 多く の 研究 者 に よ つ 
て 得 ら れ た 観測 結果 を まとめ , 活 火 山 で の 観測 例 
で , 火山 脈動 の 性 格 が ある 程度 判明 し て いる も の を 
挙げ れ ば , HET, AB, 三宅 島 , 草津 白根 , 桜島, 
阿 和 蘇 山 , Kilauea, Parictin, Vesuvius, Taal 等 で 
あっ つっ て, 長期 間 の 観測 の ある 潜 間 山 , 昭和 新山 等 で 
は 火山 脈動 は 顕著 で な い . COE と は 一 般 に Sto 
ronboli 式 火山 で , 火山 脈動 の 出現 が 顕著 で ある と 
いわれ る 所 以 で ある . 次 に 火山 脈動 と 噴火 と の 関係 
は , どの 観測 例 を と つて 見 て も , 何れ も 密接 な 関係 
が ある こと が 報告 され て お おり, その 個々 の 例 に つい 
て 述べ る . 特に 阿 菊 山 に お ける 長期 間 の 観測 結果 で 
は , 噴火 開始 に 先立つ て , 第 一 種 , 第 二 種 (周期 そ 
れ ぞ れ 0.8~1.5sec お よび 3.5~8sec) 微動 の 振 
巾 の 増大 が 確か め あられ て いる が が , 特異 例 と し て 1958 
年 の 噴火 に 際 し て は , 火山 微動 も , 第 一 種 , 第 二 種 
の ご と き 長 週 期 の も の の 振 巾 の 増大 は な く , KEK 
AM CHWS h る 第 三種 , 第 四 種 と 名 付け て い 
る , ご く 短 週 期 の 微動 振 巾 の 増大 が あつ た の み で , 
COMBE LC, MBOLAR ER diew, CK 
浅 所 で の 噴火 で あつ た た め と 解 さ れ て いる . 次 に 
火山 脈動 か ら 火 山 活動 の information を 得る た め 
に , その 波動 的 特性 か ら , 脈動 の 発生 源 の 様相 を 推 
定 し な けれ ば な ら た な い . 振動 の 源 は , KAABO 
gas 爆発 や , これ に 伴 な う , 火口 内 部 の 破壊 や , K 
岩 の 振 動 等 で ある と 一 般 に 考え られ て お り , これ か 
ら 発生 する 地震 動 の 主要 動 が 顕著 に 現われ て いる と 
解き され て いる . 一 般 に われ われ の 和 観測 し た 火山 脈動 
は , 発生 源 の 振動 特性 に , 伝播 径 路 の 影響 と 観測 計 
器 の 特性 が 重 暑 し た も の で , 非常 に 複雑 な 様相 を 示 
す が , 多く の 火山 で 観測 例 の ある 比較 的 短 週 期 の 脈 


講 演 


動 は 観測 結果 か ら 見 る と , 表面 波 的 な 特性 が 強く 出 
て いて , 特に 地層 構造 の 影響 を 受け や すい の で , Hh 
層 構 造 の 影響 を 取り 去る 第 一 段階 と し て , LORE 
の 影響 を 受け る か 考察 し た . また 第 一 種 , 第 二 種 徴 
動 の ご と き 長 週 期 の 脈動 の 波動 的 特性 た に つい て る も 述 


WS, 


3. 火山 性 脈動 に つい て 
ーー その 発震 機巧 に 関す る 議論 一 一 
WAG FF 8 K Fi 

火山 性 脈動 の 発震 機巧 を 論じ る こと は , 特に 
basic な 火山 の 噴火 の 予知 に 関し て 重要 で ある . 
OMER は 種々 の 火山 の 脈動 の 周期 と 振 由 か ら , 山体 
を 構成 し て いる 地層 の 終 弾 性 振動 の 固有 周期 で ある 
と し た . し か し 脈動 の 周期 と 振 由 を 論じ る か ら に 
は , 地震 計 の 特性 が 一 致し て いる 場合 お よび 脈動 源 
か ら 和 観測 点 ま で の 距離 人 が ご く 短 か い 場 合 に の み 許 さき 
れる > を で ある し じ た が っ で 清 お われわれ は いる いろ 
の 人 に ょ よ ょ つて 殆 ん ど 同 じ 周 波数 特性 を も つた 地震 計 
で 観測 され た 脈動 の 記録 の うち , 炎 山 の 活動 期 に 観 
Wan, また 脈動 源 と 考え られ る 場所 に 比較 的 近い 
と こと ろ の 記録 の み を えら び 出 し た . 対称 と な つた 火 
山 は Nyiragongo, Kilauea, Mihara, Aso, Sakura- 
zima, Paricutin の 諸 火 山 で ある . その 結果 に よれ 
ば , ROTEL PHO, 

1) 燈 岩 の 温度 が 低く な る と , 脈動 の 周期 が 早く 

2) 球 酸 の 含有 率 が 大 きく な る と , 脈動 の 周期 が 
A 

以上 の と こと と な から, 碑 動 は 何 か viscous な lava 
column の 振動 と 考え られ る . そこ と で, 垂直 に con- 
duit を 考え て , その な か に つま つて いる lava co- 
lumn OAWE 500m と し て , 両端 自由 (エネ 
ルギー の 出入 り が ある ) と し た と き の 縦 固有 振動 周 
期 と 考え る と , 種々 の 火山 で 観測 され た 脈動 の 周期 
を 説明 する とこ と が できる. また 脈動 の 周期 の 違い 
it, column の 長 さ を 変え な いで る も, lava の 粘性 の 
変化 だ け で 十分 に 説明 で きる こと . を 示 し た . 


4. 桜島 火山 の 噴火 と 地盤 変動 に つい て 
京 大 防災 研 吉 川 = = 


火山 活動 に 伴 な うぅ 地盤 変動 に つい て , 多く の 人 < 々 


要 
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に よ つ て な され た 研究 を , 主として 桜島 火山 を 中 心 
と し て 紹介 し , Ric BER LCV SME COME 
観測 測定 結果 を 報告 し た . これ ら の 研究 結果 か ら , 
噴火 の 予知 , ある い は 火山 の 本 質 に つい て どの 程度 
まで 現在 お か つて いるか;』 また どの よう な こと が 考 
そえ られ る か に つい て 検討 し た . その 大 要 は 次 の 通り 
で ある . 

1) 1914 年 の 大 噴火 の 前 に は , 相当 広範 囲 に た わ 
た る 地盤 の 隆起 を 生じ , 噴火 と と も に 急激 な 沈降 を 
する こと か ら , 何 か 火 山 の 地 下 に 圧力 源 が あつ て , 
その 圧力 と 火山 を 構成 する 地殻 の 強度 と の 平衡 が や 
ぶれ る と 噴火 を 起 し , 噴火 後 圧 力 の 急減 に よっ つて , 
急激 な 沈降 を 生ずる こと が 想像 され る . 

2) 広範 囲 の 隆起 沈降 運動 と 平行 し て , これ ら の 
地域 を 構成 する 各地 塊 が 個 有 有 の 傾斜 運動 を する こと 
か ら , ある 特 赴 の 地 塊 の 傾斜 運動 を しら べ る だ け で 
る 噴火 を 予測 する 可能 性 は ある . 

3) 噴火 の 規模 は , FOR OMER AH OLAOE 
合 か ら 見 当 バ つき そう で ある . 

4) 現在 の 桜島 の 活動 に よ つ て , KBAKUIAK 
と し て 上 自 運 動 を っ づけ て お り , か つ 北 や や 東 よ り 
の 方 向 が 上 左 す る よう な 傾斜 を つづ け て いる . 

5) Bic astt 5 (iB s LOA O Hise OFF 
Bib, WMA BEMT EK Mk を する 場合 に 
は , DEFRA MDSREDOMSH, COBRA 
向 は 北 や や 東 よ り が 下り , それ が 元 に 復 す る か , あ 
る い は 復 し つつ ある 途中 で 噴火 が 起り , HARILAR 
EVAL, ERI, 水 翌 な 伸び る 

以上 の よう な こと か ら 連 続 観測 , ある い は 測定 を 
再々 繰返し , 火山 活動 と 地 盤 変動 と の 関係 を さら に 
くわ し く 研 究 す る こと に よ つ て , 噴火 の 予知 , ある 
い は 予測 する 可能 性 は 充分 に ある と 思わ れる . 


5. 火山 地域 の 重力 異常 
北大 理 横 山 泉 
まず , 現在 まで に 知ら れ た 火山 地域 の 重力 異常 を 
列挙 する . すなわち , HRA GL, 田島 > その 
他 ), 阿寒 湖 (横山 , 田島 , その 他 ), 昭和 新山 周辺 
(早川 , その 他 ), 富士 山 (横山 , 田島 ), 小間 山 ( 坪 
FF, その 他 ), AS (横山 , 田島 ), BRR (坪井 , そ 
の 他 ), FEES (BL, 国土 地理 院 ), Mono 
地方 (Pakiser, Press, その 他 ), Etna (Morelli) で 
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の 観測 結果 で ある . 同時 に , 火山 噴火 に 際 し て 観測 
され た 重力 場 の 変化 の 唯一 の 例 ; 1950-51 年 の 三原 
LUBA ICR し て の 観測 結果 (早川 ) その 他 ) EAT. 
次 に ,- 各 火山 で の 異 常に つい て それ ぞ れ 吟味 を 行 
な う . カル デラ に . お ける 重力 異常 は 誠に 顕著 で あ 
る . Ek, その 異常 残 差 に 正 , 負 の 両 場合 が ある こ 
と は , 地質 学 的 知見 と 対応 し て いる . COCHRAN 
デラ に お ける 重力 異常 の 分 布 か ら , それ ぞ れ の 地下 
構造 を 推論 する . それ ら の 結果 は , 一 つの 例外 も な 
く 同 じ 様 相 で ある . また , 朋 当 な 仮定 の も と に , HB 
力 異 常 か ら カ ヵ カルデラ に お ける 質量 欠損 を 推算 で きる 
を 示す 

現在 まで カル デラ の 成因 に つい て , いく だ の 仮説 
が 提起 され て いる が な か が, 今後 , この 問題 に つい て は , 
DLEOE 5 7eHbER Dy BEER & BINS CHA 
ON 
要する に , 火山 地域 の 重力 異常 を 調べ る こと は , 
地磁気 変化 , 重力 変化 , ある い は 地殻 変動 の 観測 に 
SC Si 2 tg 
それ ら の 現象 を 解釈 する た め に も 重要 な こと で あろ 
Bs 


— kK me ® 


6. 桜島 の 火山 性 微動 に つい て 
RAH 渡辺 H-WH HX 

1960 年 8 月 中 旬 よ り 約 2 週間 に わた り , 桜島 南 
岳 の 周囲 玩 点 ( 引 ノ 平 , RAW, BR, 黒神 , 高 免 ) 
を を らん で , 火山 活動 と 密接 な 関係 を も つ , Buk 
山 性 地震 (B 型 ) お よび 連続 的 な 微動 を 対象 に し て 
その 伝播 方 向 , 伝播 速度 な ど を 測定 した. これ に は 
水平 動 地震 計 (Sassa C type) 11 個 を E.T.L. の 
Harts LOS RUD 30 cps の 電流 計 に つない 
で 使用 し た . 結果 の 主 な る 点 を 次 に 示す と , 

1) - 型 地震 と 連続 的 徴 動 と は , その 伝播 方 向 お 
よび 速度 に つい て は , ほぼ 同様 な 結果 が 得 ら れ た . 
すなわち BB 型 地 震 バ 頻発 すれ ば 連続 的 微動 と 見 條 さ 
れる の で は な いか と 思わ れる . 

2) KFHLOR © th be AZ &, Rayleigh 
type. の 振動 を する . すなわち 伝播 方 向 を 含む 面 内 
の 振動 を する . これ は 上 下 動 成 分 を 記録 し な か つた 
OC, すぐ に Rayleigh 波 で ある と は 結論 で き な 


we 


os 
imily 


3) 微動 源 は 現在 活動 し て いる 南岳 より 少 し 北方 
へ ずれ て , 北岳 近 億 で ある と 思わ れる . また この 震 
源 か ら 出 た 微動 が , 構造 線上 の 旧 火 口 で 三次 的 に 微 
動 を 発生 し て いる と 思わ れる が , これ は 資料 が 少な 
WOT, MOMBE Lev. 

4) 7 各 点 で の 振 市 一 周期 の と スト グラ A RES 
と , その 最大 値 (G) を 示す 周期 は 0.25 秒 よ り 0.38 
秒 に ば ら つ き , HA CORME D OFBMEs LOM 
期間 と の 聞 に は つき り し た 相関 は み ら れ な い . 次 に 
頻度 分 布 を 調べ る と , 周期 0.2 秒 前 後 (1) と 0.28 
~0.34 # (Fi) DIO peak PABNS. CO 
は 場所 に 関係 な く , 火山 活動 と と も に 時 間 的 に 
BALL, Fe は 各地 点 た より 変化 する よう に 思 肛 れ 
る . すなわち , は 震源 の 状態 を 現し , Fe は 
path また は Layer system に よ ょ つて 決め られ る と 
すれ ば , この 場合 震源 で の 卓越 周期 は 0.2 秒 前 後 で 
ある と 推定 され る . さき の G を その まま 震源 の 状 
態 と 結び 付す る の は 適当 で な いよ うに 思わ れる 


7. 桜島 火山 に お ける 噴火 と 地震 と の 関係 
RAMS FE 原 俊 郎 

1959 年 9 月 より 1960 年 9 月 まで の 楼 島 に お ける 
顕著 な A-Type 地震 の うぅ うち, 島内 の 少な くも 三 点 
以上 の 観測 所 に お いて 佐々 式 200 倍 徴 動 計 を 用 いて 
(一 部 鹿児島 気象 台 の 石本 式 地震 計 の 記録 を 借用 し 
た ) 観測 され た 記録 より 震源 位置 を 求め た . 

1959 年 12 月 9 日 20 時 05 分 の 地震 を 島内 の 4 
点 で 観測 し た 記録 より , 大 森 常 数 は 6.0 km/sec と 
な り , これ を 用 いて 三 点 観 測 に よる ぷ ざ の 明 具 な 8 人 箇 
の 地震 より 震源 は 火口 の 北東 より 北西 に 到 る 範囲 内 
の 島 お よび 北方 海 に お よぶ と ころ に 分 布 す る こと が 
分 つた . 用 いた 地震 の 初期 微動 継続 時 間 は 約 5ー1 
sec の も の で ある . 

な お , 1960 年 9 月 以降 の 爆発 は , 初期 約 10 日 間 
MRD OWRD BEV CE, KRDO SSH Ba E 
つた こと が 従来 と 異な る 点 で あり , 火口 の 状態 が が 今 
ECERROKLOLEZ SNS. 


8. 火山 活動 に 関係 する 地震 の 研究 (9 報 ) 
AR A IR Ke 

微小 地震 の 観測 が 必要 で ある こと は いう まで も な 
いかが, 歴史 に 残る 巨大 な 火山 活動 の 地震 群 の 状態 を 
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明らか に する こと る , 火山 活動 の 性 質 を 知る 上 に 大 
切な 意義 を 持つ . し か し こと これら の 計測 的 資料 は 少な 
い . 大 正 3 年 (1914 年 ) 1 月 12 日 の 楼 島 の 記録 的 
大 活動 に つい て は , 大 森 房 吉 教 授 ら の 報告 バ あ る . 

今回 , 楼 島 の 西方 約 10 HICHSBEBRRAO 
地震 記録 を 調査 する 機会 を 得 た の で , “ROWER 
(1914) の 状態 を で きる 限り 正確 に , か つ あ り の まま 
に お 目 に か ける 念願 を 持つ て 報告 する . 

(1) 今日 まで よく 知ら れ な か つた , その 時 の 地 
震 計 は 普通 地震 計 と 称し , 倍率 は 水平 両 成 分 と も 5 
J し XR 個 有 周期 は いずれ る も 約 3 

Y, BOM SLEHEh 2kg で ある こと が 判っ 
Tes : 

(2) 上 下 動 の 地震 記録 は P 波 初動 が いずれ る 
噴火 に 先行 する 地震 妊 に お いて , 上 動 に 明 只 な 記録 
を 示し て いた こと は 興味 が ある . 

(3) 水平 成分 の P 波 初動 は , 北西 と 思わ れる こ 
と か ら 痴 動 源 は 鹿児島 市 の 南東 より に 想像 され る . 
当時 鹿児島 市 の 地震 に よる 被害 は 他 処 に 比べ る と 格 
段 に 著 し か つ たこ と や 上 比較 され て 面白 い . 

次 に ラバ ウッ ウル の 地震 記録 で も これ と 同じ く 火 山体 
の すぐ 近く の 観測 で , P 波 初動 は 上 動 を 示 し た 例 を 
述べ る . Tavurvur 火山 の 活動 は その 後に 惹 き 起 さ 
Pie 

地震 計 は 主 た に Wiechert 式 3 成分 と 大 森 式 地動 計 
を 傾斜 計 に 改造 し た も の を 使用 し た . 観測 所 か ら 見 
る と Tavurvur の 噴火 の 前 は , KAOBRELAL, 
噴火 後 は 平静 に 復 し た が , MIT FRETS UV AR, 
定性 的 な が ら 認 め あら れ た . P~S は 噴火 が 近付く と 
次 第 に 短く な る 傾向 が 見 えた . 

な お お, ラバ ウル は 第 2 次 大 戦中 (19421946), 火 
山 活動 予知 を 前 提 と し た 地震 観測 を 行 な つ た . 

も ちろ ん 灯 山 体 を 取 囲 む 数 点 の 地震 観測 の 実施 を 
DALIAN, 当時 の ラバ ッ ル は 日 夜 激戦 を 続け て い 
た の で , 一 点 観 測 を 4 ERIC F TSE Ch BIS 
こと と で は な か つた . こと の 和 観測 状態 と 火山 橋 を 今後 も 
引 続 い て 紹介 する . 


9. 浅間 山 の 火 山 活動 の 解析 (第 4 報 ) 
軽井沢 測 関谷 ya 
前 報 で は Jan. 1949~Oct. 1959 の 追分 の 火山 性 
地震 の 観測 資料 と 噴煙 量 の 連続 観測 な ら び に 噴火 の 
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観測 資料 と か ら 月 毎 の 噴火 日 の 確率 を 計算 し , それ 
ぞ れ の 月 別 の 相関 係数 を 求め て 回 帰 平 面 に よる 予報 
方 式 を 作り , 計算 値 と 実況 と を 比較 検討 し た が , 本 
報 は この よう な Jan. 1949~Oct. 1959 の 資料 か ら 
求め た 予報 方 式 が , 軽井沢 泡 候 所 の 創立 以来 の 1939 
年 まで さか の ぼぼ つて , どの 程度 応用 で きる か を さら 
に 検討 し た . も つと も 1948 年 以前 の 噴煙 量 の 観測 
資料 は 気象 観測 と 同じ 1 日 6 回 の 定時 観測 の も の 
で , 現在 の 常時 観測 の も の と 多少 異な り , また 1944 
~1945 年 の 地震 観測 は 簡単 微動 計 50 倍 の も の で , 

観測 地 る 軽井沢 測候所 と な つて いる . し か し 両者 を 
比較 し て みる と , これ ら の 原因 の た め に 定量 的 な 差 
異 は も ちろ ん ある が , 定性 的 に は 根本 的 な 違い は 

な く , 前 の 結論 か ら 出 し た 所 の 噴火 に 2 一 3 ヵ月 先 
行 し て 計算 上 の 噴火 日 の 確率 が 急激 に 大 きく な る こ 
と , 計算 値 の 零 以下 の 領域 で は 噴火 が 起り に くい こ 
’EhDDOR., 

また 同じ 火山 性 地震 と 噴煙 量 の 観測 値 を 使 つ て , 

こと これら と 第 1 報 で 求め た 月 別 の 噴火 の 機械 的 エネ ル 
ギー と の 相関 関係 か ら 追 分 に お ける 月 別 の 大 森 式 
70~100 倍 地 震 計 で 観測 し た 火山 性 地震 数 を 2, 噴 
EAMES 以上 の 月 別 の 発生 頻度 を y, 月 別 の 噴火 


の 機械 的 エネ ルギー を FLUC, 同じ 月 毎 の 資料 
で 回 帰 平面 の 予報 方 式 を 作る と, 
E = —0.093+0.00512+0.0069y (1) 
Tazy = 0.70 
C yy = 0.426 
と な り , 


ある 月 の 地震 数 や 噴煙 量 か ら 翌 月 の 噴火 の 機 棋 的 
テ エネ ルギー El を 求め る と , 


E!' = —0.087+0.0008a+0.0127y (2) 
Talay = 0.45 
dlzy = 0.538 
NLS 


rR 90939 生ま で ささ の 
て , と の 予報 方 式 の 適用 の 状態 を 検討 し て みる と , 
絶対 値 が 違う だ け で 定性 的 に は 同じ ょ うな 関係 で あ 
る こと が わか つた . そし て 計算 値 LH, HE’ の それ ぞ 
れ の 階級 で 噴火 の 危険 索 を 求め や て みる と , 計算 値 が 
雲 ま た は 負 の と き は 噴火 が 起 つ て いな い が , 大 きく 
な る に 従 つて 噴火 し 易く な り , 同時 に 計算 値 と 実測 
値 と の 違い が 大 きく な る . FLT 1950 年 9 月 23 


192 en 


日 の 大 爆発 は 10 ヵ月 余り 中 休み 状態 を 続け て 突然 
大 爆発 を 起 し た 浅間 山 の 最 近 の 噴火 と し て は 珍し い 
も の で は ある が , 噴火 前 相当 期間 計算 値 と し て の 噴 
火 日 の 確率 も , 噴火 の 機械 的 エネ ルギー も と を も に 大 
きく , 他 の 中 休み の 状態 と は 明らか に 違 つ て いる こ 
と ど が お が っ た だ た j 

そし て この よう な 資料 か ら 計 人 算 す る と 噴火 は 地震 
数 や 噴煙 量 が ある 状態 に 達し な いと 起り に くい も の 
で ある が , 限界 を 超え みて し まう と 同じ ょ うな 状態 で 
噴火 日 の 確率 も 噴火 の 機械 的 エネ ルギー も や や 不 規 
則 な 変動 を する 性 質 が あり , 噴火 日 の 確率 より も 噴 
火 の 機 械 的 エネ ルギー を 求め る 方 が より むず か し い 
と の 0S が SR 

な お 本 文 は 気象 庁 の 験 震 時 報 に 掲載 予定 で ある . 


10. 高温 に お ける 火山 岩 の 粘 性 
北大 理 村 OMG fh) 

WAM ey F—- Ais LOAE 1950 MMS 
を 約 1500°C ¥ CARA, 急冷 し て 作ら れ た 両 
IRE DWF AIREOKR MER 900~1150°C の 温度 領 
MCmMLoO;, Miz, HBARIC LO CHIL 
fe. BORER IE 9OO~1150°C CHA, ESEL<X, 
900°C で 約 109-5 poises, 1000°C; 108-5, 1100°C; 
107.8 で , 1150°C で は 前 者 は 107-8, 後者 は 1085 で 
あつ た . 各 試 料 の 薄 片 を つく うり , 顕微 鏡 で 観察 する 
と , 大 島 燈 岩 の ダ ラス は , HAEWEOK DOM 
に よっ うろ て 結晶 水生 じ て い る こと が 判っ た だ COREE 
化 の た め , Pied DIBBA OLE RA OBE, 
結晶 が 存在 する た め の 力 学 的 影響 が 原因 で , 昭和 新 
WIA IC EEL SiO. が 少な い 大 島 燈 岩 の ガ サラス の 閣 
HED ATLL Ss OFELIA ESE L <7, 1100 
~1150°C で , LOKEMDIAIT DOH EBRL FS 
と 考 を られ る . 

再 加 熱 た による 燈 岩 の 活性 一 温度 に お いて 粘性 が 急 
減 の 曲線 の 外 挿 と 再 燈 融 の 粘性 一 温度 曲線 と の 交点 
は , FARA & GAIT SD CASS REAO 
Rls (Tr) に ほぼ 一 致す る こと が 大 島 1950 eR 
ポ よ びそ の ガラ ス 化 LicmRMSRT EE P- ARE, 浅 
間 山 指 押 出 燈 岩 に つい て いと を る . IBAA eS 
れ を 適用 すれ ば , BENSPRAOKE OMA 
1250°C と なる. 


温度 7 な る ガラ ス 中 で の 結語 の 成長 速度 (Er) 
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LKHHE (nr) と の 間 に は Gr=khT—T)lyr BLO 
Ginax = 6/7zmax が 成立 する こと が 実験 的 に 知ら れ 
CWS. KUCH. basalt HORRADMKEB 
HED Gmax #73, T:=1250°C 2 de® Gr EBS 
と こと が で きる . これ を ある 温度 範囲 で 積分 すれ ば , 
その 結 品 の 大 き さ と な る . WAC RE LCBO 
在 す る 融 体 の 灯 性 一 温度 の 関係 に た, この 考え を 適用 
する と , 昭和 新山 妖 岩 の 石 惹 中 に 存在 する 最大 0.05 
mm OMEGA ( 信 木 健三 に よる ) は 約 3 年 で 成長 し 
た こと こと に な る . この こと こと は 昭和 新山 の ドー ム が 現 わ 
HSM 3 年 前 か ら ド ー ム 和 岩 は 急激 な 固化 が 初 ま つ 
HOLEKROPTFELOCHS. 


11. 地震 (火山 性 ) の 最大 振 巾 の 頻度 分 布 
司 ろ で 
ee KK BX 
地震 の 最大 振 巾 の 分 布 に つい て は 石本 一 飯田 の 統 
計 式 が 成立 する . 
n(a)da = noa-™ 
(a: 最大 振 巾 , % は 頻度 ) 

指数 は 構造 地震 , AE, 群発 地震 お よび 火山 性 
A 型 地震 (震源 が 深い ) 等 で は , 1.8 程度 の ほぼ 同 
じ 値 を 示す . 火山 性 B 型 地震 (C< Rk Oi ele 
起 る ゃ の ) お よび 爆発 地震 で は m が 2 な いし 4 で 
大 きい 値 と な る . 上 式 で 表わさ れる 特徴 的 な 大 き さ 
分 布 の 物理 的 意味 を 明らか に する た め に , 岩石 その 
他 の 物質 内 に 生ずる 微小 破壊 を 調べ た . すなわち 花 
賠 岩 供 試 体 に 増加 応力 を 加 を た 場合 に 破断 に 達する 
前 に 微小 破壊 頻発 し , それ に 伴 な つて elastic 
shocks が 発生 する . その 大 き さ 分 布 は 上 式 に し た 
が い 放 は 1.8 と な る . 軽石 の ご と き 非 常に 不 均質 
な も の で は や は り 上 式 が 成り 立つ が , m が 大 きく 2 
~3 と な る . 一 方 , 松脂 や が ラス の ご ど ごと き 級 密 な 物 
質 で は 微小 破壊 の 先行 は 見 られ ず ; 直ちに 破断 し, 
上 式 は 成立 し な い . と ころ が , と この よう な 級 密 質 の 
IRCA FAT, 著しく 不 均 一 な 応力 を 加 を た 場 
合 に 生ずる shocks で は 上 式 が 成立 する . 結局 , 石 
本 一 飯田 の 統計 式 が 成立 する た め に は , MABRY 
質 で ある か , 外 応力 が 十分 不 均 一 分 布 を 示す か , dd 
る い は 両者 で ある か に よ ょ つて, 物質 肉 に お ける 応力 
分 布 が 十分 不 均 一 で ある こと が 必要 で ある こと が わ 
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DS. 二 , 三 の 簡 単 な 仮定 の も と で , mitwEyo 
破壊 の 進行 が 停止 する 確率 に 相当 する こと と , し た が 
つて 応力 分 布 の 不 均一 度 に 相当 する も の で ある こと 
が 導 か れる . この よう な 岩 右 を その他 の 物質 の 結果 に 
も と づい て 地殻 が か な り 不 均質 構造 を 示 し , それ が 
花 届 岩 塊 と 類似 の も の で ある こと , KILO BH 
地震 等 の 起 る 火 品 近傍 は , 極 あ て 不 均質 状態 に あ 
り , また 外 応 力も 不 均 一 な も の で ある こと が 推定 さ 
nS. Ek, 石本 一 飯田 の 統計 式 が 成立 つ ご と きる も 
の で は 必 ら ず 微 小 な る 前 震 を 伴 な うこ と が が 推定 され 
Bb. 


12. 九重 大 岳 3 号 噴気 井内 の 水位 変動 
HAH BR Ye = 
FLEE LUBEXK Pe hae SIL 3 号 噴気 井 は 深 
S 900m まで 掘 さ くく され た も の で ある が , 現在 は 
深き 230m OLOATCHZEL Cis 0, 噴出 量 も わ 
ず か で ある . 調査 の 結果 , 噴気 井内 の 深き 約 65m 
の と ころ に 水位 が あり FF 上下 に 激しく , し か も 比較 
的 規則 正しく 変動 し て いる こと が 判明 した. 変動 周 
期 は 85 秒 な いし 140 秒 , 振 巾 は 4m な いし 7m 
で 日 に よ つ て 異な る . TILK CH 100°C, RS 
230m で 183°C CH), 途中 深き 90m 附近 で , 
そこ の 静 水 圧 に 対す る 飽和 温度 に な つて いる . し た 
が つて この 深 さ で の 沸 と うぅ が 水位 変動 の 原因 と な つ 
て いる と 思わ れる . この 沸 と うに 消費 され る 熱 テ ネ 
ルギー が , LCDS, いか な る 方 法 で 運ば れ て くる 
か は 未だ は つき り わ か ら な い が , 水位 変動 の 周期 や 
振 巾 が 変っ て を も 消費 熱量 は 5.3X102 な い し 5.7X 
102cal/sec で ほとん ど 変 ら な い . し た が つて , 周期 
や 振 貼 の 変化 は 気象 条件 や その 他 の 外 的 条件 の 変化 
に 起因 する も の と 思わ れる . 


13. RABWWORRICOWT 
Toy ee oy a: ae 

1. WRHAIKGAVF FOR AVERY. 

2, 目的 は 堆積 時 の 温度 を 推定 する こと . 

3. サチ サン プリ ング ば 9 地点 で 行ない , 総計 58 個 , 
4 帯 磁 の 方 向 は 現地 磁場 の 方 向 を 中 心 に 34°Xx 
20° の 範囲 に ば ら つ く 。. 

NO ES 20°X15°~5° X5° GS 
あり , 帯 磁 の 弱い 地点 で も ば ら つ き は 少な い . 
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6. 交流 消 磁 を 行 な つ た . その 結果 は , ほとん ど 
の サン プル は H = 120 Oe で 95 へ ~85 程度 に 帯 磁 
DRS BBY FP SRIF CHK. 

7. FROGS Hb ds & 26km 附近 まで は 
1.5~4.0X10-3lmn/gr, 37 km の 所 で 0.2~0.7x 
10° Imn/gr で あつ た . 27 km 附近 まで は 燈 結 し て 
WS. 

8. サン プル を 600°C まで 加熱 し て ある 温度 か 
ら 地 磁場 の な か で 冷却 し た と き に 得 ら れる 帯 磁 の 強 
さ は 600°C で 1.5~3.6x10-31mn/gr, 500°C で 
0.9~1.4x10-3 lImn/gr, 400°C で 9.1~0.5x10-3 
Imn/gr, 300°C で 0.0~0.2x10-3Imn/gr で あつ 
Ss 

9, DEORE Av CREO MOR S & RE 
に 置き か を えて みる と , 

中 心から 24km まで は . 600°C LE, 

26~28 km で 600°C+50°C, 

38 km 附近 で 400°C+50°C CHS. 

10. 26~28km の FICE & 非 燈 結 部 の 境界 
が ある の で , その 境 が 600°C+50°C に あたる わけ 
で ある . 


14. マグ マ 溜 り と 地震 波線 


九 大 理 rR + Pe A 
マグ マ 溜 り の 深き さと 大 き さ は , 火山 学 の 根本 的 問 
題 で あつ て , =, =ORETC, その 推定 が 試み られ 


て いる . THC iE, 比較 的 波 い と ころ に ある と 老 を ら 
れ て いた が , 最近 で は , 相当 深く ぐ 老 を られ , ERB 
HE DARL, 最近 の upper mantle の 問題 に か ら 
AC, 相当 深い と ころ に 起因 する と 考え て いる 人 達 
も ゃ も いる. われ われ は 岩上 敵 の 生成 され る 場所 の 問題 を 
一 応 切 り の は な し て , いわ ゆる magma reservoir な 
る も の が 果して 存在 し , そし て それ が 個々 の 火山 
で , どの くら い の 深 さ に ある か と いう 問題 を 考 % て 
みた . 地殻 変動 ), ある い は 地磁気 の 変化 か ら reser- 
voir の 深 さ と 大 き さ の 推定 が 既に 試み られ て いる 
が , 地上 で 測定 され た その よう な potential 量 を 用 
いた の で は , 比較 的 地表 に 近い も の が 圧倒 的 に きい 
て くる の で , も し 根元 的 な magma reservoir が , 
より 深い 所 ( 地 毅 の 下 ) に あれ ば , その 大 き さ と 深 
さ の 推定 が 難し く な る . GORSHKOV は カム チャ ッ 
カカ の 観測 所 の 地震 記 象 を 整理 し て , ある 特定 の 射出 
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角 で くる 地震 波 の P, S の 走 時 の お くれ る こと か 

&, reservoir と ど として 深き さ 160 km Shia Lie. こ 
れ は 大 変 重 要 な こと で ある が , BRO MMIAIC EME 
資料 が な い の で , われ われ は , 桜島 の 下 を 通 つ て く 
る 地震 波 の 走 時 を 解析 し て , 同じ よ ょ うな 事実 が ある 
か どう か を あ た つ て みみ た. その 結果 を まとめ る と 次 
Ok 5A. 

1) 鹿児島 で は , 北 か ら の azimuth が 60° 附近 
か ら や つて くる 波 が お くれ て くる . 

2) 宮崎 沖合 の 比較 的 洪 い と ころ に 地震 波 を お く 
ら せ る 機巧 が ある (お そら く porous な た め ). 

3) 桜 島 の 下 に 高温 な と ころ が あつ て , その な か 
を 通過 する P の 速度 を 1.6km/sec と する と ,- そ の 
よう な 部 分 の 長 さ は 10~16 km 位 の 範囲 で ある . 

し か し 地震 波 の 観測 だ け か ら は , 速度 の お くれ 
DS, 高温 燈 融 状態 に ある た めか ある い は グ サ ダグ サ し 
て いる た めか と いう criterion は つけ 難い . Krewe 
島 を えら ん だ こと と か ら , caldera の 軽い 物質 の 影響 
ふき いて いる の で , 解析 し た 範囲 内 で は GORSHKOV 
の よう な 明快 な 結論 は 得 ら れ な か つた . 


15. 浅間 火山 の 異質 換 出 岩 類 
RAE Fe 牧 He 

PRA UBT Hh Us kL OB OK Ads SRT 
Aico ik pyrometamorphism を うけ て 種 
々 の 変成 鉱物 を 含ん で いる . 鉱物 組合 せ は 典型 的 な 
sanidinite facies に 属す る . Mullite や pigeonite 
が 存在 せ ず , sillimanite や hypersthene が 生じ て 
いる 事実 は , 前 掛 ・ 移 山 両 炎 口 の マグ マ の 性 質 と 調 
和 し て いる . Sillimanite の 化学 組成 は 理想 値 よ り 
Al,O3; DJARIZARL. 文 線 の デー タ を も て この 鉱物 が 
mullite と sillimanite の 中 間 の 性 質 を 持つ て いる 
と と を 示し て いる . Cordierite は HO に 乏しく , 
飯山 な どの 熱 水 実 験 の 結果 と 調和 する . し か し , そ 
の 物理 的 性 質 か ら 見 て , 実験 的 に 脱水 し た cordie- 
rite と 異な つた variety の よう で ある . 


16. 火山 岩 中 の ジル コン に 関す る 研究 (第 
2 $f) 
九州 エエ 大 山本 ie MAR 和子 
岡田 TE 
次 山 岩 中 の 微量 成分 鉱物 ジル ョ ン の 研究 , JKO 


z #8 


ERE OL HIT AGES, 今回 は 特に 流 紋 岩 お よび 
石英 粗 面 岩 中 の ジル ュ ン を 取扱 つた . 

ジル コン を 演者 の 一 人 , 山本 の 分 類 に したがい, 
a, b, c, d お よび e の 5 つの 唱 相 型 に 分 け ま 
た 品 癖 を 富田 教授 と し た が い , A-M-G 三角 図 に 点 
款 する と 流 紋 岩 お よび 石英 粗 面 岩 中 の ジル ュ ヌン は 他 
の 火山 岩 中 の 場合 と 比較 し て 顕著 な 特徴 が 認め ら れ 
る . すなわち 品 相 型 で は , HBA ROY ay 
が c 型 お よび d 型 ) ANBRWUAOBE, dH, 玄武 
皿 の 場合 , b 型 炎 それ ぞ れ 卓越 する も の に 対 し て 流 
引 岩 お よび 石英 粗 面 岩 中 の ジル コン で は e 型 が 卓越 
する (一 部 で は d 型 が 卓越 する も の が ある ). HaHET 
は A-M-G 三角 図 に お いて 比較 的 G 頂 点 よ DICK 
示さ れる 傾向 が みみ られる. 次 に 伸長 比 を みる に 流 引 
央 お よび 石英 粗 面 岩 中 の も の で は 伸長 比 1.6~2.0 
が 会 体 の 602 を 占め , 2.1~2.5 の 範囲 の も の が 他 
の 火山 岩 中 の 場合 に 比較 し て や や 多い 傾向 が 認め ら 
TUS). 

以上 述べ た ど ご と き 母 岩 の 種 類 と も と づく ジル コン 
の 性 質 の 差異 は 恐らく ジル コン の 結 唱 品 出 作用 が 行 
な われ た 時 の 物理 化学 的 条件 の 相違 に 基 因 す る も の 
と 思わ れる . 


NM 


17. 明神 礁 1960 年 7 月 21 日 の 噴出 岩石 

東京 水産 大 新 野 al 

東大 震 研 森本 Be RS 
東京 水産 大 学 練習 船 海 應 丸 は , 1960 年 7 月 21 日 
17 時 30 分 頃 , 明神 礁 の 海底 爆発 を 発見 し , それ よ 
り 17 時 59 分 まで 約 28 回 の 爆発 を 目撃 じ た ! 翌 
7 月 22 日 正午 , 31°54.0’N, 140°08.5/E の 位置 で 
FURR Li. この 複 煙 石 石英 安山岩 浮 
石 中 に は, 黒色 の 安山岩 が 層状 に 含ま れ て いる . 両 
者 を 分 離し て 分 析 し た 結果 を 次 に 示 Lic (地震 研究 
所 WR + HAIFA). 


SiO, Al,O3 Fe,03 FeO MgO 
A | 57.82) UO DO REISE 7 
B) 68.49 15.84 0.97 2.58 1.36 
GO “No K,0 “ino tho). 
Ade F600) Gite. 00.56. 6.62 . 0.13 
pi) aon Bani9 0.96" toise". 0202 


P.O; : MnO 


| TiO, 
OE 1k. 0.17 99.98 
ea RE 100.37 


A: ZelLPevERHNZ> (黒色 部 ) 
B: 石英 実 山 岩 質 部 分 ( 下 色 部 ) 


18. 阿蘇 火口 の 温度 変化 (常時 観測 の 再開 ) 
NAH fi FA EB 

Bal RRA KO Yin REE ASSL LCS RR 
や 方 法 に つい て は 既に 述べ だ た 『 今回 な 1959 年 3 月 
~7 月 の 131 日 間 の 測定 結果 を 報告 する . 

1. 30 分 毎 に 測 温 , 6 時 間 毎 の 平均 値 , 最高 値 , 
最低 値 , 毎日 の 平均 億 ・ 最 高値 ・ 最 低 値 を 求め て , 
温度 の 変化 状態 を 図示 Lie. 

2. Belt 197° (3 月 20 
EE “COT: 

3. 温度 は , 小 変化 を くり か え を し な が ら , 約 1 カ 
毎 だ に 夫 peak FAL. この peak は 3 月 204 


日 ), 最低 億 は 44° 


196°, 5.8449 SD E27 97°, 6264 
107° で あつ た 。. 
‘ide (CREAR) IC4M 1 月 周期 の 変動 が 認 


め ら れ た が , その 山 部 は , 温度 の 山 部 (大 peak) £ 
0%5~10 日 ずれ て (遅れ て ) 現われ て いる . 

4. 6 時 間 毎 の 平均 値 は 1~2 日 周期 の 小 変動 
を , 1 昌平 均 値 は 2 一 6 日 周期 の 小 変動 を 示 し た . 
微動 振 巾 , 地震 回 数 と の 関係 に は 通 件 は な いよ う で 
ある . た だ し , 温度 の 小 peak 時 に 振 巾 の 変動 が 著 
で ある 

小 peak の 高 さ は , 10°~30°, Flic 100° 以上 , 
だ は ON で ある た . 

5. これ ら の 変化 は 降雨 量 (阿蘇 山上 測候所 資料 ) 
と は 関係 が な い . 

6: COR, 3 一 5 月 は 相当 当 の 小 爆 発 が 起 つた 
(FEIT BRU ERAT BT RT USES), それ は 温度 
peak 後 の 降 下期 に 起 つ て いる 場合 が 最も 多く , つ 
いで peak 時 に 起り ,) 上 医 期 に は む し ろ 稀 に 起 つ 
た . 温度 peak の 発現 (温度 上 走 開 始 ) を 小 爆発 の 
前 ぶれ と みる こと が で きる 可能 性 が ある . 

7. 今後 観測 点 を 増し , デー タ の 集積 を 待つ て , 
基 末 的 問題 を 検討 し た 上 , マグ マ の 性 状 ゃ , RETF 
知 の 問題 まで 考察 で きれ ば 幸い で ある . 
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19. 浅間 火山 の 地質 
浅間 火山 の 形式 順序 は 次 の 通 り で ある . 1) KE 
火山 , 黒 班 山 ( 煙 大 姿 山岸 ) の 形成 . 2 ek 3) 


黒 斑 山 の 東 半 分 の 破壊 > 泥 流 堆積 物 . 4) 仏 岩 燈 岩 
fits LOUVRE: (ANH EEK) の 
噴出 . 5) 2HIOR AE ( 煙 石 石英 安山岩 ) の 噴出 . 
6) それ に 前 後 し て 南北 方 向 の 地溝 状 の 陥没 . 7) 成 
層 火 山 前 掛 山 OBL) の 形成 . 8) その 最後 の 
大 規模 な 活動 と し て 天明 3 年 の 噴火 . 

特に 注目 すべ きこ と は pyroclastic flow の 噴出 
が 数 多く あつ た こと で ある (確認 され た も の 9 回). 
それ ら の 性 質 を 比較 する と , さま ざま な 種類 の py- 
roclastic flow が ある こと が わか る . 
flow の 噴出 は 浅間 火山 に 限ら ず 日 本 の 火山 一 般 に 
普遍 的 な も の か る も 知れ な い . 


pyroclastic 


20. 妙高 火山 の pyroclastic flow 
金沢 大 山崎 正男 ・ 中 西 信弘 
山崎 HK 

妙高 火山 の 中 央 円 項 丘 (妙高 山 , 海抜 2446 m) 形 
成 の さい に pyroclastic flow が 流出 し , 大 田 切 川 火 
百瀬 を 通 つ て 東方 山 交 に 流下 し た . 

現在 その 堆積 物 は 二本木 北方 お よび 笠 島 附近 まで 
追跡 され , 分 布 面 積 32 km?, 体積 0.6 km3 と 概算 
され る . COMME ARTA ICH PF Lr all Ovi 
も ゃ ある. 燕 温 泉 附 近 で flow の 堆積 物 中 に , KIUK 
等 の 降下 堆積 層 が 数 層 認 め ら れる . これ は flow の 
流出 が 間 け つ 的 に 繰 返 え され た こと を 示す . Flow 
堆積 物 は 外来 岩 財 に 乏しく, BH CHIROKAR A 
Be, それ と 同質 の 火山 灰 質 matrix より な る . A 
質 は hypersthene-hornblende andesite で , まれ に 
quartz, augite の 斑 品 を 含み , 化学 成分 上 か ら る も 中 
RACAL AE CHS. この flow は , HATE 
に 上 比 し magma の 粘性 は より 大 で ある が , Mt. 
Pelée の 熱 雲 に 比べ れ ば magma の 量 が 多く , Tie 
He (1957) の 分 類 で は 中 間 型 に 層 す る . 


21. 愛知 県 設楽 盆地 第 三 紀 火山 活動 
東 犬 理 ) 久 FF K 
中 新 世 中 期 な いし 後期 に た, 南西 方 か ら 浸 入 し て き 
た 海 に 磁 ・ 砂 ・ 粘 土 の 順 序 に 堆積 作用 が 行わ れ , HE 
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積 作用 の 終り の 頃 か ら 火 山 活動 が 起 つ た . 最初 は 現 
在 の 設楽 委 地 南部 に 多量 の 流 紋 岩 を 噴出 し URGRSE 
LW), また 委 地 中 央 より や や 北 寄 り に , 次 山 岩 の 火 
山 角 磁 岩 を 多量 に 噴出 し た . これ に つづ いて 班長 質 
WBA, OMICZROARALAKCA & TH L 
た . 活動 の 後期 に は 鳳来 寺山 一 根 羽 を 結 作 南北 線上 
IFAT RURAL A L, か つこ と の 線上 に 数 個 の 小 火 
山体 ( 十 町 高山 等 ) が 噴出 し た . 岩 脈 有 および 小 火山 
ILEE UCR 7 7 i rR LAWS E OF 
る . CHRISTA AHORA (A 
US 7 +i ta A) の 小 火山 体 ( 茶 自 山 そ の 
他 ) が 噴出 し , また 節 地 北 部 に 無数 の アル ヵ カリ 玄武 
岩 岩 床 が 貨 入 し た . 岩 床 の あ る も の は 玄武 岩 か ら 糧 
面 岩 に 公 る 分 化 を 行 な つ て いる . 


22. 桜島 火山 を 主 と す る 本 邦 火 山 の 岩 石 
化学 的 考察 1 研究 法 の 提案 ) 
AXH HF eB 

1. 研究 法 の 提案 各 大 山 に 8 つい て 噴火 毎 に 
「 初 生 噴 出 物 」 の 性 状 が どう ぅ 変わ つて きた か を , 詳 
細 に 追 完 する . Che, 地質 学 的 , 化学 的 , 物理 学 
的 研 完 結果 と を あわ せ て 考察 する こと に ょ っ つて, そ を 
の 灯 山 の 生 い た ち を 知り , 将来 の 活動 を る 推定 する 
手がかり を 得 よ うと する . 

2. 桜島 に つい て 活動 経歴 , AAOHHOR 
隔 , 各 活 動 期 の 活動 点 の 移動 ・ 燈 岩 の 化 学 的 性 質 の 
変化 傾向 , <7 MOORS, 大 き さ と 冷却 と の 関 
係 な ど を 検討 する と ,「 桜 島 の 噴火 は 地下 深部 の 比 
軟 的 大 き な マ グマ 溜り か ら , 南岳 直下 の や や 浅い と 
ころ に ある 比較 的 小さ な マグ マ 潤 り に , P= Dr 
給 さ れ て , 結晶 作用 な ら び に 分 化 作用 を 行ない な が 
ら 変 化し て , ある 段階 に 達する 毎 た 噴火 し た も の で 
あり , 浅 所 の マグ マ 汐 り は 有史 時 代 を 通じ て , Wh 
上 左 し た も の で ある 」 こ と 推定 され る . 化学 的 性 質 に 
つい て は , Total FeO-Total Alkalies-MgO iz 
お いて , 比較 的 酸性 内 か ら 比 較 的 若 性 岩 に 向う と き 
は , 直線 コー ス を 辿る の に , その 逆 の 場合 に は , 
FeO 側 に 曲 つ た 曲線 コー ス を 辿る こと に 注目 し た . 
Linkage factor-Mg/Mg+Fe 図 に つい て Lie at し 
Ke 

3. ABOSAKUOMRRAOBA 一 段階 と し 
て , Total FeO-Total Alkalies-MgO iz kot, 


= Ff 


わが 園 の ほとん どす べ て の 火山 に つい て , 現在 の 知 
識 に も と ずく , 一 応 の 分 類 表 を 作 つ た . 取扱 つた 火 
山 は , ISB, BIR, 十和田 , ABR, 7 bY, 
FA, 利尻 , 北海 道 大 島 , AER Ma, AS, TEs 
イル ム ヶ ケ ッ プ , 浅間 , Be, 天城 , Atk, WIA, 
BAR, BG, 伊豆 大 島 , 両 子 , Zl, Be, 諏 
訪 之 瀬 , 硫黄 島 な ど で あ る が , それ ら の 多く は デ ー 
タ が きわ め て 不 十 分 で ある の で , 今後 の 努力 が 要請 
され る . 


23. Tholeiitic magma の 成因 
RAH RK BR 

SiO。 に 過飽和 な tholeiitic magma は upper 
mantle を 構成 する peridotite の , enstatite の 分 
解 燈 融 を 含む 部 分 燈 融 に よっ つて 導 か れ 得 る . この こ 
と は 久野 その 他 (1957) に より すでに 述べ られ て い 
る . 筆者 は enstatite の 分 解 燈 融 に およぼす 圧力 の 
影響 を 近似 計算 と YODER and TILLEY (1959) の 
実験 結果 を 基 に し て 調べ た . その 結果 enstatite の 
分 解 燈 融 は 約 10,000 気圧 で 消 減 する こと が 推定 さ 
れる . THEY tholeiitic magma は 地下 約 35 km 
以深 で は 生じ 得 な いこ と に な る . Tholeiitic magma 
を より 深い mantle LOW < HhO RAE IBODs 
LAONEURBE SNS. Lied T tholeiitic 
magma は 大 洋 地 域 で は 35km DLO mantle の 
部 分 燈 融 に よ ょ つて 生じ , 大 陸地 域 で は mantle ic 3s 
いて は 生じ 得 ず , 地殻 の 下部 を 構成 する basaltic 
layer の 全体 燈 融 に よ ょ つて 生じ る . COMBI, 大 
洋 , 大 陸地 域 の tholeiitic basalt の 化学 成分 を か 
な り 良 く 説 明 す る と 思わ れる . 


24. 岩木 火山 燈 岩 の 化学 組成 
東北 大 理 河野 義 礼 ・ 門 脇 淳 

青木 謙一 郎 
岩木 火山 は 弘前 市 西方 14 km の 位置 に あり , 海 
抜 1625.2m の 成層 火山 で ある . 本 火山 の 基盤 は 新 
第 三 紀 中 新 世 の 凝灰岩 お よび シル ト 岩 と これ を 不 刺 
合 に 狂う 第 四 紀 洪 積 世 の 漢 灰 岩 , Wes LOBES 
ある . 更に これ ら を 不 整 合 に 覆う 段丘 堆積 物 と ほ と 
A CC, 岩木 山 の 活動 が は じ ま り , その 時 代 
は 泊 積 世 未 期 と 考 を られ る . 活動 の 初期 に は 多量 の 
煙 石 安山岩 質 大 山 角 硬 岩 類 を 噴出 し , 山体 の 大 部 分 


を 形成 し , その 後に 煙 石 安山岩 の 燈 岩 を 流出 し て い 
る . 活動 の 末期 に は 角 関 夏 煙 石 安 山岸 が 噴出 し , 中 
SK Ee & BRR Lie. 

本 火山 の 代表 的 な 試料 9 個 に つい て 化学 分 析 を 行 
な つた . SiO. は 55~64% OMe ATA, 山体 の 
AM? & BMT SABIt 56~61 2 CHS. 最近 行 
TRAD AIC UEKI 87 1 OGL BACK LL 
岩 と を 比較 する と , 後者 は SiO。 に 乏しい も の で は 
Total FeO 234 <, AlO;, MgO に 逐 しく, SiO, 
に 富む も の で は ALOs, MgO 多い, また 本 火山 
は アル カリ , 特に K20 に 乏しい の が 特徴 で あり , 
鳥海 火山 帯 平均 に 比 し , NaO は 0.2, K20 は 0.5 
2 少ない. MgO-Total FeO-Na,O+K,0 三角 図 に 
示す と , WHE RAM ERA RKIUBOZ 4-1 
ド に 点 示 され , 鳥海 秋山 帯 の も の と UTILS FeO 
に 富む 位置 を 占め る . 


25. 堆積 火山 灰 の 風化 に つい て の 1, 2 の 
問題 
RAB NI Lb RK 良平 

栃木 県 今 市 一 鹿沼 間 の 火山 堆積 層 中 の 微細 部 分 に 
SEW CW SHAM MIC DEBE LIER, 同 地 域 
の 文 挟 , PTE CAS COCME LEE FIZ, EM 
D “CARIES”, “ 今 市 層 ” は allophane より な り , 
その 下 の 上 部 ァ ターム 層 , “鹿沼 層 ”, 下部 ロー ム 層 は 
hydrated-halloysite が 含ま れ て いる が , 同 地 以 南 
CULAR, 今 市 両 層 は な く , 上 部 ョ ー ム 層 , 鹿沼 
層 は allophane で あり , 下部 ロー ム 層 は hydrated- 
halloysite & Fires, その 下 の *“ 漠 美容 層 ” は 
allophane の みみ で あつ た . 

こと の 鹿沼 層 の よう に , 同一 の 起源 で 同じ 時 期 に 噴 
出 堆 積 し た と 思わ れる 一 つづ き の bed Ch, 南 と 北 
と で は その 含有 する 粘土 鉱物 の 組成 が 異な る の は , 
どの よう な 理由 に よる も の か を 考察 し た . 第 1 に は 
この 組成 粘土 鉱物 の 変る 境界 線 ま うり 北 の 地 域 は , 日 
光男 体 山 の 末期 噴出 物 と いや われ て いる 七 本 桜 層 と 今 
市 層 に お お われ て いる が , それ より 南 の 地域 で は こ 
れ を 全く 欠い て いる こと で ある . それ ゆ を この 地方 
で は これ ら 浮 石 層 の 堆積 が , その 下 の 層 の hydra- 
ted-halloysite 化 の 促進 に 影響 を あ た を て いる よう 
に 思 わ れる . この と と は 上 上述 の 2 層 を 欠く 南方 地 域 
Ch, 有 鹿沼 浮 石 層 に お お われ た その 下 の 下 部 ョ ー ム 
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層 が hydrated-halloysite 化し て いる こと か ら る も う 3 
か が われ る . 

また これ ら 各 層 の ほな と ん どの を ゃ の の 化学 組成 は , 
いづ れる も SiO, と AlO3+Fe.03; と の 分 子 比 が 2:1 
CROSS. 推定 され る 原 岩 の 化学 成分 と は 著しく 
異な つた も の で ある . すなわち これ ら の 火山 灰 の 風 
化 の 過程 で は , まず 化学 的 変化 が 速やか に 進行 し , 
つい で allophane か ら hydrated-halloysite へ の 
移 化 が 行なわ れる こと と を 示 し て いる . この あと の 段 
階 で きき に 述べ た よう な 地域 的 に 見 られ る 風化 の 差 
異人 が 生じ た も の で あろ 5. 

こと の 地方 の allophane は , 前 述 の ご と く SiOs: 
(Al,03+Fe,03)=2:1 で あり , 各種 の 組成 範囲 を 有 有 
する allophane の うぅ うち で は 最も hydrated-halloy- 
site に 近い る もの で ある . この こと は , 当地 の allo- 
phane が きわ め て hydrated-halloysite に 移 化 し 
や すい も の に な つて いる の で あろ うと 想像 され る . 

COL SE KURO BEDE HROTH SN 
る 差異 は , その 降下 時 の 状況 や ゃ 堆積 環境 の 変化 な ど 
を 考察 する 上 に や くだ つ で あろ う . 伊豆 大 島 の 堆積 
火山灰 に つい て を, 同様 の 研究 を 行い つつ あり , そ 
の 結果 の 一 部 を も 予報 し た . 


26. 岩手 火山 の 噴気 の 化学 成分 
都立 大 理 BOBS K-—-H Hic 
BEARER (2 HR BR 
東 岩手 火山 は 貞享 3 年 3 月 3 日 お よび 享 保 4 年 正 
月 た 大 噴火 し , それ 以後 活動 を 休止 し て いる . 著者 
等 は 昭和 35 年 7 月 お よび 9 月 山頂 の 噴気 の 化学 成 
分 を 調査 し た る に 山頂 爆裂 大 口 の 火 唱 護 な ら び に そ 
の 外側 東 縦 面 に 高温 の 噴気 が あり , その 温度 は 最高 
360°C FMA. 一般 に 90~100°C 附近 の 噴気 孔 
に は 硫酸 アル ミニ ウム, 人 硫酸 鉄 , いおう 等 の 結 唱 が 
多量 に 生長 し て いる が 140~205°C の 噴気 礼 に は 塩 
化 ア ノン モ = ウム が 綺麗 な 走 華 物 と な つて 析出 し て い 
S0e RAM Lic. この 老化 アン モラ ウッ ム を 分 析 し た 
る に 重量 百分率 で は No. 1 は Cl 65.9 (理論 値 
66.3), NH,* 33.5 (理論 値 33.7), S022- 0.0, 
Br- 0.15, B0.000 水 に 不 深 物 0.1, No. 2 は Cl- 
66.1, NH,*33.4, SO42-0.0, Br-0.21, I- 0.0003 
B 0.000 水 に 不溶 物 0.1, No. 3 CI- 66.3, NH 
33.6, SO,2- 0.0, Br- 0.14, I- 0.0003, B 0.000 
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水 に 不溶 物 0.1 等 の 値 を 得 た . 

また 噴気 の 温度 志 よ び 化 学 組成 に つい て は , No. 

HE 183°C, 容積 百分率 H,O 98.2, CO, 1.48, 
H3S—0.117, ‘SOs 03152) © HEl “0.0185, NHC 
0.00167, その 他 0.039, No. 2 温度 144°C, HO 
98.3, CO, 1.46, HS 0.109, SO, 0.0817, HCl 
0.0376, NH,Cl 0.00181, その 他 0.00981 等 の 値 
を 得 た . 


27. 火山 ガス の 研究 ( 続 ) 


東工 大 i aK © IRATE 
GA f+ all Bein 


鹿児島 大 ‘6 A 政 明 

従来 演者 ら は , 火山 ガス の 化学 組成 その 変化 , 
ある い は 地域 的 差異 , 温度 の 関連 等 を 主として 研究 
し て きた が , ある 噴気 孔 , ある い は 噴気 孔 群 , る し 
く は 火 亜 等 か ら の ガス 成分 の 噴出 総量 に つい て は , 
その 測定 の 必要 は 認め な が ら を も , ガス の 噴出 量 の 測 
定 な いし は 推定 が 困難 で ある た め , 十分 な 吟味 を 行 
RAVINE SEBOR. 

清野 政明 氏 に よ ょ つて 本 邦 の 二 , SOWRFILD 6 
ered 
同氏 の と り 上 げた 大 部 分 の 噴気 孔 は 演者 あら に ょ つて 
その 化学 組成 , 了 HI20 と ガス と の 比 な ど が 明らか に さ 


れ で いる さき の で ある . 

し た が つて ガス え の 噴 出 量 が , 清野 氏 の 測定 し た と 
き と , 演者 ら の 測定 し た と き と で そう 変ら な いと すす 
る と , 各 噴 気孔 か ら の ガス 成分 の 噴出 量 が 計算 で き 
2 

さて ガ ス 成 分 の 噴出 量 が 推定 で きた と し て も , そ 
の 噴気 孔 群 に 近接 し て 温泉 (一 般 に は 酸性 太 ) ON 
出し て いる と き に は , その 湧出 量 , その な か に 深 存 
し て いる 火山 ガス に 関連 ある と 思わ れる 成分 の 噴出 
量 も あわ せ て 測定 し , ガス 噴出 量 と と も に 考察 し な 
けれ ば な ら た な い ぃ い . 

演者 ら は 以上 の 方 針 に と し た が つて , 噴気 礼 あ る い 
は 温泉 を と も な うぅ 噴気 孔 妖 か ら の 種々 の 成分 の 噴出 
量 を 求め て みた . 

次 に 示す の は その 一 部 で あり , これ を も と に し て 
種々 の 議論 を 行なう こと が 可能 で ある . 

Fok ZF Cl の 噴出 量 だ け か ら み る と , MRT 
も 活動 中 の 火口 か ら の 噴出 量 に 比 し 得る Cl WER 
出し て いる こと も あり , BABDPOREANOCKHS 
の 成分 の うごき を 考え る 場合 , 十分 考慮 せ ね ば な ら 
feu. と も か くも 種々 の 成分 について, この 方 法 に 
LOBNHEDSTOeCH<K CL. CHEK AO 
完 に 残さ きれ た 課題 の 一 つと し た い . 


Cl の 噴出 量 
ton/year kg/min 測定 及び 推算 

活動 中 の 火 唱 Kilauea +k |1)** 3x 104 黒田 和夫 

TEL Thousand Snuokes** BSA Zies 

3 BEDI FE FE AK 3.310! 6.210 小沢 竹 二 郎 ・ 鎌 田 政明 他 
7‘ Be TLL A, FP es M3 X10% 21490104. eee 

酸性 泉 を と も な う EB) I ae ** 1.4x104 2.710 SG FABRA + NUP BBA 
WE SASL FE 川原 毛 温 泉 *** 5.1x103 1.0x10 iE 


* Jkil, 28, 8, 128 (1959) 


OE TERR Te GER Dd Cv S WEEE DU te. 


TOE 温泉 水 に 溶存 し て 噴出 する も の が 大 部 分 で ある . 大 吹 よ り 下 流 の 温泉 水 と , 大 吹 よ り 上 流 , 


RR, 務 沢 等 を あわ せ て 一 つの 噴気 孔 群 と し て 取扱 つた . 
化す る が , これ は 1960 年 10 月 の 値 で ある . 


28. 降下 火山 灰 の 変 朽 度 に つい て 
HABE 小 Wk > 
降下 直後 の 火山 灰 が 新鮮 か どう か と いう こと を , 
MERA, X 線 , 化学 分 析 な ど で 検 討 し た . その 
結果 , 大 部 分 の 降下 火山 灰 は 未 風 化 な 火山 岩 の 微細 


温泉 水 の Cl 濃度 湧出 量 は 若干 変 


FEWRSEbOCH VORA, 1959 年 2 月 17 BE 
島 火 山 新 燃 岳 の 噴火 の さい 降下 し た 火山 灰 は 著しい 
変 析 を うけ て いた . この ほか 浅間 火山 , BRAKL, 
明神 礁 な どの 火山 灰 の な か に も か な り 変 朽 を うけ て 
いる も の も あつ た . さら に 桜島 火山 の 各 時 期 に お ば 
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る 噴出 火山灰 の 多数 の 試料 に つい て , 検討 し た 結果 
で は , 長い 休止 期 の 直後 に 噴出 し た 火山 灰 は , か な 
り 変 配 を うけ て お り , 一 方 吐 火 が 継続 すれ ば 変 朽 を 
あま りう け て いな い 新 鮮 な 火山 灰 が 降下 する こと も 
WALK. この 事実 は , 長期 の 噴火 休止 期間 中 に , 
火 百 附近 に 堆積 し た 火山 灰 な ど が , 噴気 その 他 の 作 
用 で 変 配 を うぅ うけ, これ が その 後 の 噴 火 に と に ょ つて 吹き 
と ば され て 降下 し た も の と 解釈 され る . 

この こと は , 百 数 十 年 も 噴火 を 休止 し て いた , 寺 
世 火 山 新 燃 岳 の 噴火 で は 一 層 明 ら か で あつ た . す な 
わ ち , BRAG TAK APACE << HERES SAIL 
FRR OV CMRORREAROKLCA, Biz 
の 1959 年 2 月 17 日 の 降灰 中 の 粘土 と 全く 類似 の 
つた 
それ ゆ ょ を , 平常 火口 附近 に 集積 し て いる この 種 の 
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BENT HEAD PARADE Te bh Ci Sie bid, 噴火 
の さい , COMP AWRICO YC, EMEC LOR 
PIOW ER AKI CLICLOC, ある 程度 その と き 
の 噴火 の 状況 や 規模 , 経過 な どの 推定 を 行なう こと 
が で きき よぅ. 

火山 に 示 け る 火山 灰 や 岩石 の 変 朽 現象 , な ら び に 
その 生成 物 に つい て は , これ まで に も 多く の 研究 が 
な され て いる . 演者 は ここ に それ ら の 知識 を 整理 し 
て , 圭 と し て 自分 ら が 実際 取扱 つた 資料 の な か か 
ら , これ ら の 現象 を いく つか の 型 に 分 類 し , それ ぞ 
れ の 実例 を あげ て 概 報 した. その 各々 の 詳細 は また 
機会 を あら た め て 順次 発表 し て 行く 予定 で ある . 
な お , この 研究 に 使用 し た 降下 火山 灰 の 墓 集 に あ 
た つて は , 多く の 方 々 の 御 協力 を 賜 わ つ た こと を 特 
に つけ 加え た いし. 
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国際 測地 学 地球 物理 学 連 谷 12 回 総会 
国際 火山 学会 出席 報告 


1960 年 7 月 26 日 か ら 8 月 6 日 の 間 , フイ ン ラ ン 
ド 国 ヘル ヤシ ン キ 市 に お いて 開催 され た . 久野 は 主 と 
し て 火山 学 関 係 の 部 分 に 出席 し た . 下記 は 火山 学 音 
会 に お ける 決議 事項 で ある . 

1. 1961 年 お よび 62 年 に Symposium を 行 な 
5 (添付 の 英 方 参照 ). 1961 年 10 月 に は イタ リー 
国 カ タニ = ア に て , “Formation of ignimbrite, hya- 
loclastite and related deposits” と いう 題目 の も 
と に 対 論 会 お よび 見 学 旅行 を 行なう 予定 で ある が , 
こと これ は 日 本 に も 広く 分 布 す る 燈 結 北 灰 岩 お よび 海中 
に 流れ た 燈 岩 hyaloclastite の 形成 機構 を 諭す る の 
が 目的 で ある . カタ ニア に お ける 討論 会 の 前 に , 約 
7 日間, イタ リー 各地 を 廻 つ て , 現地 見 学 お ょ び 討 
論 を 行なう . 会 後 , フラ ンス 中 部 の 火山 地方 を 見 学 
$5, 

日本 の 火山 に 非常 に 関係 深い 問題 で ある し , また , 
イタ リー で は ignimbrite に 関係 し て ウラ ニュ ー ム 
や 水銀 の 鉱床 が あり , この 点 で も 鳥取 県 の 人 形 峠 の 
ッ ウラ ニュ ー ム 鉱床 や , 奈良 県 水銀 鉱床 に 類似 点 が あ 
り , 日 本 の 火山 学者 の 多数 の 参加 が 望ま れる . 
1962 445 9 21 H~ 6H EW (COSMIL1~2 
週間 早 あ られ る か も 知れ な い ) に は 東京 , 波間 , A 
根 , AB, 北海 道 , 九州 で 別紙 (日 本 で 印刷 ) の ご 
と き 日 程 の も と に 言論 会 お よび 見 学 旅行 を 行なう . 
こと の 計画 は IAV で は 大 変 好評 で あつ て , ぜひ 参加 
し た いと いう 人 が 多数 あつ た . 

以上 の 2 案 は IUGG- で も 承認 され , CX HITF 
用 の 補助 も し ょ うと いう こと に な つた . LLERO 
補助 が あれ ば , イタ リー の Symposium [zti= 2 — 
ジー ラン ド の J. Healy ぉ ょ び 日 本 か ら 久 野 久 が 招 
待 さ れる と こと に な つて お り , また , 日 本 へ は イタ リ 
ー の A.R. Rittmann BLOA Fv XO RW. 
Van Bemmelen が 招待 され る こと に な つて いる . 

な お , これ ら の Symposium に 提出 され た 論文 
tk, すべ て Bulletin Volcanologique に 印刷 され 
る こと に な る =- 

2. “Bulletin of Volcanic Eruption” の 出版 . 

世界 各地 で 起 る 火山 噴火 の 消息 を で きる だ け 速 か 


に 交換 する 目的 を も つて 1 年 に 4 回 以内 “Bulletin 
of Volcanic Eruptions” を 出版 する こと に な つた . 
各国 の 火山 学者 か ら , それ ぞ れ の 国内 で の 火山 噴火 
の 消息 を 一 定 の 形式 た 従 つ て 久野 の と ころ に 報告 
し , 久野 は これ を まとめ て 印刷 し , 各国 の 火山 学者 
に 配布 する . CORAM, る も し 日 本 火山 学会 の 承認 
が 得 ら れれ ば , 同 会 で 負担 で きる か る も 知れ な いと 久 
野 が 述べ た の に 対し , 各国 代表 か ら 大 変 感謝 され 
た . その 代り , この 出版 物 (英文 ) は 日 本 火山 学会 
出版 物 と し て , Meee WK” に 毎号 掲載 し , さら に 
日 本 火山 学会 か ら の contribution と し て Bulletin 
Volcanologique に も 附録 と し て 附 す る こと に な つ 
た . 詳細 は 久野 に 一 任 さ れ て いる の で , 久野 は 帰国 
後日 本 火山 学会 に は か つて , その 承認 を 得る 予定 で 
あり , か つ 来 年 度 の 文部省 よ り の 出版 補助 金 を も 申 
請 す る 予定 で ある . 

3. 1960~1963 年 度 の IAV の 役員 決定 

President A. Rittmann (イタ リー) 

Vice President V.I. Vlodavetz (ソ連 ) 

G.A. Macdonald (米国 ) 
Secretary F. Penta (イタ リー) 
Assistant F. Evrard (ベル ギー) 


Chairman I. Section of Active Volcanoes: 
M. Neuman Van Padang (オラ ンダ ) 
II. Section of Physics of Volcanoes: G. 
Gorshkov (Y 3) 
III. Section of Physical Chemistry of Ma- 
久野 A (AA) 
IV. Section of Paleovolcanology: 
(FOL) 
4. IAV の 会 則 (Statutes 33 kU By-laws) が 
決定 され た . 
Sk, 会 の 運営 は 大 恋 ス ムー ス に 行なわ れる で あ 
ee. 


gmas: 


Géze 


IAV SYMPOSIA IN 1961 AND 1962 


The [International "Association of Volcano- 
logy is planning to have the following two Sym- 


posia: 

1) Formation of ignimbrites, hyaloclastites 
and related deposits. 

2) Prediction of time and place of volcanic 
eruption and relation between magmas and 
nature of volcanic eruption. 

The International Association of Volcano- 
logy asks for recommendation from the Union 
to UNESCO for financial support. 


I 


Symposium at Catania (Sicily) in 
October, 1961, during 9-10 days 


on 


Formation of ignimbrites. hyalo- 


clastites and related deposits 


__Despite the fact that these deposits are 
found throughout the world in great quantities, 
the mechanism of the eruptions producing them 
has not been well studied up to the present. 
The eruptions of the ignimbrites are by far 
the most dangerous volcanic phenomena. 

A discussion of their mechanism and their 
possible occurrence in certain regions is of 
great importance for the population. So is also 
the relationship of certain economically interes- 
ting deposits of U- and Hg-ores and of volcanic 
steam the origin of which is related to ignim- 
brites. The hyaloclastites are formed by sub- 
marine extrusions of basic magmas during 
which the sea water reacts with the lavas. 
The study of these interactions is especially 
important for oceanography, because they add 
to the ocean a series of substances changing 
the conditions of life and lead also to the for- 
mation of important deposits of iron- and 
manganese ores. 

As both ignimbrites and hyaloclastites are 
very well exposed in Tuscany and Sicily, res- 
pectively, the town of Catania with its Depart- 
ment of Volcanology and Etna Observatory 
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has been chosen as the place of the symposium. 

The symposium will start with an excur- 
sion of ca. 6 days from Pisa or Siena to Cata- 
nia where the last 3-4 days will be reserved 
for discussions. 

It is recommended to invite prof. H. Kuno 
(Tokyo) and Dr. J. Healy (New Zealand) as 
speakers and to assist them financially. The 
papers read on the symposium will be publi- 
shed in the “Bulletin Volcanologique” of the 
IAV. 

The expected attendance from abroad will 
be about 40 scientists. In connection with the 
Catania symposium, several excursions are 
being planned to the most important volcanic 
regions of Italy and France. These excursions 
will be made at the expense of the participants. 
They will be guided by experts of the areas 


concerned. 
II 
Symposium in Japan in May-June, 1962 
on 


Prediction of time and place of volcanic 
eruption and relation between magmas 


and nature of volcanic eruption 


Prediction of time and place of volcanic 
eruptions is a subject not only of scientific 
interest but also of practical importance for 
the people of the densely populated volcanic 
areas such as Japan, Indonesia and Italy. The 
nature of volcanic eruption, being largely de- 
termined by the character of the magmas 
which cause the eruption, has an important 
bearing on the problem of protecting human 
life from the disaster. These are the main 
reasons why the subject is taken up by IAV 
for the symposium in Japan. 

The detailed plan of the symposium is gi- 
ven in a separate paper in a printed form. 


It is recommended that prof. A. Rittmann 
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(Italy) and prof. R.W. van Bemmelen (Nether- 
lands) will be invited as speakers financially 
assisted by the UNESCO. 

The papers will be printed in “Bulletin 
Vocanologique” of the IAV. 

We expect about 40 scientists to attend the 


symposium from abroad. 


PLAN OF SYMPOSIUM ON 
VOLCANOLOGY IN JAPAN IN 1962 


National Committee on 

Geodesy and Geophysics, 

Science Council of Japan 
(Tokyo, July 1960) 

The Science Council of Japan is pianning, 
subject to the final approval of the Japanese 
Government, to organize a symposium on 

“Prediction of time and place 

of volcanic eruption” 

and on 

“Relation between magmas 

and nature of volcanic eruption” 
to be held in Japan from May 21 through June 
1, 1962. 
Members of the International Association of 
Volcanology will be invited to the Symposium 
when the official decision is made on it. 

A tentative schedule of the session and 
fleld trips is as follows: 

May 21. Lv. Tokyo for Asama Volcano, 
visiting Volcano Observatory and 
exposures of pre-historic and 
historic pumice flow and nuees 
ardentes deposits. 

22% Return to Tokyo. 

23—26. Symposium in Tokyo. 


Belle Ly. Tokyo for Hakone Volcano, 
visiting exposures showing the 
the structure and history of. this 
deeply dissected caldera. 

28—29. Symposium and geologic excur- 

sion at Hakone. 

30. Lv. Hakone for O-sima (O-shima) 
Island, visiting Mihara-yama, an 


active cone. 


31. Symposium and excursion at O- 
sima. 
June 1. Return to Tokyo. 


After the formal session, participants may 
join one of the following field trips in early 
June: 

a) Trip to active volcanoes on Hokkaido Island. 

5 days. 

Tokyo—Komaga-take Volcano—Usu Vol- 

cano, including Syowa-sin-zan (Showa-shin- 

zan) dome and Toya Caldera—Noboribetu 

(Noboribetsu) Spa—Tarumai Volcano and 

Sikotu (Shikotsu) Caldera—Sapporo. 

b) Trip to active volcanoes on Kyusyu (Kyu- 
shu) Island. 5 days. 

Tokyo—Sakura-zima (Sakura-jima) 

Volcano—Aso Caldera and active central 

cone—Hukuoka (Fukuoka). 

The volcanoes to be visited during and 
after the session are of special interest to vol- 
canologists, geophysicists, petrologists, and 
geochemists. 

All communications concerning the sympo- 
sium should be addressed to: 

Dr. Kiyoo Wadati 
Science Council of Japan 
Ueno Park, Tokyo, Japan 
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O 〇 委員 会 

1960 年 7 月 15 日 ( 金 ) 10 時 

東京 大 学 地震 研究 所 会 議 室 

議題 

1. 秋季 大 会 を 10 月 24~26 日 に 名 古屋 大 学 で 
開き , 10 月 27・28 日 に 愛知 県 設 泉 地方 に 見 
学 旅 行 を 行なう こと を 決定 した. 

1. その 他 


O 〇 委員 会 
1960 年 10 月 24 日 9 時 30 分 11 時 


O 総 会 

1960 年 10 月 24 日 11~12 時 
名 古屋 大 学 理 学部 化学 教室 
議題 


1) 1962 年 度 国際 シン ポジ ゥ ム に 関す る 件 
2) Bulletin of Volcanic Eruptions に 関す る 
件 
3) 雑誌 “火山 ” 第 3 巻 大 島 特 集 号 の 販売 価格 に 
関す る 件 
4) 会 計 報 告 (諏訪 委員 ) 
以上 委員 会 の 原案 通り 可決 し た . 


O 〇 秋季 大 会 
1960 年 10 月 24~26 日 
名 古屋 大 学 理学 部 化学 教室 
O 〇 野外 見 学 旅行 
1960 年 10 月 27~28 日 
愛知 県 設楽 盆地 の 第 三 紀 火山 岩 類 を 久野 久 民 
の 案内 で 見 学 し た . 参加 者 約 40 名 , gic 
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学会 連合 担当 幹事 上 


昭和 35 年 11 朋 30 日 発行 発行 年 3 回 
定価 1 部 金 300 円 
編集 詳 発 者 BAK MHS 

a (東京 大 学 地震 研究 所内) 


入会 希望 者 は 会 費 500 円 を 添え て 地震 研 完 所 内 日 本 大 山 
学会 宛 御 申込 み 下 さい 
(振替 口座 東京 22 2 2 9) 
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THE VOLCANOLOGICAL SOCIETY OF JAPAN 
+, vi c/o The Earthquake Research Institute, = 3 a aie 


a University of Tokyo, Tokyo, Japan. 


